A BIDE it 


SOT es BOS 
昭和 三 十 三 年 八 月 一 日 


研 究 RK 文 
滝本 」 ョ 清 
共生 する 迷 種 の 硫化 録 物 中 に お ける Se の 配分 oe | fi ie 
Ik 野 修一 朗 
| * ie EE ee eee eRe reer eee ee 1e5 理 誠 五 郎 
畑野 鉄山 の 鉄 床 成因 に 関す る 一 考 守 eth ee 
岩手 県 仙人 産 赤 鉄 鉄 の 形態 並び に 格子 恒 数 に つい て 加 HE 謙次 郎 
結 酷 図 作 成 の た め の 新 し で い 方法 の 検 詩 王 era m Fe 代 
FURAK BEG KBE BO GEE eee eter 騰 井 義 巡 
交 石 実 山 岩 中 に 見 られ る 混成 作用 RO TA Oe A AT Ks fa 良 Er 
Ay 1 7 hin pedvetein a? 種子 田 定 lias 
BU KIND 1956 年 5 FILTH (eee 
MBAR TVBIEMLTAE RU TERT ee a eG 博 
会 報 
総会 並び に 学術 講演 会 開催 予告 , 会 員 動静 , 投稿 規定 
抄 録 
鉄 物 学 及 び 結 品 学 石英 に 於 ける 微量 成分 , 着色 中 心 及び 格子 司 
数 聞 の 関係 外 2 件 
岩石 学 及 び 火 山 学 California, White Tank 石英 モン ゾ = 岩 の 
組織 と 分 光化学 前 研究 外 3 件 
金 属 鉱床 学 北部 Nova Scotia (cH ZR Y Fv 
Gi 外 3 件 
Goh Ok KR! 南 カ リフ オル = ア 沖 海底 堆積 物 中 の クロ ロフ 
A VERO TE 外 2 件 


a 業 鉄 物 シリ カー アル ミナ 混合 物 の 反応 


東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教室 内 
日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 


会 報 


日 本 岩 互 鉱物 鉱床 学会 昭和 33 年 度 RSLVICSMRRANEPS 

期 日 昭和 34 年 1 月 24 日 ( 土 ) 

場 所 仙台 市 片平 本 東北 大学 理学 部 

講演 希望 者 は 講演 要旨 (400 字 以 内 ) 及び 所 要 時 間 を 記し て 本 会 宛 11 月 15 日 迄 に 御 
申込 み 下 さい 。 但し 講演 時 間 は 一 題 20 分 以内 と し , 連名 の 場合 は 講演 者 に 〇 印 を 付記 し 
で 下さ we 


会 員 動 静 [転勤 及び 転居 〕 小 出 秀 幸 (岩手 県 下閉伊 郡田 老 町 テラ サ 工 業 田 老 久 業 所 ), 
SER (東京 都 千 代田 区 大 手 町 1 丁目 4 大手 町 ビル 内 石油 資源 開発 株 式 会 社 ), 石田 義雄 
(同上 ), 細井 弘 (同上 ), ARE (同上 ), ME (東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 952 石油 資 
源 開 発 技術 研究 所 ), 古里 UCHR Rost), Resse AeA ETS 
の 舞 鉄 業 所 ), BHAE (福岡 市 箱崎 小松 町 松原 アパ ー ト 147), 佐藤 満雄 (東京 教育 大 
PRE As), 提 上 忠 佑 (東京 都 中 央 区 銀座 西 3 KAS), RRA (岩手 県 和 
ARGH A PSR GK), 石川 秀雄 (東京 都 世 田 ヶ 谷 区 若林 町 535), 高橋 明 俊 
( 秋 田 県 北 秋田 郡 阿仁 町 古河 鉄 業 阿仁 鉱業 所 ), AYES (BIR ES APT ly DA GK 
KABA), 津留 和子 (熊本 市 水前寺 本 町 86 原田 方 ), EBRE (和歌 山県 田辺 市 下 
屋敷 町 119), 滝川 一 博 (岡山 県 新 見 市 井倉 720 日 鉄鉱 業 井倉 鉄 業 所 ), 鈴木 礼 吉 (東京 
都 豊 島 区 西巣鴨 3 の 652 間島 方 ), ABS (東京 都 千代 田 区 大 手 町 1 の 4 大 手 町 ゼル 内 
日 東金 属 鉄 業 株 式 会 社 ), BRS (東京 都 世 田谷 区 松原 町 3 の 868 神田 方 ), BYR ( 北 
海道 上 川 郡 下 川町 三菱 金属 鉄 業 下川 鉄 業 所 ), 鈴木 正 作 (仙台 市 長町 西浦 290 佐藤 光平 
Fi), 杉原 雄太 郎 (RRA APE HRA), 


【 新 和信 会 〕 外 村 昭 欠 CCH EAE EATON REL Ae RSET)» 小 鷹 滋 郎 (群馬 
県 吾妻 郡 草 津 町 万 座 硫黄 鉱業 章 津 鉱業 所 ), 田中 秋 利 (日 満 鉄 業 株 式 会 社 ), 相沢 直人 , 
PASS, 伊藤 俊 弥 , FINS. 金子 弘二 , 北 代 吉 突 , 坂本 光 , ERAT, CAGE, 田 
中 義久 , 高山 博 , 中 山 松 身 , ieee, NLR, 矢吹 丈 輔 (以上 東北 大 学 理 学部 岩石 鉱 
物 鉄 床 学 教室 ) 
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共生 する 数 種 の 硫化 鉱物 中 に お ける Se OBES 


On the distribution of selenium in some sulphide 
minerals showing the relations of intimate paragenesis 


Te 本 %§ (Kiyoshi Takimoto,* 
洪 種 # (Taneo Minato,* 
広 野 修一 郎 (Shuichir6 Hirono,** 


Abstract : In sulphide deposits, generally, various sulphide minerals 
occur in massive or crystalline aggregates showing the relations of int- 
imate paragenesis, and these minerals usually contain small amounts of 
selenium as their minor constituents. 

‘It is a significant subject from a view point of economic geology to 
clarify the relations between the selenium content in various sulphide 
minerals which exist in the sulphide deposits and their mode of occurrence. 

In present work, as a portion of these problems, the manner of dist- 
ribution of selenium in several sulphide minerals which co-exist in one 
hand specimen and show the relations of intimate paragenesis was mainly 
studied. And furthermore, it was examined whether selenium distribution 
in given minerals can or cannot be utilized as a geological thermometer 
when the formation-temperatures of minerals should be discussed. 


1. 結 言 

. 硫化 物 鉄 床 中 か ら は 一 般 に 黄 鉄 鉱 , 黄 鉛 鉱 , 磁 硫 鉄鉱 , PANES GL, 硫 克 鉄 鉄 , 方 谷 鉄 な 
ど 各 種 の 硫化 久 物 が 産出 する が , これ ら の 講 鉱 物 中 に は 微量 の Se が 倫 有 され て いる こと 
が 多い 。 

硫化 鉱床 中 に 産 す る 各種 の 硫化 鉱物 の 産 状 と それ ら に 人 各 まれ る Se 量 と の 関係 を 明らか 
に する こと は 鉄 床 学 的 に 見 て 有 有 意義 な こと で ある 。 
| 本 論文 で は , これ ら の 問題 の うち で , と くに 一 試料 鉄 塊 中 に 共存 し , ERE ARER 
係 を 示す 数 種 の 硫化 舗 物 中 へ の Se の 配分 に つい て の 研究 結果 を 示し た 。 す な わ ち , 共生 
TZSEORULARMPAD Se の 配分 が 鉱物 の 種類 , 生成 の 時 期 な ど に よ つ て どの よう に 
誠人 化す る か を 検討 し , さら に , これ が 鉱 物 の 組織 , 共生 関係 , 生成 順序 な どの 見 地 か ら 推 


* 京都 大 学 工 学部 鉄山 学 教室 
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定 さ れ た それ ら の 生成 温度 と 如何 な る 関係 に ある か を 知る た め に 行 つ た 研究 で ある 。 
装 者 た もち は 現 在 も な ほ 研 究 を 続行 中 で , まだ 十分 な 結論 に まで は 到達 し て いな い が , と 
りあ ぁ あえ ず そ の 一 部 を 報告 する 。 


2. a ma 

研究 試料 は 大 部 分 秩父 鉄山 の 大 黒 鉱床 か ら 搾 取 し た が , ZOHMAUORBRAR PE 
鉱床 , 和 那 波 鉱 床 か ら も 若干 採取 し た 。 MARKS 374 個 で , FOI BKRRKOSL 
ペル か ら 351 個 , 赤岩 鉱床 か ら 12 個 , 中 津 鉄 床 か ら 6 個 , 和 和 那波 鉄 床 か ら 5 個 を それ 
ぞ れ 控 取 し た 。 

探 取 試料 の う ち に は 著しく 低 品 位 の た め , 或いは 徴 細 結晶 が 密 に 混在 し て いる た め に 純 
交 な 分 析 試 料 を 撰 別 し か ね る も の も あつ て , Se の 分 析 を 行 つ た 試料 は 結局 233 個 で あ 
つた 

今回 は と くに , これ ら の 試料 の うち か ら , 既 述 の 研究 目的 (すなわち , 一 試料 鉄 塊 中 に 
お いて 二 に 緊密 な 共生 関係 を 示す 各種 の 鉱石 鉱物 中 に お ける Se の 配分 の 問題 ) に 大 体 に 
お いて 適当 と お も われ る 15 種 の 試料 鉄 石 を えら ん で 研究 の 対象 と し た 。 し か し な が ら , 
これ ら の 15 竹 の 試 料 鉄 石 の うち に も, 研究 の 結果 , 鉱物 の 種類 , 共生 関係 な ど と それ ら 
に お ける Se の 本 分 と に 関し て 同一 結果 を 示す も の が いく つか ある の で , 結局 本 論文 に お 
いて は 次 の 如き 8 種 の 代表 的 な 試料 に まとめ て 報告 する こと に し た 。 す な わ ち , それ ら は 
黄 鉄鉱 と 際 亜 人 錠 鉄 と が 共生 する 6 種 の 試料 , 黄 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 と が 共生 する 試料 , 黄 鉄鉱 
& PORE SASK & と 硫 太 鉄 鉄 と の 3 者 が 共生 する 試料 と が それ ぞ れ 一 種 づ っ つっ と な つて いる 。 これ 
ら の 各 鉄 石 試 料 に お ける 各 鉄 物 の 共生 状態 に つい て は 後述 する 。 

秩父 鉱山 の 鉱床 に つい て は 既に 多く の 研究 報告 が 見 られ る が N40), その 概要 を 述べ れ 
は 次 の 通り で ある 。 

鉱山 附近 の 地質 は , 秩父 古 生 層 に 属す る 粘 板 岩 , 石灰 質 頁 岩 , 砂岩 , チャート, 石灰 
a WRRBUK REL, これ ら の 累 層 を 貫く 石英 了 緑 岩 乃 至 石 英 隊 緑 麗 岩 と か ら な つて い 
So さら に これ ら を 貫い て 石英 夷 岩 及び 協 岩 岩 脈 が 見 られ る 。 古 生 層 の 一 般 走 向 は N60? 
~80°W, 傾斜 は 40° へ ~50°NE で , 大 体 に お いて 単 斜 構造 を 示し て いる 。 古 生 層 の 岩石 
は 石英 図 緑 岩 , APR BOREAS bO CHER REI ChVY FENALRHERBAR 
岩 と な り , BRIO NS OKRA ORKARERIC LOTERLESLDEBR SNS HM 
床 の 主 な る も ゃ の は 何れ も 石灰 岩 中 に 腺 胎 し て いる が , これ ら は , その 産 状 , FR, Ko 
共生 関係 , 鉱物 の 組織 な どか ら 考 察し て , 塊状 鉄 床 と 脈 状 鉄 床 と に 大 別 さ れ て いる 。 HE 
は スカ ルン 鉄 物 を 伴い , HLL CRG, BRK, BRS, 黄銅 鉄 な どか ら な り , 後者 
は 主として 隊 亜 鉛 鉄 , 黄 鉄 鉱 , DEALER, 方 鉛 鉄 な どか ら な つて いる 。 


3. 研 究 方 法 


(1) 鉱物 の 共生 関係 の 考 寮 
RRA, 初め に それ を 構成 する 主要 鉱物 の 種類 ) 組織 , 品位 な ど を 肉眼 的 に 観 


EE SRE TENT OE OD RR ee 
で ある 。 


2) 宮沢 俊 弥 , 徳永 正之 : 地質 , 56, 昭和 25. 
3) 宮沢 俊 弥 : 地質 , 57, 昭和 26. 
4) EIFS : 鉄山 地質 , 4, 111~112, 1954. 
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察し た の ち に , 詳細 な LHACRMR EOC HET SHB A RUBE EEE 
Ro BIZ C ORC —-RMOM MG PICMARAN CWSHRMOR (種類 及び 量 ) 無 を 観 窓 し 
て 分 析 試 料 の 純 灯 化 に 努め た 。 

(2) (Eagar?) ®) 

名 試料 鉱 塊 か ら LILO MRI OCHRE REP BRN 及び PORES & OATER 
料 に つい て は , それ ぞ れ Se RUS の 定量 を 行 つ た 。S の 定量 は 一 般 に 行わ れ て いる 硫 
BAY LUBIC ESB BRC LOK: Se の 定量 法 に は 種々 の 方 法 が 知ら れ て いる が , 

筆者 らち が 行 つ た 方 法 の 概要 は 次 に 示す 如く で ある 。 

約 15 gr の 細 粉 試料 を 種 取 し 王 水 で 処理 し た の ち , BE CMEVAET SZ. これ に 約 
2gr Of eA CHB So FHC 10c.c. OWE m2 CHAISE BEL, 
塩素 及び 硝酸 を 完全 に 駆逐 する 。 最後 に 少量 の 濃 塩 酸 に て 潤し , RL CHAIR BIA IB 
WIS 濾液 は 比重 1.2 の 濃 塩 酸 が その 溶液 の 1/3 容 を 占め る よう に 調製 し , 約 1 時 
IAD RS MAL KO DMR A LRM ST Se を 沈 淫 もせ も しめ, これ を 一 夜 放 置 し た 
の ち ガ ラス 濾過 回 で 渡 別 する 。 MORIA (1:1) 及び ブロ ム 水 で 処理 し , 一 度 蒸発 乾 河 
する 。 こ れ に 少量 の 食塩 と 濃 塩 酸 と を 滴下 し , 内 容 物 を 十分 潤し た の も 注意 し て 蒸発 乾 獣 
を 結 返 し て 完全 に 亜 セ レン 酸 に し た 後 , 一 定量 の 温水 CORORICISUT) EMA CAR 
する 。 2c.c. の 検 液 を と り 有 有機 試薬 の ビ ロ ー ル を 加え て 発色 を な しめ , 直ちに 日 立 式 光電 光 
Beat (濾過 板 は 〇 (610mg) , Be vise 3.5mm, 容量 2c.c.) に ょ つて 測定 を 行 
つた 。 測定 は ビ ロ ー ル 試薬 を 滴下 後 正 し く 14 30 秒間 振 洛 し , 5 分 後に 測定 する よう 
Eo 


4 実 験 te R 

SAMO AMEN RUBEN ARBOR LARMPICMD ANS Se 量 と の 関係 に つい 
) て 考察 し , 微量 成分 と し て の Se の 地質 鉄 床 学 的 な 意義 を 検討 する こと に する 。 得 ら れ た 
結果 は 第 1 RRO 写真 ユー14 に 示す 通り で ある 。 こ ・ ゝ で は 各 銚 物 中 の Se 含有 量 は , 
Se と 共に S も 同時 に 定量 し て S: Se の 比 の 値 を も つて 示し た 。 

試料 (1)-0014 末 試 料 は 通 洞 磁 硫 鉄鉱 鉄 体 か ら 採 取 し た 統 密 な 鉄 石 で ), と も に 塊状 
を な す 黄 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄鉱 と が 緊密 に 共生 し た も の で ある 。 し か し , 部 分 的 に 粗 粒 (大 形 の 
る もの は 一 辺 が 10mm に 達する ) の 六面体 結晶 の 黄 鉄 鉱 が 多数 集合 する と ころ も あり , 全 
RYE CRREDREACHSZo 写真 1 に 示す よう に , 黄 鉄 鉱 は 磁 硫 鉄 鉄 に よっ つて その 一 
部 が 融 人 触 さ れ て いる と ころ る ゃ も 見 られ る の で , B66 BEEY EPMKAMLKDOLHES 
eno 

ZOMBMNZBYSA Se 含有 量 は それ ぞ れ , BRA CL S:Se=205,250 : 1, 
RERPEGK PH Cid S:Se=324,250 : 1 と な り , Se LRRRACS<( MASEN TSO 

試料 (2)-2027 FIST PE ORR - PHS 56 2S NAS 搾取 し た 試料 で 
ある 。 写真 2 に 示す よう に , EVI PCCMMZABRORKE LAM LAS ROBER 


1) 加藤 虎 郎 : 標準 定量 分 析 法 , 昭和 6. 

2) 内藤 多喜 夫 : 有機 試薬 に 依る 分 析 法 , 昭和 25. 

3) R. Berg und M. Teitelbaum : Nachweis und Bestimmung geringer 
Selenigsaure und Kiesels&uremengen mit Hilfe von Pyrrol, Mikrochemie, 


23, 1930. 
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BIR 秩父 鉄山 産 試料 分 析 表 


Se 
試 料 | 探 取 箇所 | 共生 関係 * | 生成 順序 ** a S (9%) S/Se 
塊状 の Py と Po と 
ite 鉄鉱 通 洞 の 磁 の 共生 , Be, と こ 0.24 | 49.27| 205,290 
(1) -0014 PRARGKGK| 212k NE lcm に Py>Po 


| Repo 達する 六面体 Py が 
集合 する . -12 | 38.91) 324,250 


= MEO Py と Zn と .07 | 47.€0| €80,000 
(2) -2027 | wee een Dee hse, Qa Py=Zn 
POH SA ok 介在 する . .05 | 27.22 544,400 
BER Gh M を と りか こみ , x 
- 229 =k PY Zt 
ne eae “RES Py 及び Zn.) ~? .22 | 33.07 150,318 


-17 | 49.47) 309,187 


0 
0 
0 
0.91 | 51.68) 56,791 
0 
0 
0 


-3039 a ae oe (he wee 28 SO 7. 
PARE SA Gh Fee ONE Ss : 21 | 31.92, 152,000 
六面体 Py の 集合 し | 
GK Gh る 1.24 | 51.49 41,524 
(5) -3040 fe Dei Stk Oye Boe, 
| POAE GA grt eRe ais (0.24 | 32.84 136,833 
OK GH! fey Zar Py, Car 0.17 | 49.77) 292,764 
(042 | "seater BEG] PY>Zn 
BORE GA ik 2. URAL | 0.09 | 29.78 $30,888 
| 97 | | 
黄 鉄 se BIRD Py と Zn と | 0.21 | 48.39) 230,381 
-3043 PABBA ” wee ne IE 9 5PysZn>As 0.39 | 31.14 79,846 
ed "a TAT BZ. 0.08 | 20.61) 257,625 
六面体 Py と Zn と | | 
=e 黄 鉄 astm OE aay 7 eee (9.10 49.84 498,400 
bn oy ン ケ ル 石 ry A | ; Q 3 
TER xk eae 0.09 | 30.48) 338,666 


_——— 
Py Rigkak, Po Rpg, Zn--PYRIGNeK, As---BEMLBRGK, 
MBER, QR, Ca iG. 


*S Py> Zn. Begonia PURE GASK LD OMAR, Py=-Zn.. aegkeh & BOERS ak L 
は は ほとんど 同 時 生成 で ある こと を 示す 。 


uk っ て 和束 に 共生 し た も の で ある 。 写真 3 及び 4 は 本 試料 の 研磨 片 の 一 部 を 反 
iP CHR LIEDOCHSo これ に よれ ば 黄 鉄 鉄 と 関 亜鉛 人 鍼 と は 殆 ん ど 同 時 に 生 
成 し な と 推定 され る けれ と も 一 部 の 黄 鉄 鉄 は 後者 より や や 早期 に 品 出し た と 状 え られ る 
も の も 認め られ る 。 ま た 写真 2 で 見 られ る 組織 か ら 分 る よう に , 本 試料 は 伏 液 の 温度 比 
BRAN ELC BES SURE CHL ve EER れる 。 

ここ で は Se SARI, HRP CES: Se=680,000 : 1, 関 亜鉛 讐 中 で は 
S: Se==544,400 : 1 と な り , Se は 後者 に 多く 配分 され て いる 。 
試料 (3)-229 これ は 塊状 の 磁 鉄 鉱 と 細 炒 塊状 の 黄 鉄 鉄 と が 共生 し た 中 品位 の 試 将 で 、, 
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PRES OPARES 鍼 が ポケ ッ ト 状 また は 小 脈 状 に 黄 鉄 鉄 を 交代 し て いる 。 また 所 に よ つ て は 可 
成り 多量 の 石英 を 伴っ つて いる 。 写真 5 に は 磁 鉄 鉄 と 黄 鉄 鉄 と の 共生 が 見 られ る 。 また 黄 鉄 
Be EVMIA, ONE MALT DP LABEL CRAB ET SRO 
め ら れる 。 写真 6 は 磁 鉄 鉄 を と り 囲 ん で , CONES LAG ZRRRERI ONS 
の 生成 順序 は , 磁 鉄 鉄 , 黄 鉄 鉄 , PU OI LEH ANS 

Se 含有 量 は , WRK CxS: Se=56,791 :1, BARA Cig. -S:Se= 
150,318: 1 と な り , 前 者 に 多量 の Se が 本 分 され て いる 。 

試料 (4)-3039 ARE a Eris O の 黄 鉄 鉄 の 結晶 (大 形 の も の は 径 約 8mm に 
tS) ERMA CRM LOLA DS ROCWSo この 他 に 可 成 り 多 量 の 方 解 石 を 伴 つ 
て いる 。 これら の 鉄 石 鉱物 の 生成 順序 は 写真 7 及び 写真 8 か ら る も 推 閥 され る よう に , 殆 ん 
ど 同 時 生成 と 考え られ る が , 一 部 の 黄 鉄 鉄 は 関 年 鉛 鉄 よ り も や や 早期 に 品 出 し た と 思わ れ 
る も の る 認め られ る 。 本 試料 は 試料 (2)-2027 と は や を や 趣 を 異 に し , 恐らく その 生成 に 
当 つ て は 鍋 液 か ら 可 成り ゆ つ くり と 上 唱 出 じ た も の と 推察 さ れる 。 

ここ で は Se の 含有 量 は , 英 鉄 鉄 中 で は ……S:Se=309,187 : 1, Pome cs 
--S:Se=152,000: 1 £70, Se は 後者 中 に 多く , し か る も 可 成 り の 差 * を 示し て 配分 
され て いる 。 

試料 (5)- 3040 ARES 1~4mm 大 の 六面体 黄 鉄 鉄 六 ほぼ 結晶 軸 の 方 向 を そ 
ろ え て 規則 正しく 積 重 な つて で き を た な 統 密 な 鉄 石 で , ポケ ツ ッ ト 状 に 後期 の 了 関 亜鉛 鉄 結晶 が 交 
代 か 4 人 し て いる 。 写真 9 に 試料 の 一 部 分 を 示し た が , 品位 な 黄 鉄 鉄 が 著しく 優勢 で あ 
る 。 ま た 生成 時 期 る 黄 鉄 鉄 が 早期 生成 と 推察 され る 。 

両者 に 於 ける Se pels, HRM Cs S:Se=41,524:1, Plains cis 
---S :Se=136,833:1 と な り 9 Se は 前 者 中 に 多く 配分 され て いる 。 

Br; (6)-3042 坪 試 料 は 各種 の 久 物 が 纏 状 に 配列 する 鉄 石 で ある (写真 10 参照 )。 
すなわち , その 外側 か ら 竹 細 結 品 (FE 1mm 以下 ) の 黄 鉄 鉄 と 隊 亜 鉛 鉄 と が 混在 する 帯 , 
つい で 石英 (BEIGE) を 伴う 貴 約 Smm OFVRGROMY, SOKA, AB (Hae 
洗 染 ) , PAREAGK ( 極 く 少量 の 黄 鉄 鉄 を 伴う ) か ら な る 幅 約 3cm の 小 孔 の 多い 帯 が 順次 
に 配列 し , HOME FEU ER BA GRGK EPA GK EDIE TET Ai E TOT So 分 析 試 
料 は 第 2H ORRRK $3 HORM MRLE TCHS 

PERDPEEAL TC, この 両 鉄 物 の 生成 順序 は 黄 鉄 鉄 が や や 早期 と 推定 され る 。 両者 に 於 
ける Se の 配分 は , BRM Cs. S:Se=292, 764 : 1, Pag sik Si Se 
=330,888 : 1 と な り , 前 者 に や や 多い 結果 を 示し て いる 。 

試料 (7)-3043 ABM RRR, PITY SK, TMG 345 RSKACHS 
黄 鉄 鉄 PIRES LIZ L DIC CRRICREL, PCE UMRE ERT So ERC 
は 径 約 2mm AO KARE HD NC BAGEL C ahead LoS. LOM 
KOA bie AL L CHER OIE ih (大 形 の も の は 径 約 10mm に 達する ) MS 
数 着 生 し て いる (写真 11 BR)o また 本 久 石 は 全体 と し て 小 孔 が 多く その 内 側 に は し ば 
L VERRIER GE DAME GRAVEA LL CO Bo これ ら 3 考 の 生成 順序 に つい て は 了 図 亜 谷 鉄 と 黄 鉄 
鉄 と は 殆 ん ど 同 時 生成 と 考え られ る が , 硫 太 鉄 鉄 は 前 2 者 より は や や 人 後期 生成 と 推 次 され 


S: Se の 上 比 の 値 の みな ら ず Se の 絡 対 量 も 図 亜鉛 鉱 中 に 多い o 
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Leet 1, (Py) と 磁 硫 鉄 鉄 (Po) と の 共生 [Py -S : Se =205, 290 


24,250 : 1] 写真 2. 試料 2. Bekok (Py) & paagnge 
E [Py -S:Se=680,000:1, Zn-S:Se=544, 400; 1 | 

BAGG (Py) LPIHGAB (Zn) と の 共生 , Pb AHWR, O Q は 
試料 2. 黄 鉄 鉄 (Py) EPI (Zn) と の 共生 , QO 3 石英 。 
5. 試料 3. 磁 鉄 鉄 (M) と 黄 鉄 鉄 (Py) と 関 亜 釣 タ (Zn) と の 共生 , Q は 
[ Py--S:se=56,791:1, Zn.S:Se=150,318 : 1| Be 6. shy 3. 


BEER (M) を と りか こみ , INERT SBR (Py). (RE FENK<) 
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る (SH 1288)o 

ここ で は Se の 本 分 は , WRG Cid: -S : Se=230,381 : 1 , PARR ekr Gide. 
S:Se=79,846:1, 硫 克 鉄 鉄 中 で は …… S:Se=257,625:1 7), Pom eorhice 
も 多く , QW CRRA, TUMLEGKOIE L %OCWBo 

試 社 (8)-318 二 試 料 は お も に a (最大 径 約 5Smm) OBR LRME ATR 
と の 集合 か らち な り , MARMOMRE MRO RAS (wy avy ve VA, 径 約 3mm に 
達する る の が あぁ る) DBE CoSo BARR Bw CARMI ASE LD AE 
と 思わ れる (FA 13, 14 BR). この 両 鉄 物 に お ける Se の 配分 は , BMRB Ca 
S:Se=498,400:1, 関 重 銘 鍼 中 で は ……S : Se=338,666:1 と な り , Se は 後期 生成 
と 推定 され る 内 亜 委 鉄 中 に 多く 含ま れ て いる 。 

5 実験 結果 の 考 窯 

(1)~ 鉄 物 の 種類 と Se の 配分 

一 般 に 硫化 物 鉄 床 に お いて は 数 種 以上 の 硫化 鉱物 が 共存 し て 産出 する 場合 が 多い 。 これ 
ら 各 種 の 硫化 鉱物 中 の Se 含有 基 に つい て は 筆者 らち も 既に か ん た ん な 報告 の 3 を 行 つ た 
が その 他 に も 2:3 の 報告 わが 見 られ る 。 

し か し な が ら , 1 つの 鉱石 試 鉄 中 に 共存 し , 互 に 緊密 な 共生 関係 を 示す 各種 の 硫化 鉄 物 
中 に 配分 され た Se に つい て は 未だ 十分 な る 記載 は 見 られ な い 。 穫 者 ら は 本 実験 に お いて 
この 問題 を と りあ ば げ て 検討 する こと に し た 。 すなわち , MKD 5 AO HUG Th 
成す る と き , その 主 成分 の 1 つ で あぁ ある S の 一 部 を 置換 し て 微量 の Se RHR 5b ASK 
中 に 配分 され た も の と 考え られ る わけ で あぁ る が , この 本 分 が 讐 物 の 生成 時 期 , 生成 温度 な 
ど に 関係 な く , ある 特定 の 鉱物 種 に の み 選 択 的 に 行わ れる も の か どう か を 検討 し て 見 た の 
で ある 。 

その 結果 , 第 表 に 示す よう に ,- 少く と る も 今回 採取 し て 研究 し た 試料 の 範囲 に お いて 
は , BHP BANS} Se 量 は 鉱物 の 種類 に よ つ て 特 英 を 示す も の で は な いこ と が 明 
BE LD TO 

(2) Sho IRL Se の 配分 

1 つの 試料 然 石 中 に 各種 の 硫化 鉱物 が 引 続 い て 生成 し て いる 場合 に , AGRI DA AWE AE 
と それ ら に 配分 せら れ な た Se 量 と の 聞 に は 何ら か の 関係 が ある か どう か を 検討 し て 見 た 。 

その 結果 と し て , 各種 の 鉄 物 が 共存 する と き , 早期 生成 と 推定 され る 何れ か 一 方 の 鉄 物 
中 に は 後期 生成 と 推定 され る 他方 の 鉱物 中 より も 多く の Se が 配分 され て いる の が 普通 で 


写真 説明 つづ き 


写真 7. 試料 4. 黄 鉄 鉄 (Py) & PSEEMSK (Zn) と の 共生 , 小 孔 が 多い |Py…S 
: Se=309, 187 : 1, Zn---S : Se=152,000 : 1 |。 写真 8. 試料 4. 関 亜 銘 欲 


(Zn) は 黄 鉄 然 (Py) EMALTS, Ca は 方 解 石 。 


1) 滝本 清 , 港 種雄 : HOARE, 68, 昭和 27. 

2) PEATE, 港 種雄 , OL : 水星 , 12, 昭和 29. 13, 昭和 31. 

3) Michel Fleischer : Econ. Geol., Fiftieth Anniv., I, 905~955, 970~ 
1024. 

4) Michel Fieischer : jij H- 
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写真 9. 試料 5. 


nN 


昔 鉄 鈴 (Py) LPL GK (Zn) と の 共生 , Zn は Py 中 に ポケ 
YRIRVCAD USS, Ca ata [Py-S :Se=41,524:1, Zn--S:Se=136, 
833: 1], 写真 10. 試料 6. 黄 鉄 鉄 (Py) + PIG Bk (Zn), Py+ As (Q), 
方 解 石 (Ca) +Q+Zn Py, Zn+ Py RII S| 


ye > Se=292, 
764, Zn…S : Se=330,888|, 写真 11. 試料 7. Bes (Py) & PIHLH Gk (Zn) 


と が 共生 し , CAD O_LVBLGROK (As) の 結晶 が 着 生 する , Ca は 方 解 石 | Py… 
Si Se=280) 381 21, Zio S6=-79), C46 SS S20 62SR 生 I 


写真 12. 試料 7. BeGKGK (Py) LPSHREAGK (Zn) L wpAkGRaK (As) と の 共生 。 
写真 13. 試料 8. BRS (Py) LPSRGASK (Zn) と の 共生 , A は マン ガン アン 
ケル 石 [Py.…S : Se=498,400 : 1, Zn'S: Se=338, 666 : Le Be 14. ay 


8. wepeak (Py) EpAHIIGK (Zn) と を 貫く 石英 (9)]。 


HS (例え ば , 試料 (1), (3), 3), (6), (Zo 

し か し な が ら , この 解釈 に 対し て は 2-3 OHACHYSNSo すなわち , 試料 (8)- 
318 で は , 黄 鉄 鉄 は 関 亜 鈴 鍼 より も 頭 復 鏡 的 に 早期 生成 と 推察 され る が , Se は 上 例 と は 
逆 に 早期 生成 の 黄 鉄 鉄 よ り る も 後期 生成 の 関 亜人 錠 鉱 に 多く 配分 され て いる 。 また 試料 (2)- 
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2027, 試料 (4)-3039, 試料 (7)-3043 な ど に お いて は , MBRGKE PURSE? RAE. 
同時 生成 と 推定 され る (厳密 に は 黄 鉄 鉄 が や ゃ 早期 に 品 出 し は じ め た と 見 られ る ) MG 
鉱物 中 に 配分 され て いる Se 量 は 3 試料 と も 前 者 より も 後者 中 に 多い と 言う 結果 を 示し て - 
いる 。 

これ ら の 2-3 の 例外 に つい て は 次項 に お いて 生成 温度 と 関連 し て 論 識 する こと に す 
Do 

(3) SkMOA RIB L Se の 配分 

鉱物 の 生成 温度 を 知る こと は 鉄 床 の 成因 を 知る た め に 重要 な 事柄 で ある が , その た め に 
いろ いろ な 方 法 が 試み あれ て いる リカ 3)。 こ と これら の うち で 久 物 の 組織 , 共生 関係 , 生成 順 
序 な どか ら そ れ ら 相互 間 の 相対 的 生成 温度 を 推進 する 方 法 は 従来 か ら し ば し ば 用 いら れ 
て いる と ころ で ある 。 ここ で は 主 に この 方 法 に 従 つ て 推定 し た 各 鉄 物 の 生成 温度 と それ ら 
に 配分 され て いる Se 量 と の 関係 に つい て 吟味 を 行 つ て 見 た 。 

試料 (3)-229, 試料 (5)-3040 な ど に お いて は , HAT SZ BPRGKL PM SKE Sid 
顕 役 鏡 的 観察 か ら 推察 する と 後者 より も 前 者 の 方 が 高温 生成 と 推定 され る 。 これ ら に お け 
る Se の 配分 は 試料 (3)-229, 試料 (5)-3040 と も に 高温 生成 と 推定 され る 黄 鉄 鉄 中 に 
多い と 言う 結果 を 示し て いる 。 

つぎ に 試料 (4) - 3039 に お いて は , BRL KLR UABRMNCRA CARER 
と 推定 され , 従 つ て 殆 ん ど 同 じ 温 度 で 生成 し た も の と 考え られ る も の で ある が , HMR 
の Se 含有 有 量 に は 可 成 り の 差 が 見 られ , 前 者 より る も 後者 中 に より 多く 含ま れ て いる 。 試料 
(2)-2027 に お いて る も 試料 (4) と ほ ゞ 同様 の 結果 を 示し て いる 。 

また 試料 (8)-318 に お いて は , PAGS AANA RG £1) OMA LHe A 
れ , 従 つ て 一 般 に は 後者 より る も 生成 温度 が 低い で あら うと 推察 され る も の で ある が , Se 
の 配分 は か えつ て この 人 図 亜 鉛 久 中 に 多い と 言う 結果 が 得 ら れ た 。 

これ ら の 例外 的 な 事実 を 解釈 する に あたり , [Se は 熱 水 鉄 床 に お いて は 低温 生成 の 硫 
化 鉄 物 より も 高温 生成 の 硫化 鉱物 中 に より 多く 配分 せら れる も の で あぁ る 」 と 言う Gold- 
schmidt の 仮説 が を 正しい と する な ら ば ぼ ば, これ ら の 例外 的 な 試料 に お いて は , TRO 
BLUSH RBG EY も 図 亜鉛 鍼 の 方 が 生成 温度 が 高 か つ た と 推定 され る 。 な ほこ れ だ け 
の 資料 で か か る 推定 を 行う の は 不 十 分 で ある と し て る も , 少く と も これ ら の 事実 は 従来 か ら 
行わ れ て いる 肉眼 的 及び 顕微 鏡 的 観察 の みた に よ ょ つて 鉄 物 の 生成 温度 を 推定 する こと は , 時 
に は ある 程度 の 不正 確 さ が 傘 う も の で は な いか と 云 ふ こと を 未 吹 し て いる 。 

6 B 約 

今回 の 実験 に よ つ て 得 ら れ た 結果 を 要約 する と 大 体 次 の 通り で ある 。 

(1) 硫化 物 鍼 床 に お いて 緊密 な 共生 関係 を 示す 各種 の 硫化 鉱物 中 へ の Se の 配分 は 鉄 
物 の 種類 に は よら な い 。 すなわち , Se は と くに ある 特定 の 鉄 物 種 に の み 選 択 的 に 配分 さ 
れる 傾向 は 見 られ な い 。 

(2) AROBULEK MEAD Se の 配分 は , 多く の 場合 早期 生成 の 鉄 物 従 つ て 一 般 に は 


1) EB, 今井 秀喜 , 外 : 鉄山 地質 , 3, 21, 1953. 

2) 早瀬 喜太郎 , 大 塚 良 平 : 地質 , 58, 133~143, 58, 497~504, 1952. 

3) Earl Ingerson : Econ. Geol., Fiftieth Anniv., I, 905~955, 341~410. 
4) 


K. Rankama and H. G. Sahama, Geochemistry, 1949. 
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高温 生成 と 推定 され る 鉱物 中 に より 多く 配分 され て いる 。 
(3) 以上 に 得 ら れ た 結果 か ら , 未だ 若干 の 不備 な 点 は ある けれ どる も , 鉱物 中 の Se は 


大 体 そ れ ら の 生成 温度 の Indicator と し て 有効 で ある と 考え られ る 。 
at 
最後 に 研究 試料 の 採取 に 当り 種々 御 指 導 , 御 便 宜 を 賜っ た 日 容 鉄 業 株 式 会 社 秩 父 鉄 業 所 
長湯 本 仁 , ARGREAN EH, 同 探 査 課員 浅野 勝三 及び 金田 光弘 の 諸氏 に 対し 深 其 の 謝 
意 を 表す る 次 第 で ある 。 
本 研究 に 要 し た 費用 の 一 部 は 文部 省 自然 科学 研究 費 に よ ょ つた も の で ある ゥ 。 


畑野 鉱山 の 鉱床 成因 に 関す る 一 老 察 


A consideration on the genesis of the ore deposit 
in Hatano mine. 


BH 理 誠 五 郎 'Seigor6 Watari * 


本 ORR ORR OC (Teruo Homma * 


Abstract : The ore deposit in Hatano mine belongs to the so-called 
“Kuroko”’ which are found in dacitic tuff or dacitic tuff-breccia of the 
Miocene. It is considered that the ore deposit was not formed at the 
present place but carried from somewhere in view of the distribution of 
the out-crops, the size and shape, and the character of the ore. That is, 
some ore bodies of ‘‘Kuroko’’ were broken by the volcanic action of daci- 
tic rocks and transported with its mud-flows to the present situation. 


= 
[ a 
Bilt 


畑野 鉄山 は 秋田 県 雄勝 郡 雄勝 町 秋 ノ 宮村 に あり , RAVAGE LD ATE GRR LCR 
行 す られ て きた 。 従来 か ら の 探 鉄 ・ 探 鉄 の 実績 に よれ ば 鉱床 の 現 模 は 小さ く , 主として 手 
掘 に よっ つて 小 規模 に 季 行 せら れ , 幾多 の 消長 変遷 を 経 ECS ACB KBE 31 年 7 BE 
河 鉄 業 株 式 会 社 の 経営 する 所 と な り , 爾 来 筆 者 は その 探査 作業 に 従事 する こと に な つた の 
で 現在 まで に 得 ら れ た 観察 資料 に 基き 若 王 の 私 見 を 加え て , CCORRO MACE S 
考察 を 行 つ て みた いと 思う 。 調査 は 鉄 区 の 範囲 内 に 限ら れ た 漁 い 区 域 で あぁ つて 外郭 地域 の 
ABET OW TARE MANE LO 
2. 地 質 

本 鉄山 附近 の 地質 に 関し て は , DERE AERO)” wd, それ に よる 過 
序 を 示せ ば 次 の 通り で ある 。 


* 古河 鉱業 阿仁 鉱業 所 
1) AmpRAEE : Bk, 35, 91 へ ~106, 1951. gk, 36, 151~174, 1952. 
2) 加藤 毅 邦 , EPA SERR : ok, 37, 1954. 
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第 図 畑野 鉄山 附近 の 地質 図 
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虎 毛 山 層 は 中 部 中 新 世 合 島 階 に 相当 し , 上 記 研 究 者 の 記載 に よれ ば 次 の 通り で ある 。 

[秋田 ・ 宮 城 県 境 奪 深部 か ら 秋 田 県 側 横手 委 地 南東 縁 山地 一 帯 に 豆 り , BRR 
域 の 大 半 を 占め て 最も 広く 分 布 し , 且つ 厚 層 を な し , SHB 600~700m に 達する 。 

淡 緑色 の 塊状 浮 石 質 着 灰 岩 , PRK, 黒雲 母 石英 安山岩 質 散 灰 岩 等 の 火山 砕 選 岩 相 
を 以 て 殆ど 終始 され , 局部 的 に 同 岩 質 惹 しく は 畑 石 安山岩 質 集 塊 岩 乃至 姓 岩 流 を 一 般 に 下 
部 に 爽 在 する 。」 

MEX AIL, 第 三 紀 角 春 北 灰 岩 を 主 と し , これ に 石英 安山岩 質 岩 石 , 安山岩 質 岩 石 等 
が 分 布 し て いる が , これ ら は この 虎 毛 山 層 に 相当 する も の と 考え られ る 。 こ れ ら 分 布 岩石 
類 を 上 部 より 順に 列記 すれ ば , 次 の 通り で ある 。 

BEKELE ARCS 

BEE A BERK iS 

安山岩 質 岩 石 

Lae AS 

去 武 岩 質 安 山 岩 

頁岩 

HK Faas 

BUSI Pic ONC Rin Ch, BRA~RRABRASLMRL, その 一 部 と 
LCRESNTWAZRLOLBASNSo BRIRRIMRPMCLERAR (2m~5m) を 
aL CHERUB PCE ENTS. 概して 凝 灰 質 で あぁ あり 一 般 に 黒色 を 量 し 
て いる が , EILEHOK®, 硬質 と な り , ABEL CRARRORRT AMS AbLNSo BRK 
角 春 岩 は 主 に 役 内 川 に 沿う 地域 に 分 布 し , VORA. 無 層 理 で , 一 般 に 3~5cm 
程度 の 種々 の 角 春 を 含ん で お り , 一 部 安山岩 質 な 凝 灰 角 春 岩 と な つて いる 。 RAIN 
AM 水平 の 層 理 が 望 見 され る 。 玄武 岩 質 安 山 岩 は 暗 灰 色 , 統 密 , Rec, Lieeskae 
岩 中 に 小岩 脈 を な し て 存在 する が , 鉄 区 内 に 於 ける 分 布 は 限ら れ て いる 。 安山岩 質 火山 角 
Mat, 福 色 を 時 し , AAAAO AR~ BAe (Scm~10Gcm) を 多量 に 有する も の で あ 
る 。 下部 の 凝 灰 角 春 岩 及 上 部 の 安山岩 質 岩 石 と の 間 に は 明瞭 な 境界 は な く 攻 移 関 係 に ある 
も の と 考え られ る 。 安 山 岩 質 岩 石 は 鉱区 中 央 の 媒 線 に 沿 つ て 西南 部 に 分 布 し , 黒色 統 密 な 
も の か ら 茶 福 色 斑 状 を 呈す る も の まで あり , 一 部 粗 杭 玄武 岩 様 の と ころ も み ら れ る 。 

石英 安山岩 質 北 灰 角 奏 岩 は 鉱区 北東 部 に 広く 分 布 し て お り , 大英 容 山 岩 を は じ め と し て 
大 小 種々 の 角 春 を 含ん で いる 。 浜 沢 下 流 の 川 座 に は 黒色 頁岩 , 緑色 凝灰岩 等 の 大 塊 を 含む 
と ころ が あり , し ば し ば 粘土 化し て いる 部 分 が み ら れ る 。 又 流 状 構造 を 示す 所 も あり , 構 
成 岩 片 は 全く 分 級 さ れ て お ら ず , 全体 と し て 混 池 た る 構造 を 呈し て いる 。 石英 安山岩 質 北 
灰 岩 は 鉱区 中 夷 の 領 線 に 沿う て 分 布 し て お り , RAG, HRA, GR, 黒雲 母 , 長石 等 
を 含む 。 

以上 述べ た 通り 録 区 内 に 分 布 す る 堆積 岩 類 は , 何れ も 無 層 理 , 塊状 で , 地質 構造 を 推定 
する 資料 に 逐 し い が , 堆積 岩 類 の 分 布 状態 か ら 推し て , 略 水平 に 近い も の と 療 えら れる 。 
断層 の 大 き な も の は , 鉄 区 中 央 の 坊 線 に 略 平行 し て 東側 を 走る も の と , 西 出 を 走る る も の の 
二 つ が あぁ あり, 前 者 は 急 唆 な 断層 崖 を 形成 し て お り , RURRSRLBRRUBRRKSL 
の 分 布 の 境界 を 限る る の で ある 。 


3. & 床 
GRAIL BERG, TAGAGK, PITHIAGK, Tah, 金 , 銀 等 を 含み , 脈 石 鉄 物 と し て , BR, 
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Kkis HRA BRASLATZERE, QE, REOMBR Wir Rt SHUR 
ある 。 RRHOKE SIRE 7M 位 の も の か ら 数 cm 程度 の も の まで あり , 一 般 に 暗 灰 色 , 
BEAZDERMRB Wo 

BABA TARR ES OOM, BK BH, と も に 最も 大 く , WERAAN THOSE 
床 は ここ に 存する 。 こ の 他 小 ヤケ ガラ 沢上 流 ハ ナコ スリ 沢 中 流 , 畑 沢 上 流 に も み ら れ る が 
何れ る も 規模 人 が 小さ く , 一 箇 づ つ 弧 立 し て 存在 する 。 こ れ ら の 填 頭 の 分 布 状況 を 大 観 す れ ば 
TERRE MER CRE NT, N70°W の 方 向 に 延び る 地域 が 限定 され る 。 

下 畑 沢地 域 に は 現在 まで 約 20 ヶ所 に 於 て 牙 頭 が 確認 も られ て いる が , 何れ る も 規模 が 小 
さく , RAOAS SILMBRE 2m 程度 の も の で あつ て , 露頭 その も の と し て は , BH 
鉄 を 主 と よし た 石 英 質 の 理 鉄 の 域 を 出 な い 。 これ ら の 中 比較 的 露頭 の 密集 し て いる 略 中 央 の 
地域 に 古く か ら 寺 道 が 切ら れ て 開発 な られ て いる が , SHEOPANECAL TATYH, 
山 の 深 部 に は な く 比 較 的 漢 い 所 に あつ て , 鉱床 の 分 布 笹 囲 が 上 記 の や うに 限定 され て いる 
こと が 麟 る 。 鉄 塊 は 何れ る も 石英 安山岩 質 岩 石 類 の 中 に あり , FMRRKRMR LEO 
辺 部 に 沿う て 存在 し て いる も の で ある 。 以下 地域 的 に 次 の 四 つ に 分 け て , 各 鉄 床 に つい て 
の 記載 を 行う 。 

(1) 下 畑 沢 鉱床 

PURER, Ht —B, 三 番 需 が 開発 すら れ て あつ て , この 中 に 大 小 合 せ て 
数 填 ヶ の 鉱 塊 が 確認 すら れ て いる 。 そ れ ら は 長径 7m 位 か ら 数 cm 程度 の も の まで あぁ あつ 
CHIN} BLHL(EL?: dacitic tuff-breccia の 中 に 存在 する 。dacitic tuff-breccia は 
灰白色 乃至 灰 青 色 を 示し て お り , 坦 化 頁 岩 ~ 砂 岩 の 角 春 を 主として 石英 安山岩 , 安山岩 , 
凝灰岩 , その 他 原 岩 不詳 の 理化 岩石 等 の 角 秋 を 含ん で いる 。 AM LRE 2~3cm の も の 
か ら 100~200cm 位 の も の が 普通 で あつ て , 一 般 に 球 化 乃至 鉄 化 を うけ て いる も の が 多 
Wo 鉄 塊 は これ ら の 角 春 と 一 緒 に な つて 産出 し て お り , 或 は 密集 し , Ris Mic tM 
に , 或 は 粒状 に 散在 し て その 双 存 状 況 は 雑然 と し て 一 定 し て いな い が , KES, 集合 状態 
及 含 銅 品位 か ら 便 宜 的 に 分 類 す れ ば ぼ ば , 次 の 六 通 り に 分 け て 考え られ る 。 

(1) FRIED GSK 暗 灰 色 粘 土質 岩石 中 に 懲 細 な 黄 鉛 久 , 黄 鉄 鉱 が 混在 する も の 。 
長径 3cm 以下 の 鉄 化し た 角 礁 を 含む こと が ある 。 

(ji) FERED ERG 灰白色 粘土 質 岩 石 中 に 長径 3~5cm の 鉄 化し 宮 角 春 が 比較 的 
FELT DBD ; 

(iii) (EENEEGK FATA ARORILAA (BREA) ~ MAIC, 黄 鉄 鉱 
REKAFISZSbDo 

(iv) 高 品位 理 鉄 ASR ARBROR(LBALEL LCR, RRGAAKTS 
も の 。 

(v) ERG 粘土 質 岩 石 中 に 比較 的 高 品 位 の 長径 10cm~50cm (LO YM ~ Hi aOR 
鉄 石 が 単独 に 存在 する も の 。 

(vi) 黒鉄 7He- WRG - BD - PRSK - BORG - PAE GK - HHS E SED 
Do Bit ZL AB~RABROBA, MIs bo 

EROS) HSE SBREZL THY, 大 部 分 が 頁岩 (BRA)~ WHO 
化 作用 を うけ た も の で ある 。 BMUBRRAOBM Cie, 一 見 し て 石英 安山岩 質 北 原 
REET OB E~ WA PRE BRON THMEAMTILN CW SERIA SOS, 詳細 
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#3 & 1. Q-Py-Cp-Zn-Pb vein. 2. FE/LRE AWE. 3. SkeR. 4. GK 
SUA DD. 9. ek faite. 6. 折 尺 (IM). 

1. 鉄 塊 . 2. 黒色 頁岩 : 3. B(beR. 4. we. 5. 石英 安山岩 . 
6. 鉱 塊 又 は 硬 の 抜け 跡 . 7. HR. 8. BRB 
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VBE ST VE, 鉄 化 を うけ た 角 春 は , 鉄 石 の 破片 或 は 片 贅 と 考え られ る も の が 多い 。 (iii), 
(iv) の 鉄 塊 の 中 に は 第 3 図 に 示す や うに , 頁岩 ~ 砂 岩 の layer に 沿う て , 脈 市 8cm の 
A > HAA - HGRGK - BPAGK - PIAL IAGK - HH GKARAS HY, その block の 端 で 鉄 脈 は 
WMC So RHARNICAT SVCD RRMER EIU LEABNZLOMRAYD, HM 
PUL BRE | a ABR fais fh O—breccia 或 は 一 block と し て 含ま れ て いる も の と 考え 
られ る 。 
母 岩 の 粘土 化 は , ここ で は 普遍 的 な も の で あぁ つ て , 地表 に 近い の で , 下降 水 の 影 響 が 多 
いも の と 思 は れる 。 特別 に 鉱 塊 の 周囲 に だ け 著 し い 粘 土 化 作用 は 認め られ な い e。 
IFSC Lait, ROPERS, 山 の 深 部 に 至る 寺 道 に は な く , 凡 て 地表 近く に 減 く 
PONT GUI HOT, 鉱 塊 は 石英 安山岩 質 着 灰 角 春 岩 の 縁 辺 部 に 沿い , HE (RT 
に 存在 し て いる こと を 暗示 し て いる 。 

(2) Bet 
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SATUS PIR ECB LCBO, 変 山 岩 質 岩 石 と の 境界 附近 に あつ て , 比較 的 細い 
ERR IRD RL COS CHS. 石英 安山岩 質 奨 灰 角 奏 岩 中 に 東 化 され た 頁岩 砂岩 の 
角 三 が 混在 し て お り , 二 , =ORSEMAOIL NTSB, 未だ 稼 行 に 値する 様 な 讐 塊 は 
見 出さ れ て いな い 。 当所 の 母 岩 は 比較 的 分 級 が 良好 で あり , 鉱 頑 の 存在 し て いる 附近 は 全 
般 的 に 理化 作用 を うけ て いる 様 に 見 える 。 

(3) Biles 

裏山 組頭 と 称す る も の は , REPRO BMT (ie Hoe, 15mx12m x6m の 規模 の 
鉄 塊 が 石英 安 山 質 凝灰岩 中 に 阪 立 し て 存在 する も の で ある 。 鉄 塊 の 一 部 は , HRGK - PSH 
GH: RK - ARE: BASHA RAZR, 統 密 の 所 調 黒 物 と な つて いる 。 原 岩 の 
構造 を 明らか に 残し て いる 所 は 見 られ な い が , —MICROMLOMEESEMAD YD, 下 畑 
沢 鉄 床 の 讐 塊 と 略 同様 な 母 岩 が 鍼 化 され た も の と 考え られ る 。 周囲 は 凡 て 石英 安山岩 質 淫 
KARR EN THY, BOBBIE COFCREBRESL TOS. MRE OBI 
近 は 粘土 化 も み ら れ ず , BILE, 緑 泥 石 化 作用 , BROMLVEASOMSAIRCARLE 
る 讐 化 に 伴う 変質 作用 も 特に 認め られ な い 。 

(4) その 他 

その 他 畑 沢 中 流 ) ハナ コス リ 沢 上 流 等 に な られ る 喪 頭 は , それ ぞ れ 一 塊 づ つ 存 在 す る も 
DC, 坦 化 頁 岩 の 鉱 化 を うけ た 班 鉱 で ある 。 そ れ ら の 附近 の 母 岩 中 に は 2m x3m KO 
化 頁 岩 の block が 比較 的 多量 に 含ま れ て お り , 鉱 塊 の 存在 は 全く 偶発 的 で ある 様 に み ら 
れる 。 高 以上 の 他 に 鉱区 内 に は , =, 三 の 粘 土 化 帯 が 存在 する が , これ ら は 当地 域 が 有名 
な 温泉 地帯 で ある こと か ら , 鉱 化 作用 と は 直接 関係 を 有する も の で は な いと 考え られ る 。 

4 成因 に 関す る 考 窒 

以上 名 鉱床 で 述べ た 様 に , 蛍 鉱床 の 密集 し た も の は 石英 安山岩 質 凝 灰 角 磁 岩 の 縁 辺 部 に 
存在 し , 然 も 現在 まで の 探鉱 の 実績 か ら み て 深 所 に は な く 比 較 的 北 所 に 存在 し て いる も の 
の 様 で ある 。 鉱 堆 の 形状 は , FATBRBRARESL, 大 さも 長径 7m を 越え る も の は 
な い 。 KBNIEILANKAS (時 に 凝 灰 質 ) 乃 双 砂 岩 を 鉱 化 し た も の で あつ て, BRK 
WEE RRB ICAL NZBRA~BBOMBOKS CHR, 分 布 な ど と 符号 する も ゃ の 
BHA (人 鉱 塊 の 存在 する 附近 で は , 磁 岩 一 頁岩 は 東 化 され た も の が 圧 島 的 に 多い )。 GRU 
中 に は 明らか に 破砕 され た る の が あり , MVREODH GEN THOT, 鉱床 生成 後 何 
ら か の 破砕 作用 が 行 は れ た こと を 示し て いる 。 LHAO matrix 中 に も 黄 鋼 鉄 或 は 黄 鉄 
BOAFA LIED? OP GBANZo WE CCMA NK ERBEOAARULD Blk, そ 
NEA GOAL ERAS SIC AIER, MG BOB RS ICOW CO, MEMO 
連 性 は 見 出さ れず , それ ぞ れ 別々 に 存在 し て いる 様 に 考え られ る 。 現在 開発 中 の 下 畑 沢 鉱 
床 に つい て も, 各 鉱 堪 相 互 間 に は 何ら の 構造 的 連絡 る も 見 出さ れず , 配列 の 仕方 は 規則 性 な 
く 雑 然 と し て お り , BRAUBRAKSBAO ERREE LO 頁岩 砂岩 を 多量 に 含む 
部 分 の 様 想 と 極め て 許 似 し て いる の が ある 。 

石英 安山岩 質 北 灰 角 春 岩 は 相 の 変化 が 甚 し く 或 る 所 は , dacitic mud flow 様 を 示し 
て , 多量 の 各種 岩石 の breccia~block を と り 込 ん で お り , 或 は 殆ど breccia~block 
PW Db te BPR me, 或 は dacitic~liparitic rock と な り , 或 は dacitic tuff 
と な つて いる 。 dacitic tuff-breccia で あぁ つて も, 比較 的 分 級 の 良好 な と ころ が あつ て , 


(SKB) KARA LET SMC, 両者 の 見 分 けが 困難 で ある が , 後 
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者 は 前 者 に 比 し て 固 結 度 が 高い こと , sorting に むら が が 少 い こと , 及 dacitic rocks の 
秋 が 認め られ な いこ と , な ど に より 区 別 し 得 る 。 これ ら の 岩 相 を 大 別して dacitic' tuff 
と dacitic tuff-breccia に 分 けた こと は , 既 述 し た 通り で あつ て , 要する に dacitic, 
rocks の 激しい 火 成 活動 の 結果 を 示し て いる も の と 考え られ る の で ある 。 

調査 築 囲 が せま く 大 勢 の 判断 に は 不 十分 な も の が ある が , この dacitic rocks は 北東 
に 延び て 褒 く 分 布 し て いる 様 で あり , 録 区 内 に 分 布 す る も の は , その 舌 端 部 に 当る も の と 
思 は れる 。 この dacitic rocks は 上 記 の や うに 種々 の 岩 相 を 呈 する が , 全体 的 に みれ ば 
泥 流 堆積 物 と 考え られ る も の で ある 。 

即 も 当 鉄 床 の 鉱 塊 は この 泥 流 堆積 物 の 中 の 一 部 と し て 含ま れ て いる も の で あぁ つて, 現地 
生成 の も の で は な いと 考え られ る 。 録 塊 は 主として 頁岩 (BRA)~ 砂岩 の 交代 され た る も 
の で あぁ つて, AH SHER DI, 当所 と 地質 状況 も 略 一 に する 吉乃 鉄山 の 如き 類似 
の 環境 で 頁岩 層 の 下 に 黒鉄 が 形成 され た も の で ぁ あぁ ろう 。 その 後 Rik 黒鉄 形 成 に 引 続 い て 
dacitic rocks の 火 成 活 動 が あり , TOBA, 噴出 に よ つ て 黒鉄 の 一 部 が 破砕 作用 を 鞭 
りり, 泥 流 に よ ょ つて 現在 地 に 運ば れ て きた も の で ある と 考え られ る 。 

JER Fit Cis HE~ BREE dacitic tuff-breccia の 接する 所 ぶ が あり , その 附近 で は , 
それ ら の breccia~block を 多量 に と り 込 ん で お つて , 粘土 化 , Bik, 緑 泥 石 化 , 黄 鉄 鉱 
化 等 の 著しい 部 分 が 存在 する こと は , dacitic roks ORRO-TO HOME BRAS 
SORHOCRIRIA MliN So 又 理 化し て 黄 鉄 鉱 の 鉄 染 し た 頁岩 層 の 一 部 が 吉 は れ て い 
る 所 も あり , 鉱 塊 の 円 摩 度 も 低い の で , 以上 の 事柄 を 考え 合せ れ ば , BS ROARS 
較 的 近い 所 に 存在 し て いる の で は な いか と 思 は れる 。 

この や うな 成因 を 有する も の で あれ ば , BARTHRICIA SGI, 従来 の オー ソ ド ッ 
クス な 方 法 で な く 全 く 別 個 の 見 地 か ら 行 は され ね ば な ら ず , 本 体 の 調査 の 旋 に 更に 広 区 域 に 
わた る 調査 を 行 は ね ば な ら な い 。 証し て 現 稼 行 鉄 床 に つい て は , 全般 的 な 地質 構造 の 把握 
と , dacitic rocks の 分 布 及 相 の 変化 か ら そ の 運動 様式 を 解析 し 久 塊 の 運ば れ た 径 路 を 辿 
る こと が 必要 で あり , 本 体 の 調査 に は 頁岩 層 を 追跡 する こと が key point に な ら う と 才 
えて いる 。 又 鉄 床 生成 の 時 期 , 鉱床 と 火 成 活動 と の 関係 に つい て る も 種々 興味 ある 問題 を 含 
ん で お り , これ ら は 今後 に 残さ れ た 研究 課題 で あろ う 。 

ee Se = め 

畑野 鉄山 の 鉱床 は dacitic tuff~dacitic tuff-breccia の 中 に ある 所 請 黒 物 型 に 属す る 
塊状 鉄 床 で ある が , MRIEL CHR OH, BREORER EBS <, 黒鉄 そ 
の も の は 極め て 少 い 。 鉄 塊 の 大 き さ は 長径 7m か ら 数 cm に 至る まで あり , HMIBR 
角 春 状 を 呈し て いる 。 HELL CHA WHOSE, 交代 され た も の で あぁ つて, それ ら の 中 
に は 明らか に 破砕 され た 構造 を 示す も の が 存在 し , REO matrix 12% BIAS BRK 
の スラ イム 状 の も の を 含む で いる の が 認め られ る 。 坪 岩 は 岩 相 の 変化 が 著しく , 全体 的 に 
みれ ば 泥 流 堆積 物 と 考え られ る も の で あぁ つ て , 黒色 頁岩 , HILAE CRRA) ~ 砂岩 の 
breccia~block を 多量 に 含む 部 分 が ある 。 鉄 塊 は 雑然 と し て 存在 し て お り , その 密集 地 
帝 で は これ と 細 似 の 様相 を 呈し て いる の が 見 られ る 。 人 鉱床 の 露頭 は dacitic rocks OF 
辺 部 に 密集 し た も の が あり , 西 も 寺 内 状況 か ら そ れ ら は 比較 的 山 の 江 所 に 存在 し て いる 。 
その 他 の 角 頭 は 弧 立 し て 一 塊 づ 存在 し て お り , HHL の 周辺 に は 通常 みな られ る 鉄 化 に 借 
DAVES 7. 6. 愉 も 了 岩 中 に 浮い て いる 様 な 状況 を 示し て いる 。 牙 頭 相互 間 に は 構造 
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上 の 関連 性 も な く , それ ぞ れ 別個 に 存在 し て いる 。 

以上 の 事柄 か ら 考 えて , 当 鉄 床 は 現地 生成 の も の で は な く ;」 一 互生 成 し た 黒 信人 鈴 体 が , 
その 後 或 は 引 続 い て 起 つ た dacitic rocks の 火 成 活 動 に よっ つて 破砕 され , 泥 流 堆積 物 の 
中 に 含ま れ て 現在 地 に 運ば れ て きた も の で ある と 者 える 。 

6. 調 辞 

本 稿 を 草 す る に 当り , 前 阿仁 鉱業 所 長 神山 貞二 か ら は 種々 有益 な 示唆 と 助力 を 与え られ 
た 。 又 同 所 探査 係 の 講 氏 か ら は 有益 な 討論 と 助言 を 得 た 。 特に 青木 誠也 に は 筆者 と 一 緒 に 
野外 調査 を 担当 され た の で , 記し て 感謝 の 意 を 表す る 。 


岩手 県 仙人 産 赤 鉄 鉱 の 形態 並び に 格子 恒 数 に つい て 


Crystal form and unit cell constant of hematite from 
Sennin mine, Iwate Prefecture 


加 OE 謙次 郎 (Kenjiro Kato) 


1. 序 言 
天然 に 産 す る 赤 鉄 鉄 の 産出 状態 は 天 る 多様 で , 且つ 分 布 も 広い が , 容易 に 面 角 の 測定 し 
得る よう な 良い 結晶 は 極め て 移 で ある 。 FAR) Elba 島 , Vesuvius 及び Etna 両 火 山 
等 の 痴 岩 中 の 容 際 に これ を 産 す る こと は 古来 有名 で あり , 長崎 県 五島 , 北海 道 恵 山 等 の る 
の も この 類 に 属す る 。 
岩手 県 仙人 鉄山 は 古 生 層 石灰 岩 と 花 賠 岩 の 接 触 交 代 鉄 床 り で , その 中 に 赤 鉄 鉄 の 自 形 
美 品 を 産 す る こと は 古く か ら 知 られ , その 結 品 形態 に つい て は 既に 1899 ec? 
の 研究 が ある 。 等 者 は 数 年 来 展 々 本 伏 山 を 訪れ る 機会 が あつ た の で , その 問 に 集め た 本 結 
卓 に つい て 結晶 学 的 研究 を 試み た 。 こ の 結果 , 形態 に 於 いて も , MRF ERICH Tt 
も , 文献 に 見 られ る 他 産 地産 の も の に 比 し て , 差違 の ある こと を 認め , CN KAMA ARR 
BONED 1 つと 見 位 す べき も の と 考え , ここ に これ を 報告 する 。 間 本 報告 中 化学 成人 に 
つい て は , RAKE BALMER AAS — ト 君 の 分 析 に 基 ず くも の で ある , 22H 
LRT So 


2. 産出 状態 及び 一 般 性 質 
赤 鉄 鉄 は 仙人 久山 に 於 ける 主要 鉄 石 で あつ て , スカ ルン , ARBAB A PIC, Be 
は それ 等 の 接触 部 に , 不 規則 形 久 塊 と し て 産 し , 大 部 分 は 極め て 微細 な 鱗片 状 結 晶 の 塊状 
集合 体 で , 所 誤 雲 母 鉄 鉄 の 類 で ある 。 スカ ルン 鉄 物 中 の 大 部 分 は anthophyllite?) cy 


1) .THeE 9 : HH, 26, 428, 469, 519, 1919. 
2) 高 tes : 地質 , 6, 442, 1899. 

3) Anthophyllite の 現 出 状態 は 一 見 Leda rte に 似 て , 繊維 状 結晶 の 放射 状 
BORE RG. GPCR CBI, opt.+ を 示す 。 又 微細 赤 鉄 鉱 を 多量 に 包 裏 
する た め , 化学 分 析 上 か ら 成 分 を 定め る こと は 困難 で ある 。 但し , FeO, =7.79, 

FeO=4.08, Mg0=3.34 を 含む こと か ら MgO 分 子 を 多量 に 含む こと が 知ら れる 。 
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D 


ZrLLYAMKOPREDLOCHOT, MBA RRASALR(, 叉 展 々 緑 泥 石 を 伴 
2360 MARCH CHSM, 石英 の 網状 脈 で 有 蛋 着 さ れ , 堅固 に な つて いる こと る も 季 
で は な い 。 炎 の 含有 量 が 極め て 少な いた め , これ を 原料 と し た 東北 電気 製鉄 和賀 川 工場 産 
の 久 鉄 は 特級 低 灯 銃 と し て 特殊 用 途 に 供 す せら れ て いる 。 ERR EBA T SOLOS 
る が , この 鉱 物 は 現在 迄 の と ころ 唯 金 肌 鉄 床 の 1 部 に 発見 され る に 過ぎ な い 。 BRGY IF 
WER bNSMS, その 量 は 場所 に よ つ て 著しく 不同 , 不 均等 で ある 。 HS ERR CIT 
め て 僅か で , 三角 鉱床 で は 点々 と し て 広く 分 布 し 選 鉄 に 困難 な 場合 さえ あぁ る 。 BUBRT 
は これ より は る か に 多く , BOCHUEBL L CRBS HN, 硫 琶 工業 の 原料 と な つた こと る も 
ある た 。 

赤 鉄 銘 の 大 き な 結 品 は 多く 遠 平 鉱床 中 に 産 し , 鉱 体 の 宰 纏 中 に 殆 ん ど 常 に 六角 柱状 の 水 
品 と 共生 し て いる 。 金属 光沢 を 有 し , 鋼 灰 色 を 量 す る が , 板 状 結 品 の 特に 大 き な も の で は 
その 縁辺 が 変色 し , BERBBrRRELZTS. RM {7hOhl} ( 葵 面体 ) の 面 に は 殆 ん ど 常 
に , EM LSB RAMA ONS WA CHP HOAMRALSL, 度々 石英 の 
SEER EL Cw Do 比較 的 大 き な 赤 鉄鉱 の 結 品 を 選び , ONE IOKR CHO CRE 
附 着 し た 石英 微 晶 を 除去 し た 後 , 比重 を 測定 し た と ころ , G=5.12 を 得 た 。 この 数 値 を 
Dana’s System of Mineralogy 所 載 の 赤 鉄 鉱 の 平均 の 比重 G=5.26) と ょ 比較 し た と 
ZA, 次 に 述 ぶ る が 如く , その 値 は 征 小 に 過 ぐ る 感 が ある 。 高 この 試料 を 用 いて 化学 分 析 
を 行 つ た と ころ , Fe,O, 98.20 wt26, SiO, 1.52 計 99.72 の 結果 を 得 た 。 上 述 の 如く 
薄 片 の 検 鏡 結果 , 赤 鉄 鉄 中 に は 徴 小 な 石英 包 裏 が 見 られ る の で , この 化学 分 析 に 現われ た 
SiO, 12726 LORRI AZIOLMHMANSo 

3. f Bw t & A 

本 産地 の AE O MBIA 2 つの 型 に 分 けら れる 。, Ald (1) 普通 の 粒状 多面 体 結 
fe, (2) 薄い 魚 片 状 結晶 で ある 。 こ の 両者 は 同一 唱 洞 中 広 共 生 す る こと は な く , 生成 条件 
を 異 に する も の と 考え られ る が , この 関係 に つい て は 未だ 明か で な い 。 

上 記 2 型 の 中 , 前 者 は 一 般 に 小さ い 結 晶 の 集合 体 を な し , 1 個体 は 大 き な も の で る も 径 5 
mm で ある 。 こ の 結晶 に つい て , 反射 測 角 器 で 測定 し た 各 面 の ? 及び p 値 は 第 1 表 の 
W< CC, MEDAFVARBEB I M-1 eRe 

結 品 体 は m(1010), a(1120), (1101), pg (0115), T, (1013), K,(12-631) K,(14- 
772), T,(9185), (4223) の 9 MOROREBCH SM, HICKS REL nM mH 
と kz 面 で あつ て , 結晶 外形 も この 2 種 の 面 の 発達 如何 に 支配 され る 。 LOMKHOT 
は , @ 面 の 発達 業 る 悪く , Ky Ky, T。 等 と 共に か ろう じ て 認 め ら れる 程度 で ある 。 ph 
に は 常に > これ と 柱 面 と の な す 策 に 平行 な 細い 条 線 が 認め られ る が , 測 角 に は 支障 と な ら 
な か つた 。 この 型 は 単 一 結晶 と し て 存在 する こと は 殆 ん ど な く , BLOBS, m (1010) 
面 を 共有 し , これ に 垂直 な 面 を 接合 面 と する 2 価 の 平行 連 品 を な し , Bd) 2ReRROM 
き 形 状 を な し て いる (第 1 図 -2)。 

第 2 種 型 は 所 調 雲 母 鉄 釣 と 称せ られ る 微細 な 鱗片 状 結晶 で , ACK OMBOAD SD 
Do MCE 1 yw 1.5cm 大 の 結晶 と し て 産 す る こと も ある 。 多 く は 境 平 録 床 に 於 いて , 
赤 鉄 鉄 自体 の 宰 洞 に 見 出さ れ , 側 軸 面 を 宰 際 の 壁 に 立て て 鏡 生 し , 六角 柱状 の 石英 結 品 と 


1) Dana’s System of Min., 1, 528, 1944. 
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第 1 表 仙人 産 赤 鉄 鉄 の ゅ p fii 
om mw |e ae | ste ft | Dane at woes i 
Dep PP p p Betis 
m (1010) 0°00 90°00 | 0c” | 90°00’ | 90°00" 3 
T, (1013) os 2748 0 00 27 46.3 1 
T, (9185) 5 30 6940 5 49.1. 69 30.5 1 
a (2110) 30 00 90 00 | 30 00 9000 | 90 00 2 
K, (12-66!) 30 00 86 28 30 00 86 30.8 2 
K, (14-772) 30 00 84 2 | 3000 84 8.9 1 
n (4233) 30 00 6117 | 30 00 61 16 61 13 1 
y (1101) 60 00 5740 | 6000 | 5740 | 5736.5 1 
ku (1105) 60 00 17 33 | 6000 17 32 17 30 2 
A, (1-1-0-12) | 60 00 726 | 6000 7 30 1 
A (1-1-0-16) | 60 00 539 6000 | 530.3| 538 1 
> yx m (1010) 面 を 基準 と する 。 y (1101) 面 より 計算 し た る 軸 率 は 


@ > €=171.3682 Dana に よる 軸 率 は g: c=—1:1.3652 
共生 し て いる 。 そ の 状態 は 個々 の 鱗片 状 結 晶 が 愉 か る も る ス レー ト 瓦 を 並べ た 如く , RAHA 
つ 上 下 整 然 と 重なり 合う こと も あり , 又 閉 薇 花 の 如き 放射 円 輪状 に , 所 調 “rosset” 状 
を 呈す る こと る も 少な く な い 。 連 品 は 前 者 と は 異な り , 連 品 と し て の 特有 な 外形 を 現 わ さ 
ず , 第 1 図 -3 の 如く (Ohl) 面 上 に 反復 する 平行 連 品 条 線 と な つて 表 は れ て いる 。 こ の 
HAs, 実は {hOh]} と {1010} と の 集 形 で あぁ つて , 7 の 値 夫 著 し (ASSERT 
し , 条 線 を 持つ 極め て 緩やか な 斜面 と な り , AARRKROMEBESISCBrLoes 
Bo Mi (110-12) (A), (110-16) (A) 等 は 明瞭 に 測定 する こと が で きた 。†21I0} HOR 
達 が 悪く , 光 の 反射 に よ つ て , 細 き 交 や く 条 線 と し て 僅か に その 存在 が 認め ちら れる に 過ぎ 
な い o 

上 記 の 結 品 面 中 (110-12), (14-772), (12-661), (1013), (9185) の 5 mix eum 
中 に 記載 の 見 当ら な いも の で あぁ つて, それ ぞ れ 和み 4, Ky Ke, Ty, T。 の 面 記号 を 付す る 
7 

Sas ヶ (1101) HO p 測定 値 か ら 軸 率 を 算出 し た と ころ , a:c=1:1.3682 と な る 。 本 
道 地 の 赤 鉄 鉄 で は むし ろ kz(1105) 面 の 方 が 発達 も よく , 出現 数 も 多い 。 従 つて この p 面 
の p か ら 軸 率 を 計算 し た と ころ , a:c=1:1.3695 と な り , 前 者 と 近似 し て いる 。 LOM 
者 を 平均 する と , @:c=1:1.3689 と な る 。 い まこ れ 等 の 数 値 を Dana's System of Mi- 
neralogy 所 載 の 赤 鉄 鉄 軸 率 1:1.3652 と 比較 する と , 仙人 産 の 方 が 主軸 の 長 さ が 生 大 き 
い 。 こ れ は 後述 の X 線 分 析 結 果 か ら の 軸 率 @。 : 1/2c。 と も 一 致し , 仙人 産 赤 鉄 鉄 の 一 
性 質 と 考え られ る 。 


4. WABRRULO X 線 分 析 
赤 鉄 鉄 の 結晶 構造 に つい て は 1925 年 Pauling, L., Hendricks, S. B.” 両氏 に よ 


1) Pauling, L. and Hendricks, S. B. : Jour. Am. Chem. Soc., 47, 781, 
O25. 
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4 仙人 赤 鉄 鉄 単位 格子 
a=5.4382A 
o = 55° 06’ 


つて 研究 が 行わ れ , Laue FHS ZGMERFERARYH SN HSH DSy 
で , 単位 格子 恒 数 は @=5.42A, a=55°17" と され た 。 COR 1927 年 Harrington, E. 
AY) の 研究 が 発表 され た が , 上 記 の 値 と 近似 し た @=5.406A, «=55°17′ を 得 て い る 。 
筆者 は 仙人 産 赤 鉄 鉄 に つい て X 線 分 析 を 行い , 格子 恒 数 を 算出 し た 。 こ の 研究 に は 島 
津 自 記 X 線 分 析 装 置 GX-1 型 を 使用 し , 発生 X Pow A (CrKa) =2.2909A 
で , 試料 に は 300 メッ シュ 以下 の 粉末 を 用 いた 。 第 2 図 に この 和 回 折 図 を 示す 。 こ れ を 精 
細 に 吟味 する に , この 中 に 磁 鉄 鉄 に 相当 する 位置 に 飛 い 廻 折線 が 見 られ , ARBROK RSE 2 
接 な 関係 を 以 て 結合 し て いる か の 様 な 印象 を 受け る , 本 来 磁 鉄 鉄 中 に 少量 の 赤 鉄 鉄 を 混在 
する も の の X 線 廻 折 図 で は , 両者 は 比較 的 顕著 で , これ を 区 別 す る こと は 決し て 困難 で 
な い 。 然し 両者 が 反対 に 混在 する 場合 に は , 両者 の 識別 は 極め て 困難 と な る 。 磁 鉄 鉄 の 各 
折線 中 強度 の 上 位 2 者 の 廻 折 位 置 は 6(311) =26°53’ 及び 0(440) =50°26’ で ぁ つ て , 
これ 等 は 赤 鉄 鉄 の 8(101) =27°07′ 及び 60(103) =50°27′ に それ ぞ れ 重なる 。 従 つて 磁 
鉄鉱 の 存在 を 判断 する た め に は , 強度 の 第 3 位 以 下 の も の に 頼る ほか は な い 。 こ の 際 磁 鉄 
鉄 が 微量 の 場合 は 強度 は 更に 弱く な り , 判断 が 困難 と な る 。 第 2 Mp 20=45°10’ 及び 


1) Harrington, E. A. : Am. Jour. Sci., 5, 467, 1927. 
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第 2 図 仙人 鉄山 産 赤 鉄 鉄 X AMBHTEY A (CrKa) = 2.2909 A 
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66°00’ の 役 細 な peak は , 磁 鉄 鉄 の (220), (400) と 考え られ る 。 仙人 産 赤 鉄 鉄 は 所 
語 雲 母 鉄 鉄 に 属し , 微細 な 結 品 片 も 彼 田 な が ら 磁 性 を 量 す る 。 若 し この 磁性 が 磁 鉄 鉄 の 混 
在 に 原因 する と し て る も , この 両者 を 機械 的 に 分 離す る こと は 困難 で あろ う 。 RIOLER 
前 記 X 線 分 析 に 現われ る 磁 鉄 鉄 に 関連 を 持つ も の と する と , 微細 な 磁 鉄 鉄 の 結 品 が 赤 鉄 
伏 の 構造 中 に 密接 な 関係 を 保つ て 融合 する こと を 意味 する ゃ の と し て 重要 視 さ れる 。 即ち 
この 両者 の 関係 は 鏡 下 に 於 いて は 識別 し 難 き る も, X 線 的 の perthitic な 関係 を な す も の 
と 考え らち られ, 成因 に 関係 する 重要 な 意義 を 持つ も の と 解 さ れる 。 

HEA OHR 今回 の X 線 分 析 で は 35°~ 140° の 範囲 の 20 を 吟味 し , それ に 
現われ る 11 個 の peak の 6 値 を 求め , Bragg の 関係 式 か ら @ 値 を 求め た 。 こ の 結果 
は 第 2 表 の 如く で あぁ る 。 

編 面 指数 及び 格子 数 MH (ARI), BRAK 4,0 及び 細 面 間隔 @ OFF 
に は 次 の 関係 式 が ある 。 


1 coe 
—= [ REY) — (1—tan® 2.) (hh +) | 


> a 2 
a So 4 So 


ZO dic Bragg の 関係 式 か ら 得 られ た 値 を 入れ , (hkl) BRL, BABHO a t 
« を 求め た 。 HS « を 求む る 為 に , 平行 網 面 は 強度 の 大 き な 面 で 代表 する こと と し た 。 
即ち も 11 43mich (112), (101), (102), (202) の 4 MMERAL, この 組合 せ で で きた 
COM TARR, « を 等 出し た 。 従 つて « の 値 に は 6 種 の 値 を 得 た が , 何れ も 近似 
し て いる の で , 平均 値 を 求め , a=5 55°06" の 結果 を 得 た 。 

次 に , «=55°06’ を 上 記 11 網 面 の 関係 式 に 代入 し , 4 の 値 と し て 第 2 表 の 如き 11 fi 
248, その 平均 値 と し て d=5.432 A を 得 た 。 

ee A A 
A, «=55°17’, Harrington の 値 a=5.406A, a=55°17’ と 比べ る と 近似 し て は いる 


が が, い ぐ ら か 大 きく , 仙人 産 赤 鉄 鍼 の 一 性 質 を 示す も の と 考え られ る 。 


BH 仙人 産 赤 鉄 然 の 共 面 体格 子 は 上 記 の 4@==5.432 A, «=55°06’ で 示さ れる 。 次 に 


これから, 六方 格子 の 恒 数 を 求め て 見 よう 。 第 1 図 -4 に 両者 の 関係 を 示す 。 図 に 於 て 


ZOLZ= a =27° 33’, LQ =a=5.432 (A) 
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第 2 表 仙人 産 赤 鉄 鉄 の の d RU a 


he 6 d dp I Ip a (A) 
(102) 18° 9’ 3.677 3.67 5 5 5.4256 
(112) 25 8 2.696 2.69 10 10 5.4218 
(101) 27 17 2.512 2-51 8 9 5.4297 
(102) 31 18 2.204 2.20 3 5 5.4313 
(202) 38 30 1.840 (635 [are 7 5.4336 
(123) 42 33 1.694 1.685 | 3 8 5.4285 
(233) 45 48 1.598 1.595 1 4 5.4194 
(103) 50 27 1.486 1.480 3 7 5.4372 
(112) 52 3 1.453 1.445 3 7 5.4400 
(234) |. 6058 1.310 1.304 | 1 3 5.4436 
(202) 65 34 1.258 | P2539" | 2 2 5.4405 

平均 5.432 


A (CrKa) = 2.2909 A 
0: arf, d: 網 面 間隔 , dp : Pauling の 得 た 網 面 間隔 , 1: fill 
KBE FRESE O ARE, Ip : Pauling の 強度 , a: 仙人 産 hematite の 各 
網 面 か ら 得 た 格子 恒 数 。 


OH =GF =QZ=a-sin 5 = 5.432 x sin 27° 33’ = 5.432 x 0.46253 =2.5125 (A) 
dy) = 2-OH =5.025 (A) 
球面 三角 形 ABC に 於 いて 


C=90°, B=60°, b= =27° 33’ 


AX sinad=cot B. tanb=cot 60° - tan 27° 33’ =0.30119 
@=17° 31.67 
球面 三角 形 A’B’C! に 於 いて 
Ce 90D a3 0 aa 17 Ie Ge 
公式 cot c’ =cos B’ - cot a’ =cos 30° - cot 17° 31.6’ = 2.7411 (A) 
c’ = 20° 2.6’ (A) 
OL = 2.5125 x cot 20° 2.6’ = 6.887 (A), cg =2- OL = 13.774 (A) 


El ay=5.025A, cy, =13.774, age = 1: 1.3701 


この 軸 率 を Dana’s System of Mineralogy の 値 ay: co =1 : 1.3654 と 較べ る と , 
主軸 の 長 さ が 重大 きい 。 この 傾向 は 結晶 形態 上 か ら 面 角 測定 に よ ょ つて 得 ら れ た 軸 率 @:c 
=1:1.3682 と も 良く 一 致し て いる 。 

5. 結 “ 
(1) 供 試 の 仙人 産 赤 鉄 鉄 は 接触 交代 鉱床 中 の 空洞 に 産 す る 自 形 結晶 で あぁ る 。 
(2) 結晶 形態 上 , 品 相 に 特徴 が あり, BHR @:c=1:1.3689 は 従来 の 赤 鉄 鉄 の 値 よ 9 
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PAE<, Ho (14-772), (12-661), (1013), (110-12), (9185) 等 の 新 結 品 面 が 認 
あめ られ た 。 
(3) X 線 分 析 の 細 果 , 格子 恒 数 は 次 の 如く で ある 。 


rey } Geri FE) 

dy = 5.025 A 

a =13.774A | (六方 格子 恒 数 ) 
2 T3701 


a Saree SLOPE, 仙人 産 赤 鉄 鉄 の 一 性 質 と 見 筐 され る 。 

(4) X 線 廻 折線 に は AG 7 Db RRO ERAM ENS. 鏡 下 に は 認め 難い 微 立 品 
の 磁 鉄 鉄 が 赤 鉄 鉱 中 に 存在 する も の と 考え られ , これ が 赤 鉄 鉄 の 磁性 の 原因 を な す も の と 
見 られ る 。 有 又 こ の 両者 の 共存 関係 は Entmischung に 基 因 する も の で あろ 3 う 3 。 


結晶 留 作 成 の た め の 新 らし い 方 法 の 検討 


Refinment for the net for drawing of crystal figures 


高 野 # 代 (Kotoyo Takano)* 


今 


1. 序 言 
筆者 は 協同 者 と 共に さき に 正規 の 位置 の 結晶 図 を 正確 , 簡単 に 作成 する た め の 新 し い 方 
FEICOW CRED LEM, その 後 紫 の 方 法 に つい て 各 方 面 の 研究 者 より 数 多く の 中 重 な 
御 教 示 ・ 御 論議 を 賜 わ つ た の で , これ ら を 基 に し て 此 の 方 法 に つい て さら に 検討 を 試み 
た 。 そ の 結果 , 当初 は 単に 計算 を 省略 し て 作図 出来 る 簡単 な 方 法 に すぎ な いと 考え て いた 
Das, 作図 され た 結果 か ら 見 て る 従来 の Parker な どの 方 法 が 3 に 比べ て は る か に すぐ で 
れ た 数 々 の 点 を 見 出だし た の で 此 の 方 法 に よる 具体 的 な 作図 例 を 示し て これ ら に つい て 
簡単 に 報告 する 。 


2 Fh 8 
最初 に この よう な 器械 的 な 結晶 図 の 作成 法 に つい て 歴史 的 に 振 返 つて みよ う 。 この 種 の 
方 法 の 一 例 と し て T. V. Barker の graphical and tabular method が 最近 H. E. 
Buckley 0222!) に 用 いら れ て いる が , 此 の 方 法 は ほ ヾ ゞ 右 20° 上 13° の と ころ に 視点 
を お いた も の で , いわ ゆる 正規 の 位置 の 結晶 図 に 比べ か な り 尻 上 り に 画 か れる の で , 簡便 
な 図解 と し て は と も か く , 永い 開 の 記載 伝統 を 持つ 鉱物 の 記載 の 為 に は その 精度 と 共に あ 


東大 理学 部 伏 物 学 教室 
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まり 適当 で な い 。 

そる も そる も 結 品 図 の 作成 波 に つい て 最も 華々 し く 議 論 の 行なわ れ た の は , Bragg) が X 
線 を 用 いて 初め て 岩塩 な どの 結 品 構造 を 解析 する より 以前 の , WDE AOR 
金 時 代 で あぁ る 1900 ABC, OBO Zeit. Krist. に は 十 枚 内 外 の 折込 み 図 表 を 使 
つて 論じ た の も 稀 で は な か つた る 3) 。 し か し 当時 は 複 円 反射 測 角 器 は まだ その 考案 の 緒 に 
つい た ば か り で あつ た の で , 結晶 面 も p,? の 球面 座標 値 より 面 角 で 記載 され る 事 が 造 か 
に 多く , 従っ つて 作図 法 に お いて る 次 第 に 面 指 炒 よ り 求 め る 方 向 へ と 限定 され て , か の 
Parker の 方 法 が 誕生 し , 当時 で は 一 応 , 正確 ・ 簡 便 な 方 法 へ の 終局 に 達し た と の 感 が 深 
か つた 。 そ れ 以 後 は 鉱物 の 主たる 研究 対象 が X 線 に よる 構造 解析 へ と 奪わ れ て し まつ た 
OC, 形態 の 記載 に 関し て は Parker の 方 法 を 用 いる の み に て 作図 法 そ の も の へ の 吟味 
は 殆 ん ど 行 な われ な く な つて 終っ た 。 一 方 複 円 反射 測 角 器 は 次 第 に 精巧 な も の が 現われ て 
比較 的 高価 で ある に も か か わら ず そ の 精度 と 便利 さか ら 益 々 普及 の 度 を 増し , 鉄 物 の 測 角 
値 の 報告 は 殆 ん ど »,? の 球面 座標 値 で 報告 され る よう に な り , 遂に は System of Mine- 
ralogy の 新版 まで p, ? の 値 を 用 いて 記載 され る よう に 改め られ る よう に さえ な つた 。 
と ころ が 結 唱 図 の 作成 方 法 に 関し て だ け は , か つて 面 角 記載 時 代 の 名 残り で も ある Par- 
ker の 方 法 を 既に 検討 し 尽 さ れ た 完 壁 無 二 な も の と し て , その 計算 が 類 雑 な の る 顧 みず , 
長い 間 躍 械 され て 今 昌 に 至り , 筆者 わが 久 方 振り に 全く 百 紙 に 還 し て 検討 し な お し た こ 
と に な る わけ で あぁ ある 。 し か し Parker の 方 法 が 普 及 する 以前 に は , ステ レオ 投影 より 
順次 軸 の 転換 を 行 つ て 秋 の 方 向 を 求め て 作図 する 方 法 5) は 実際 に も か な り 用 いら れ , ま 
た 作図 する た め に 種々 の 型 の ネツ ッ ト を 用 いる こと る も Stober6) 及び Fedorow” 等 に よ 
つて 複 円 反射 測 角 器 の 考察 と と も に 報告 され て いる が , いずれ る も 中 途 半 端 で あつ た り , UE 
似 的 な 方 法 で あつ た り , また 結 品 形態 に よ つ て は いち ヾ くる し く 誤 差 を 増し た りす る 方 法 で 
あつ た た めい に 完 壁 な も の と は いえ な か つた 。 また 鉱物 学者 が 通常 用 いて 来 た 結 品 の 投影 
も , ステ レオ 投影 と は いい な が ら る も 実際 に は ステ レオ ネツ ト を 用 いな く て る も 済む こと の 多 
い [001] 品 帯 へ の Fedorow 式 の 投影 で ある る た め に ;」 投影 され た 結晶 面 と 結晶 図 と は 全 - 
く 隔 絶 さ れ た も の と な つて いた 。 も し [100] MBCHRMTRBTZSRIOL FAD 
れ て いた ら , この よう な 方 法 は も つと 早く 出現 し て いた だ ろう 3 。 即 も 今回 提唱 し た 新 方 潜 
"も これ ら の 一 段 古 い 礎 史 的 内 景 を 基礎 に すれ ば 当然 到達 すべ き と こ ろ で あっ つた な た 。 

3. fh RO tt Ww 

ARR AWA O BANG ERE LC, 等 軸 唱 系 に 属す る 結晶 形 の 最も 簡単 な 例 
と し て 正六 面体 (立方 体 ) か ら 述 べ て みよ う 。 まず A ネッ ト の 上 に トレ イシ ング ペー テーパ 
ーー を あて る 。 (100) - (010) - (001) の 各 面 の p, ? の 値 を A ネッ ト の 上 に 求め て 投影 す 
る 。 この 際 表 の 面 だ か ら x 印 で 投影 点 を 表 わ せ ば よい だ ろう 。 次 に A ネッ ト を 基 円 の 中 


Bragg, W. L. : Proc. Roy. Soc, A:89, 468, 1914. 

Stéber, F. : Zeit. Krist. 54, 273~288, 442~457, 1915. 
Fedrow, E. V. : Zeit. Krist. 54, 17~45, 46~52, 1915. 
SEPT - POMP SewE - GURRIOS : 前 出 , 1957. 

Dana, E.S. : A Text-book of Mineralogy, 547~556, 1898. 
Stoéber, F. : Ait, 1915. 

Fedorow, E. V. : 前 出 , .1915. 
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心 を 中 心 と し て 180° MHKXXS. (100) - (010) - (001) の 諸 画 は ネツ ッ ト の 裏側 に 回 る の 
で こう や っ て 座標 値 を よみ か えて p,? の 値 を 〇 印 で 投影 すれ ば よい 。 つぎ に ペー パー を 
B ネッ ト 上 に 持つ て き て , 2 面 以 上 に 共通 な 大 円 の 極 を 求め る こと に より 求め る 答 の 方 
向 と 短縮 率 は 自動 的 に 得 ら れる 。 得 ら れ た 3 本 の 秋 の 方 向 と 短縮 率 は 等 軸 品 系 の 3 軸 の 結 
品 図 に お ける 方 向 と 短縮 率 を あら わす こと に な る 。 こ れ ら の 関係 を 第 1 図 (A&) に 示す 。 
同様 に し て 正八 面体 も 作図 する 事 が 出来 る 。 こ れ を 第 1 M(B) に 示し た 。 表側 の 4 面 
の 組合 わせ か ら 4 つの 大 円 の 極 を 求め る と 4 本 の 生 の 方 向 と 短縮 率 が 得 ち れる 。 これ ら の 
短縮 率 を 示す 線 分 の 端 を 順に 結ん で 行け ば , 求め る 正八 面体 の 結晶 図 が 得 ら れる 。 ま た 念 
の た め に FAM > BONE BS! SELELT (111) と (111) OME RHUL TORO 
File GHRAIB L UCN LAER MERA CER 2ODRTS 
ら わ す 線 分 に 平行 か つ 等 長 で ある 。 

姜 形 十 二 面 体 (rhombic dodecahedron) の 作図 る も 第 1 図 (C) に 示す よう に 表側 に 得 
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た 6 つの 画 の 組合 わせ か ら 4 本 の 秋 の 方 向 と その 短縮 素 を 求め れ ぽ , あと は これ ら の 答 に 
対す る 等 長 の 平行 線 分 で 完成 させ る こと が 出来 る 。 

この ょ うに 等 軸 品 系 の 単 形 は 本 ネツ ト の 上 で BROKER SEV BTL ESO 
で その 結晶 を 画 く の は 極め て 容易 か つ 正 確 で ある 。 また 2 種 以 上 の 面 よ りな る いわ ゆる 材 
形 に つい て も , BHDUDY & OMAO BBCI UTES Ze ROMO BAO HR EH 
め て お き , 得 ら れ た 各線 分 に 比例 コン バス 等 を 用 いて その 比率 を 乗じ て ゆけ ば 簡単 に 理想 
型 が 得 ら れる 。 a 
EGARRUAG RAIS ZANE 9? Olt UCR OBKL kIT SOTH 
る か ら , Parker の 方 法 と 異 り , 軸 率 に 全く 願 虜 する 必要 が な く , 等 軸 品 系 と 全く 同じ ょ 
うに 投影 すれ ば よい 。 六方 及び 葵 面体 唱 系 の も の も p, ? の 値 で 記載 され て いる 限り に お 
いて 全く 同様 で ある 。 


4. 3c Gh ts OD fF 

結晶 軸 の 斜 交 し て いる も の の 作図 例 と し て MAURICE T SEA OWT BUNCH 
RE ee eC eer 
方 法 は 等 軸 品 系 な どの 場合 と 全く 同じ で あぁ る が , 従来 の 方 法 で は 軸 率 ・ 軸 角 を 土台 に し 
EE 
た 。 な お , Dana に ある 原図 と 本 作図 で は (001) 面 を 取 囲 む 生 の 中 , 1 対 の 方 向 が や や 
異 つ て いる た め , 原因 で は 座 面 が や や 幅広 く 画 か れ て いる が , これ は 恐らく 基 雑 な 計算 の 
途中 に お ける 数 値 の 打 切 りな ど に よる 誤差 が 素 積 し た も の と 思わ れる 。 この 他 に も 本 法 に 
よっ つて この system に お さめ られ て いる 結 品 図 始め 内 外 の 著名 な 図書 の 結 醒 図 に さえ も 
明らか に 作図 上 の 誤り で ある と 挫 摘 出来 る ゃ の を か な り 発 見 する こと が 出来 る 。 

5. aff 議 
本 ネツ ト を 用 いる 作図 法 の 得失 に つい て は 既に 報告 し た の で , ここ で は ネツ ト そ の も の 
の 精度 に つい て 論じ て 見 よう 。 前 に 述べ た 通り 本 ネツ ト は Wulf 企 の ネッ ト を ステ レオ 投 
影 に お いて 右 方 に Py = 18" 26, 下方 に oy = 6° 23" 回 転 さ せ た 終 向 図 を 作図 解法 に よ 
つて 作成 し た も の で ある が , その 主要 な 交点 に つい て は 次 式 に よ つ て 展開 計算 を 行 つ て 点 
検 し た も の で , その 展開 座標 値 の 一 部 を 第 1 表 に 示す 。 


R sin P COsw 


Ades 1sin Wg sin w COS Wy cosw COSP 
FR cosy Sin ®— sin @) cosw cosP 
Sa 1tsin wo sinw COS COS @ COSP 


ネツ ト の 大き さ は 直径 20cm ELAM, HIM (c) に 示し た さよ うに 単 形 の 姜 形 下 滞 面 
体 に お いて さえ , 作成 され た 結晶 図 は 直径 20cm の ネッ ト よ りや や 大 きく な る の で , Hh 
の 種類 の 多い 普通 の 鉱物 の 結晶 図 は ネツ ト より かなり 大 きく な る こと が 予想 され る の で , 
実際 の 記載 の 目的 の 場合 に も , 却 つ て 比例 コン パス な ど で 縮 少 す る 場合 の 方 が 多い と 思わ 
れる 。 こう いう 意味 か ら 簡 単 な 記 載 の た め に は , ネツ ト の 直径 が 10cm 程度 の も の が 便 


1) OEE tt - 高野 幸雄 ・ 伊 藤和 明 : ATHY, 1957: 
2) Palache, C., Berman, H., Frondel, C. : Dana’s System of Mineralogy, 
7th. ed. 2, 699~700, 1951. 
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FAITHS 408A. Parker 法 で he 

s 第 1 表 回 転 し た ステ レオ ネツ ト に 
作成 され た 結晶 図る 一 般 に は この 程 お ける 展開 護 標 値 
度 の 大 き さ の も の が 多い か ら , そう 


いう 意味 で も 20cm の 直径 の ネッ sei * * 

ト を 用 いた 時 の 精度 は 充分 で ある と ios Bice = he 
BRAS IMOLE WANA 20 0.0125 0-119 
gue Ce ley 2 30 0.0118 0.208 
CNRS a bike ae 
三重 に 吟味 出来 る 事 と と も に 本 浴 50 0.0097 0.400 
- iz 60 0.00€ 2 0.£05 
前 に も 述べ た よう に , 本 法 を 用 い 80 0.0035 0.748 
+ 90 0.0300 0.894 

Nis, BIPEROR - ARAC > DG | 
Tp P の 座標 値 だ け で 高 次 面 は 勿 R=1, a, =6°23’, y,=1°34 2L 

MBA - QP Lic FEO て 展開 計算 を 行 つ た も の 。 


方 位 及 び 短縮 率 を 求め る こと が 出 

来 。 また 双 卓 の 記載 の 場合 で も , 一 回 の setting の 時 の 測 角 値 か ら 全 く 計 算 を 行わ ず に 
完全 な 双 卓 図 を 作成 する こと が 出来 る の で ある 。 複 円 反射 測 角 器 が 普及 し て Dana の 新 
版 な ど に も p, ? の 値 で 記載 され て いえ 現在 , 作図 に 必要 な p, P の 値 が 不明 で ある 場合 
は 比較 的 稀 で あろ う 。 し か し 理論 的 な 考察 と か , 軸 を 転換 し て 記載 する よう な 場合 で , 面 
指数 だ けが 判 つ て いて 座標 が まだ 得 ら れ て いな い 場 合 も あぁ り 得る が , この よう な 場合 に 
は , 面 指数 か ら 座 標 値 を 求め る 公式 に よ ょ つて その 座標 値 を あら か じ め 計 算 し て 求め た 
後 , 本 ネツ ト を 用 いて 作図 し な けれ ば ば ならない 。 座標 値 を 求め る 公式 に よる 計算 は 一 般 に 
は 比較 的 簡単 で あり , また 一 般 に 面 の 数 選 策 の 数 より 少な いい ので, この よう な 場合 で も , 
本 法 に よる 方 が Parker 潜 で 行う より 退 速 で か つ 正 確 で ある 場合 が 多い と 思う 。 

本 潜 の 出現 で 形態 の 記載 が きわ め て 容易 に な つた の で , 結晶 構造 中 を 紀 く 鎖 構造 や 層 構 
造 な どの , 特徴 の 共通 鉱物 を 現在 の 記載 に か か わり な くそ の 性 格 に つい て 同じ 方 位 の 形 
熊 図 を 作成 し て 見 る こと な ど に よ ょ つて , いろ いろ な 意味 で の 共通 性 に つい て 吟味 する こと 
る 容易 で あろ う 。 ま た 結晶 構造 の 記載 に る も る, これ まで は 全く 任意 で あつ た が 悦 構造 や 鎖 構 
造 な どの 並び の 方 向 を 芝 の 方 位 に 対応 させ , Fe BAe aE CB A A TRON, 
形態 と 同じ 視点 の 結晶 構造 図 を 容易 に 作成 する こと が 出来 , その 相互 の 問 の 理解 と 関 際 性 
の 論議 に 役立て る こと も 芽 待 され よう 。 形 態 に お ける 視点 は 等 軸 品 系 の 結 品 に お いて 統計 
的 に か くれ え 面 が 少な い 方 位 が 採用 され て いそ ので, 構造 に お いて も , 一 般 に 特殊 な 因子 
が 重 な ら な い 方 位 で ある こと が 期待 され , また この 方 位 が 徐々 に 慣用 され る よう に な れ ば 
引用 者 に と つて る も 一 放 の 図 で 3 次元 の 拡がる 構造 を 理解 し 得る よう に な る と 思う 。 


終り に の ぞ み , 終始 いろ いろ と 穏 切 に 御 指導 ・ 御 教示 を 賜 つ た 東大 理学 部 伏 物 学 教室 伊 
藤 真 市 教授 並び に , 地質 学 教室 渡辺 武男 教授 始め 各位 に 厚く 衛 礼 略し 上 げ る 。 


1) 伊藤 上 頁 市 : 日 本 録 物資 料 , 続 1, 6~7, 1935. 
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Groundmass anhydrite in the olivine basalt from 
the Rishiri volcano, Hokkaido 


PR 3: 義 # (Yoshio Katsui)* 


Abstract : Primary pyrogenetic anhydrite which occurs in volcanic 
rocks has not been described, except for the anhydrite from Himeshima 
lava. Recently, the writer found and identified the anhydrite developed 

in the groundmass of olivine basalt from the Rishiri volcano, Hokkaido. 

With regard to the genesis of the anhydrite, there is difference in opi- 
nion whether the anhydrite from Himeshima occurred as a phenocrystic - 
(Kawano 1948) or as a groundmass mineral (Taneda 1949). The writer’s 
studies on the anhydrite from the Rishiri volcano lead to the conclusion 
that this mineral was formed at the deuteric stage in the crystallization 


of the olivine basalt. 


eRe NE 0) IS 

MENRBEES, KUSTOM BRPABORBOBSPMENTHS 
が , 一 般 に は 極め て 稀 な 現象 で ある 。 MBBAPOVOKMOWT, 最初 に 記載 し た 河野 義 
礼 り は , これ を 斑 唱 硬 石 高 と 考え , あぁ と で 種子 田 定 勝 *) は , DA LEEOKMAIB 
涯 結晶 作用 の 晩期 に 品 出 し た も の で ある と ゆう 見 解 を の べ て いる 。 

最近 , 北海 道 稚内 市 西方 日 本 海上 の 利尻 火山 の 地 森 石 玄武 岩 中 に , 同様 な 産 状 を 示す 
硬 石 穴 が 発見 され た 。 HHL, ORBEA ADAKMEALREOREEEERORAM 
に 生じ た も の で ある こと を 認め た の で , 簡単 な 記載 を つけ て ここ に 報告 する こと に し た 。 
御 教 示 を 承 つ た 東京 大 学 久野 久 教 授 な ら び に 北海 道 大 学 石川 俊夫 教授 に 厚く 感 計 する 。 

2. 利尻 火山 と ロー ソ ツク 震 岩 擬 

利尻 火山 (標高 1718m) は , MeHOMMAS LUKUBDEUAZRBERBELT 
成長 し た 滋 積 世 (? ) ~ 沖 積 世 の 成層 火山 で ある 。 そ の 項 上 部 は か な り 侵 僕 が 進み , 多数 の 
放射 状 に 引 入 し た 岩 脈 が 露出 し , LURE SBCA ¢ REE REDS REL TWO So KIO 
本 体 は , THB ARIMA KIUSH kL UME ERBOBSEIVUEBMOEASM. 晩 
PCE LRA OM STAR L TOS. ERKEHL UTC, BAO WB cL BROBW 
HEBKLREOWMR EMS), LOI SOHSIOLSREOBEEMBL TZ), 


* ACHE AA BEA Hh A ne Bs 

1) 河野 義 礼 : MT RSA, 126, 1948. 

2) 種子 田 定 勝 : BGK, 33, 69~73, 1949. 
ee a a : 大 塩 国 利尻 火山 の 地質 お よび 岩石 , 北大 地質 学 鉄 物 学 致 室 卒 業 論文 


Y. Katsui : Jour. Fac. Sci., Hokkaido Univ., Ser. IV, 8, 245~258, 


WH. HR 
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Pl: AEA, Ol : AKA, Au 
Af: アル カリ 長石 , Ah : 硬 石 理 , 


wa, «Bi: Re, 


C : Zap 


AURAKWUOBBIY, 一 般 に アル カリ に と み , MHEBLRAERI EMC, BHICE 
BAMrKe, MHEG LMRR ADEM, BRP oy PERE ENTS = 
の よう な 性 質 か ら み て も, WAKUOKMAIL, TVA EEL RE TT TORR 
Bo 人 従 つて 利尻 火山 は , 那 固 火山 帯 の 北方 え の 延 長 上 に 位 す る 火山 で は な さく, 環 日 本 海 ア 


ルカ リ 岩 石 区 周辺 の 火山 と みる べき も の で あぁ る リリ 。 
MBORARTat MiiakKals, FARK 


TED o-VY7BEMEN Sh 4m 


の 岩 脈 で ある 。 この 岩石 は , FEE - ML RAE OOMAE EL, Si TOMAS LOA, 


ジ ツチ に 示す よう な る の で ある 。 


Mat Lt, SEA MRR EUMREALSt. AHERALER~ME, 1.5~0.2m 
m, 一 般 に 中 心 部 は An 70~An 62 で , 外縁 部 は An 53~An 26 と ゆう 比較 的 単純 な 
累 帯 構造 を 示し , MREBIACH A. MGI, VON ABBA ABLEL, 1.2~0.2mm, 


2Va=90°~85°, 反応 縁 は な い 。 
Se Ali, 自 形 , 0.5~0.2mm, cAZ=438°, 


2Vy=55° へ 59? で ある 。 


石 基 は , 細 灯 の 塩 間 構 造 を 示し , 完 品 質 で , HEU CARA (An45~An25), 3 
G (c 人 Z=43°, 2Vy=53° へ 609), BE (2Va=—83°~75°), RES, チタ ン 鉄 鉄 及び 


PRBS A520, EHEOME ERIKS EO 


アァ アル カリ 長石 , RES (X= KRA, 


Y=, 選 = 黄 褐色 , WR X<< Y>Z, 2Va=20~23°) 及び 問題 の 硬 石 温 を 含む 。 


1) Y. Katsui : AH. 
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この 岩石 の 化学 組成 は , 第 1 Bicmsiey 
第 1 表 ロー ソ ク 岩 標 村石 去 武 内 CHOC, アル カリ に と みみ, BRICZLWo 


の 化学 成分 Y.- gen ee また , 細 粉 試料 に 1:1 HCl を 加え , 加熱 し 


SiO, 49.58 て 抽出 し た 液 に BaCl。 を 加 え , BaSO, OY 
TiO, 1.41 hk ahi eer 
Fe,O, 4.19 値 を 得 た 。 これ は 三石 温 (CaSO,) か ら 由 来 
Fen fee LIEDDLA TERA Vo 

MnO . .25 

MgO 5.29 3. FB B® 

CaO 10.75 : a ei a 
Na,O 3.85 BABii, ロー ソ ク 岩 ekOMRAL RA 
wee 88 中 に の み 存 在 す る 。 肉眼 で は 識別 で き な い が , 
oon が GPC, 一 放 の 薄 片 に 数 個 乃 友 20 数 個 み 
H,O(-) .24 られ , FRO REE - TIA RESLH 
er a に BEM MELTEENTVS. REHOK 
Total 100.99 さ は , 0.02~0.2mm で , AXA ORB 


位 い に 相当 する けれ ども, し ば し ば Zire 
直接 赴 出 し て いた り , また 必ず 早雲 母 や アル カリ 長石 等 と 共生 し て , 一 種 の ペグ マタ イト 
パ ツ チ を 作 つ て いる と ころ か ら み て る も, その 品 出 時 期 は 明らか に 結晶 作 用 の 晩期 で ある 。 

次 に 硬 石 意 の 講 性 質 を の べ る 。 BARREN, 結晶 面 は 明 瞳 で な い が , X=c, 
Y=b, Z=a と する と , (001), (010), (100) 面 に 夫々 平行 な 直交 する 人 盤 開 が 発達 し , こ 
の うち も (001) 面 に 平行 な 敵 開 面 の 発達 が 最も 良好 で ある 。2Vy =42°, a=1.571, B= 
1.577, y=1.615, y ッ ーs=0.044 で , FAIR OMS 3 次 まで 現われ る 。 

カバ ー ガ ラス を か け な い 薄 片 を 作り , 白金 線 に 1:1 HI Cl を つけ て , 鏡 下 で 監視 し な が 
SRA et bm CRMC LZ 操作 を くり か え し , TORRE BRAT 
検 鏡 し た と ころ , 役 細 な 針 状 の 結 品 を 得 た 。 この 結晶 は 無色 透明 で , cAZ’=52°, BE 
白 極め て 小さ く , BECHALBALNSZd 

以上 の よう な 光学 性 お よび 化学 性 か ら , FICHE ARR SS FTW 
る 点 か ら , この 鉱物 が 三石 彰 で ある こと は 確か で ある 。 

4. BRBORMAI DWT 

先 に も の べた よう に , MS PLMENABAESSEN SMS, これ まで 姫島 に し か 知 
られ て いな か つた 。 MIB BAL? (3, CHOSE’, BEOABNGE LUBE 
母 中 に も 含ま れ て いる と ころ か ら 閣 品 鉄 物 と し て 説明 し , —MIC RBS E RO RIAD 
れ , 結晶 度 の 高い も の に は 認め られ な いと ころ か ら , その 生成 に は 特殊 な 条件 が あぁ あつ た の 
だ ろう と 推定 し た 。 一 方 , 種子 田 定 勝 3 は , 裕 絢 叉 は 角 関 石 を 交代 し て 生じ た 最後 の 品 
出 物 で ある と 考え た 。 _ 

1) RAD IPR BM ABS, COR RY > 白雲 母 に 見 誤る お それ が ある 。 

Y. Katsui, 1953, 前 出 , p. 249 に , AE KRHO GR LIS LIE REE Hie 

自 圭 母 を 合 む , LAZOURIBAECHOKOCHS. 

2) 河野 義 礼 : 前 出 

3) FRE : ATH. 
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ARKO G- 77 BEROBES, BHOMBALREOAMELAZL, 先 づ 斑 品 と 
し て , An ROBCARA, Legh) Fo MNCS LUSH. 石 
BEOMPIUIT, RD AD 成分 に 富ん で きた AAS Fa MACHA C SHEE, 普通 
WEA, BRA, FI VRAKLUBRALEMRML TOS. BKRIC ING OE FEL 
て アル カリ お よび 揮発 成分 に と む ア ルカ ヵ カリ 長石 , 黒雲 母 な ど が 常に 他 形 で 品 出 し て お り , 
BABS = OID TH L TO So HOC, ここ で は 明らか に 結晶 作用 の 終末 期 , 
すなわち deuteric stage に 生じ た も の で ある 。 

と ころ で , MAKUOMEBLRAOBBRO Pla, し ば し ば 石 基 に 去 塩 状 の 黒 圭 母 
お よび アル カ ヵ カリ 長石 が 上 品 出 し て いる 場合 が ある に も か か わら ず , BAR LAbNKV 2 
ー ソ ク 岩 の 場合 は , 恐らく 岩 脈 と ゆう 窒 義 され て , 揮発 成分 が 容易 に 発散 で き な い 条件 の 
も と で , 始め て 硬 石 温 を 生じ 得 た も の で あぁ ろう 。 


輝 巨 安山岩 中 に 見 ら 泌 る 混成 作用 (ID) 
Contamination phenomena observed in pyroxene andesite (II) 


AH. 良平 (Ryohei'Ota* 


4. 混成 作用 を 示す 火山 の 実例 

DEFRA ZS BH RAD AKUNCRY TC, 地下 の マグ マ が 各種 の 基盤 岩 を 混成 する こ 
と に より 。 CONE CUNKBMMADABICEDEIKRDONSHDERAT SZ. 

A 北海 道徳 卿 縮図 妨 地 域 計 の 火山 この 図 幅 地域 内 に は 新 第 三 系 謝 縫 統 が 広く 分 布 
し その 上 に カル ルス 央 山 ・ ホ ロホ ロ 炎 出 ・ 倶 多 楽 火山 を は じ め 多 く の 大 山 が 叶 起 し , 何れ 
EBLUL CMH CHICA LED KOKVAKWO SAORI AAT, 
{EZ EKIUO AAAS ARRIBA Be 6 MSA LAUR CHS 0 KRG K 
UNDERRBAK GETZ. RGHjRRKREN DAV BABA ERBIRL CORIO, 図 幅 地 
EPRICE RULN EA SK BRS ADOANCBON, Aiba 
OOM A BESTEMEDEDNCWOZOTC, (ER AIS MRO Pe — Bc BIG 
く 人 分布 し て いる と 推 准 され る 。 Er MMSE AALRMO ABI ieee Clit ch om Ye LIME 
OEE FEES PICTE RE OPED BEEN THZOPR ALN Go 7 BMGGHMALR REO & 
BULL be HERA Cx AS GH LC RRS Pe ERE TE hd OPES 28, 
また 台地 南 殴 の 社 台 川上 流 で は 角 敵 石黒 雲母 花 賠 岩 の 転 石 が それ ぞ れ 発見 され て いる 。 
第 1 表 ) を 見 る と Q を 含む 薄 片 (以下 の 本 文 で は 単に Q と 略称 する ) が 1 枚 あ る が , こ 
Td ERED BCH 域内 に 主体 を 有する 倶 衝 容 引火 山 の 欧 別 妖 岩 の 一 部 で あぁ る 。 倶 多 楽 
火山 で は 検 鏡 枚 数 が 少 い た め 決 定 的 な 意見 は 述べ られ な い が , G が 1 枚 ・4 者 を 欠く も の 
が る 4 枚 あ り 後 者 の うち の 1 枚 は 灰 長石 大 品 を 含む 。 同 火 山 以 外 の も の で は 4 者 を 欠く も の 


* 工業 技術 院 地質 調査 所 
1) 太田 良平 : BREE, 1954. 
2) 本 誌 42 巻 , 3 号 . 106 頁 , 第 1 表 参 照 (以下 塵 注 略 す ) 。 


192 BA GD KR Bs 


が 最も 多く G-PA-G+PA 8H, P+G: PPG 主 PA が これ に 次 ぐ 。 ASAIO 
が 少く な い の は マグ マ が 莉 盤 の 花 向 岩 の 影響 を 受け て いる こと を 示す も の で , これ ら 45 
HUD3E IH OKI RAR ERIC, DVVA+> RO KUMAKEAO—MLeY 

SY ERAARICERt Zo. CHK KR LUEGRKUBRIS PA を 信 ま ず 灰 長石 大 品 を 有 し 喜 : 
HE ORE? SICH, 全部 が ビ ピジョン 煙 石 質 岩 系 に 屋 す る 。 KKUSERSHRELO 
AAI AN AMEE BRRUA DS MAM, これ は 大 山 活 動 の すす む に 従 い マ グマ 溜 の . 
位置 が 花 答 岩 ま で 下 つ た た めで あろ 3 う 。 | 

B 北海 道 是 田 図 幅 地 域内 の 火山 = OBR ee SMO ROY, 地 
域内 に は 新 第 三 系 訓 縫 統 を 基盤 と し 有珠 火山 を は じ め 多 く の 火 山 の 類 岩 が 分 布 し , RAE 
HARIUECLO 5 bMBARIUEARYDS (LIZ LIEMEATH, ERMA RY 
岩 る ある 。 Mig RicRScant ZAM WAKUORBAAOAI Q を 含む が , AB 
石 を 伴う 交 石 安山岩 は な い 。 図 幅 地 域内 に は 角 図 安山岩 ( 洞 准 カル デラ 中 央 火口 丘 の 中 島 
大 山 群 ) や 石英 安山岩 (有珠 火山 中 央 火口 丘 及 び 昭 和 新 山 ) も 分 布 し て いる が 第 1 表 に は 
除い て ある 。 洞爺 カル デラ の 南 早 の 西丸 山 お よび 西 圭 の 旭 浦 附近 に 分 布 す る 帳 岩 に 灰 長 石 
大 唱 を 産 す る 事実 は 既に 知ら れ て いる が , IO) RES CREORMEUMAS AMS 
産 す る 事実 を 蝶 田 図 幅 説明 書 で 報告 し た 。 また 南 繕 の 豊浦 図 幅 地 域内 で は あぁ る が この 図 幅 
HE RTBU BAIS} BBE AO PRB PIC KRRAK EBT SLI. ZORRO 
大 部 分 は 洞爺 カル デラ の 生成 以前 に 次 々 と 噴出 し た が , 明らか に 同 カ ル デ ラ 生成 以後 の 在 
珠 火 山 外 輸 山 糖 岩 に も 灰 長 石 大 卓 を 産 す る 。 DAA LHARR EAC LeBel 
通 の 事実 が 認め られ る の な は 注意 に 値 し , 之 は 基 走 の 岩石 が 共通 し て いる こと に 原因 する 。 

第 1 表 を みる と 有 有 珠 火 山 の 薄 片 は 少 い の で 同 火 山 に 就 い て 決定 的 な 意見 は 述べ られ な 
い が , 4 者 を 欠く も の が 3 枚 ・P が 1 枚 あ ぁ あり, 有珠 大 山 以 外 の も の で は 4 者 を 欠く も の 
が 最も 多く G+PA お よび G が これ に 次 ぎ , RRGAMS 4 者 を 欠く も の の 中 に 含ま れ 
So TAR ERIRCAU< PA を 含む も の が か な り 多 い が , 注意 を 要する こと は Q-AHK 
LU 灰 長 石 大 品 の 産出 に 地域 性 が ある と いう こと で ある 。 BERNA BY Tet 
PA FSU RBI KRAAKGE ET SSR AKIUEREIELALARMICEVU DAL TW So 
是 田 図 幅 地 域内 に お いて は PA SAORI RRA RT 7b REE MIB EREL 
た 区 域 に の み 見 出さ れ 他 に は 全く 産 し な い 。 こ れ に 反し 灰 長石 大 品 は 以 を 産 す る 区 域 以 
外 に 産 す る 。 

BERK PRU FR RRA BERILE (SiO, 68~72%) で , これ は 化学 成分 
上 か ら 命 名 され た も の で モー ド の 石英 を 有 し な い が , ENICBRSOANAO MSR EA 
有 し て いる 。 これ は 古 生 層 の 下位 に ある 酸性 深成岩 に 由来 する と 考え られ る 。 MBAS 
(SiO, 51~54%) は 灰 長石 大 品 を 含み HEEOVERASH, 中 央 火口 丘 に は 酸性 深 成 
岩 の 影 絡 が み ら れ る 。! つの 火山 で 外輪 山 と 中 央 火口 丘 と が 化学 成分 を 閉 し く 異 に する 人 
は ご く 普 通 に み ら れ る が , は じ め 古 生 層 中 に あつ た マグ マ 漁 の 位置 が カル デラ 生成 後に そ 
の 下位 に ある 酸性 深成岩 まで 下り , よく これ と 混和 し た た め と 解 さ れる 。 

C 北海 道 西 紋 飾 図 柱 地 域内 の 火山 ? KARR ZR IA kU 


1) 太田 良平 : RCH, 1956. 
2) 村山 正 郎 ・ 上 村 不 二 雄 : 西 紋 儲 図 幅 , 1950. 
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第 4 図 古 生 層 OBR) LER Ce) ORK Lt, VES PO AH 
WEG (Q) ・ 石 英 パ ッ チ (PA) と 灰 長石 大 品 と の 産出 境界 (破線 ) 
を 示す 。 ed ISDS Fs Pe SHEEN, EO Pa REDS tec A I 
Weebik, Fa rapes FAKE EER 0 

第 5 図 非対称 地形 を 示す 火山 の 模式 断面 図 , 黒色 部 は 基盤 岩 , Bite 
YEERT o 

第 6 図 古 生 層 (MRM) 7h (+A) DBR & , Bea OAs 
外来 結晶 (Q) ・ 石 英 パ ッ チ (PA) UREA と の 産出 境界 (破線 ) 
を 示す 。 茶 互 后 を 含む 区 域 が 八幡 平 図 幅 地域 , その 西 隣 が 森吉 山 図 
te FAPa BEDS FAR BEES 上 が 線 は 県 境 を 示す 。 


村 が 調査 し た る も ので, AMIHRAOB FEAL RB Lio HMAC BY Cite - 
別 岳 を は じ め 連 吾 す る 山岳 は 煙 石 安山岩 か ら 成 り , 角 隊 石 や 石英 を 和食 ん で いな い 。 MAUL 
の 基 毅 は 新 第 三 系 訓 縫 統 を 六 と し 古 期 岩 石 や 酸性 深成岩 は 全く 殻 われ て いな い が が , RRO 
登別 温泉 図 幅 地域 北東 隅 に は 古 生 層 が み ら れ る 。 

第 1 表 を みる と 〇 @ は 全く な く PA は わ づ か 2 枚 み られ る が 図 幅 地域 北 縁 に 近い 関内 沢 
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(関内 部 落 東 方 の 沢 ) で 得 ら れ た も の で ある 。 この 地域 の 大 部 分 な 邊 考 を 欠く も の ・P+ 
GG あるいは P か ら 成 る 。 灰 長石 大 品 は や は り 関 内 沢 で 見 出さ れ Mis OF 
載 さ れ て いる が , 上 村 の 談話 で は これ より や や 小形 の も の な ら ば 意 別 王 を は じ め 地 域内 の 
所 々 で 見 出さ れる と いう 。 

BER - WH BLU PALM 3 図 幅 地 域 を 線 合 す る と , 〇 @ お よび 玉 を 含む 峰 岩 と 灰 長 
大 大 品 を 含む 帳 岩 と は は つき り 分 れ て 分 布 し , ご れ を 図示 する と 第 4 図 の よう に な る 061 
お よび PA を 含む 類 岩 は 酸性 深成岩 の 混成 に 関係 が ぁ り , 灰 長 石 大 卓 を 含む 類 岩 が 古 生 層 
の 況 成 に 関係 が ある と する と , この 分 布 図 は も ちろ ん 蜂 岩 流 の 分 布 に よ つ て 示し た も の で 
ある か ら , 両 種 の 基 走 岩 の 分 布 が 必ず し も この 図 の 通り で あぁ る と は 言え な い が ほ ぽこ れ に 
近い で あろ うと 推 穴 され る 。 

Q ぉ お ょ よび PA の 産出 と 灰 長 石 大 唱 の 産出 と が 相反 する 例 は 他 で も 見 られ る 。 頒 坂 ・ 草 
津 両 図 幅 地域 で は Q -PA を 多 産 する が 灰 長 石 大 品 は 全く 産 し な い 。 沼田 図 幅 地域 内 の 子 
持 火 山 で は 灰 長 右 大 品 を 産 す る が Q-PA を 全く 産 し な い 。 し か し 叫 田 図 幅 地 域内 北東 部 
に あぁ ある 俣 知 容 別 火山 の み は 例 外 で , EUR Q BLU P を 含む が RMB IK 
長石 大 品 を 有する 。 こ の 大山 は 〇 Q・ お よび 灰 長 石 大 唱 両 分 布 区 域 の 中 間 に 位 置 し 両 類 
岩 の マ グマ 溜 の 位置 が 酸性 深成岩 及び 古 生 層 中 に それ ぞ れ 位置 し て いる た め と 思わ れる 。 

次 に QP・G お よび 以 の 含有 と ビジ ョ ン 糞 石 買 ・ 紫 藤 煙 石 質 両 岩 系 と の 関係 を 徳 
Fees - CA MRR MAOR ICR CHAR. 第 4 表 で は 石 基 江 石 が 微細 また は 三次 
的 変質 の た め 種 類 の 判別 困難 の も の を 除い て ある 。 こ の 表 か ら わ か る こと は QQ ・ 以 の 信 
Ble ABR BARS, P は ビジ ョ ン 坦 石 質 岩 系 に 比較 的 少な く , G は 両 岩 系 の 
MOC HE DEAL EOE LECH Se 観察 し た 落 片 の 数 が 少な い の で 速 断 は 許さ れ 
な い が 上 記 の 傾向 は 他 地 域 で も 認め ちら れる 。 な お 灰 長 石 大 品 を 信 む も の は ビジ ョ ン 交 右折 
岩 系 の 4 者 を 欠く も の に 限ら れ て いる 。 第 4 表 に 用 いな 薄 片 その も の の 中 に 灰 長 石 大 品 が 
含ま れ て いな く て る も 是 田 図 幅 地域 内 に は 灰 長 石 大 品 の 産地 は 多く いづ れ も UY SV IRE 
賃 岩 系 に 属す る 。 筆者 の 見 義 し た 範囲 内 で は 灰 長 石 大 品 を 含む 類 岩 は すべ て ピジョン 将 石 
質 岩 系 で あつ た が , BINORIECLLY L Z RRB BR BROBRBCEW 5 © 
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D 北海 道 仁木 図 柱 地域 内 の 火山 ず 図 幅 地 域内 に は 新 第 三 紀 訓 終 ・ 八 雲 ・ 黒 松 内 の 各 
期 に 下る 火山 岩 ・ 火 山 砕 選 岩 お よび 堆積 岩 が 広く 分 布 し , CnNb HLL CHE - 
余市 岳 ・ 朝 星 岳 ・ 大 全 山 ・ 小 登山 その 他 火 山 が 叶 起 し て いる 。 SNS BGR SS 
KY LIZ LIS E GH COSY ABAIRD BNA LOL BRIE FES 
こと が 多い 。 MBH RA O ARSE WAAR RSE FEAR 1 表 に は 険 外 し た 。 図 幅 
地域 内 に は 新 第 三 系 より 古い 岩石 や BERRA Bon Conor, BO Ae 
幅 地 域内 に は 新 筑 三 系 を 貧 ぬ く 石 英 隊 緑 岩 が 赴 わ れ て いる 。 この 地域 内 の 地下 深 所 に も 
英 医 緑 岩 類 が 広く 存在 し て いる で あろ うこ と は , 新 第 三 系 中 に 金銀 その 他 の 鉱床 が あり 
ZBL - BEG MESORR EARS LVAD DER A NB o 地域 北 縁 た 近い 俗 部 
(BW CRBS AEM D BBE PICK RAKES So 2 OBE SIC DMS 
西部 図 幅 地 域内 に も 連続 し そこ で も 灰 長石 大 品 の 産出 * BRMCSNTW4. (ORME 
PRL BALC AED © Se SERS GL BRERA ALGO LOCH), GEMS 
FEREALV RO Aa KW RIK BOWE RAD ONSZREBA Ht BRR 

第 1 表 で は る を 考 を 欠く も の が 全く な く QL 上 P+GIPM B4H-G+P-+G WIRES 
し て QP FA BIMSD, この よう に 酸性 深成岩 の 混成 作用 が 著しい が , これ は グリ 
マタ フ 地 域 で 地質 構造 が 複雑 し て いる の で 混成 る 機 会 が 多 か つ た 泡 で あろ うと 推 窒 する 。 

次 に 赤井 川 火 山 姓 岩 を 一 覧 する 。 い づれ る も 安山岩 で は ある が 鏡 下 の 観察 , 特に 有色 鉱物 
FEmOMGUICBY CHACH4.MIREA Rie Seb LUA ALE 
tL, Liz Lie - REPENS IDELAEAW MAR BA IE L ROR 
AFPic bat 7 KMRL CWS 斑 品 斜 長 石 を 観察 する と 柱状 自 形 の も の ・ 破 片 状 の も 
の ・ 柄 人 触 を 受け 円 味 を 帯び た も の な ど 種々 の 形状 が あり , ER TMDLO - HE WZ 
A, 鉄 鉄 な ど を 多く 包 有 し た も の ・ 著 し く 汚 温 し た も の … 著しい 反 秦 黒 帯 構造 を 示す る の 
な ど 種 々 の も の が 見 られ , HOCLINGEU V7 VORB AMBER LILIES AG 
れ な い 。 こ の 基山 の 燃 岩 に 何故 この よう な 著しい 混成 現象 だ が だ みち ら れる か に 就 い て は , 図 幅 
説明 書 で も 述べ た よう に 顕著 な 構造 線 中 に マグ マ が 導入 し た か ら で あ つて , その 上 に 基山 
体 を 建設 し た 。 ほ ぽ 南北 に 走る 顕著 な 構造 線 を 挟ん で 東西 両 区 域 の 基盤 に 著しい 高低 差 が 
HY, また 拓 山 体 と 断面 も 非対称 で ある の は 注意 すべ き で ある (第 5 図 参 雪 ) 。 

E 北海 道 岩 内 図 幅 地域 内 の 火山 3 仁木 図 幅 の 南西 基 に 当る 岩内 図 幅 は 広川 お よび 村 
山 が 調査 し , その 薄 片 を 借用 し 検 鏡 し た 。 図 幅 地 域 の ほぼ 中 央 に 岩 雄 登 火山 が 八 え その 西 
に 連続 し て 雷電 火山 の 一 部 が ある 。 ONS KWOKRBI MBH MA CASLN SRY Clik7 
リン タフ の み で あつ て 古 期 岩石 や 酸性 深成岩 類 は 全く 十 わ れ て いな い が , 北 蔽 の 茅 沼 図 幅 
地域 内 に は 古 生 層 や 酸性 深成岩 が 小 面 積 に 分 布 し て いる 。 

岩 雄 登 火 山 の 活 動 初 期 に は 多量 の 火山 砕 選 物 を 叶 出 し , その 後 類 岩 お よび 基山 砕 局 物 を 
繰返し 噴出 し , 初め に ワイ スス ホル ン 噴 出 物 , 次 に ニセ コア ン ヌ プリ 叶 出 物 お よび チ セ ヌ プ 
リ 噴 出 物 が , 最後 に これ ら SOC MICRA MMA tN SL RL ho MHD IK 
山 砕 選 物 中 に は 古 生 層 の 千 枚 岩 の 角 春 が 包 有 され て いる 。 4 噴出 物 の うう ち チ セ ヌ プリ 噴出 


1) KBB: LAACH- ARB: 仁木 図 幅 , 1954. 
2) 石川 優 夫 : AH. 
3) 広川 治 ・ 村 山 正 郎 : BARE, 1950. 
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物 の み は 石 英 ・ 角 関 石 の 外来 結晶 を 含ん で いる の で 第 1 表 に は 除き , HHO SRM 
FEC FE UCR EPO ICRU ho この 地域 内 の 雷電 火山 噴出 物 は 岩内 岳 噴 出 
物 と その 後に 生じ た 上 且 国 内 岳 噴 出 物 と か ら 成 り , 前 者 の 全部 と 後者 の 前 期 の も の は 婚 石 安 
Lis CUE EES, 後者 の 後期 の も の は 角 阿 石 を 伴い 第 1 RCI RHEL eo 

第 1 表 を みる と 両 火山 噴 出 物 の 特徴 は 共通 し て いる 。 4 者 を 欠く も の が 全く な く P+ 
G ゃ G を 主 と し ま れ に PP を 有する 。 こ れ は 両 火 山 噴出 物 が 古 生 層 を 混成 し その 影響 が 
BLM LL ERT HAE KUO 4 MDI SbF eT VHD ARBR - AHAO 
外来 結晶 を 含み 他 の 3 者 の 西方 に 位置 し て いる が , マグ マ 溜 は 酸性 深成岩 中 に 位置 する と 
推察 され る 。 雷電 火山 噴出 物 の うち 目 国 内 岳 噴 出 物 の 後期 の も の は 角 関 石 を 含む が , KW 
活動 の 進む に 従い マグ マ 汐 の 位置 が 古 生 層 か ら その 下位 の 酸性 深成岩 中 に 下 つ た た め と 
BASNSo 岩 雄 登 火 山 は 多く の 内 丘 の 療 立 か ら 成 る が 填 島 山 図 幅 の 項 で 述べ る よう に , 
ZOLIABMI 7 TBBMC SY PORMICH EMS <, 従 つ て 混成 作用 が 
行わ れ 易 か つた と 推 穴 され る 。 

F 岩手 県 八幡 平 図 幅 地 域内 の 火山 り こと 図 幅 は 河野 お よび 上 村 が 調査 し 薄 片 を 借用 
し 検 鏡 し た (第 6 図 参照 ) 。 図 幅 地域 内 に は 交 石 安山岩 か ら 成 る 多く の 火山 が 分 布 し , = 
2% OW SF AKI - SARA + BLK - MARAIS EURAAI CHS UNBIEL 
LISSA GOD AAS bdo MAUOCBE ICL ARRUBAG (OAL 
的 に 新 第 三 紀 の 堆積 岩 お LUKE MAALNSD, 古 期 岩石 や 酸性 深成岩 類 は 現われ て 
いな い 。 古 生 層 は 東 隣 の 沼宮内 図 幅 地 域 の 東部 一 帯 に 広く 分 布 す る ほか , ICO BUN 
・ 西 隣 と 森吉 山 図 幅 お よび 北西 隣 の 大 募 図 幅 講 地 域内 に 小 規模 に 見 出さ れ , 後 2 者 で は 酸 
性 深成岩 に 伴っ つて いる 。 BARR EOD BRC SARIS よび 南西 葬 の 田沢 湖 図 幅 
CHB LUE 外側 に 連続 し て 広く 赴 わ れ て いる 。 

<7 GEM HIEBO Db, 岩手 火山 帳 岩 産 の 灰 長 石 大 品 は 既に 報告 され て お り , VE 
PII VARKER RAR ( 長 さ 約 2cm) が 見 出さ れ , ABR BS IC 
WKAR GSH 1.5cm) の 結 品 弾 が 話 め られ $k BRASIL MMAC SARE 
片 を 有する 。 大 黒森 火山 類 岩 に は 石英 を 酸性 斜 長石 の 外来 結 品 が 認め られ る 。 

この 地域 の 名 類 岩 を 代表 する 68 枚 の 薄 片 を 検 し た が , 地域 内 を 疾 岩 の 特徴 に よっ つて 
2 区 に 分 ける こと が で きる 。 すなわち 1 つっ は 古 生 層 の 外来 岩 片 や 灰 長 石 大 唱 を 含み PA を 
有 し な いも の で あり , 他 は Q - PA を ゃ 酸性 斜 長石 の 外来 結 品 を 含み 酸性 深成岩 の 影 枚 を 愛 
けた と 思わ れる も の で ある 。 両者 は 明らか に 分 布 を 異 に し 前 者 は 地域 東部 を 占め 大 谷地 ・ 
前 森 ・ 丸 森 ・ ニ ニッ ツ ッ 森 ・ 岩 手 の 諸 火 山 を 含み , 後者 は 地域 中 部 お よび 西部 に あり 焼山 ・ 八 幡 
平 ・ 茶 白山 の 詳 火 山 を 含む 。 第 1 表 に は 焼山 火山 を 除き 上 記 2 区 に 分 け て 示し た 。 
焼山 火山 彼 岩 に は Q・PA が か な り 多 い が G や PI+G も 相当 多く 4 者 を 欠く る の は 
全く な い 。 こ の 大 山 を 調査 し た 角 清 愛 の 談話 で は , 本 火山 初期 の 糖 岩 は ピジョン 協 石 質 岩 
AD OUD < EMO b OVE ERMA RSRO DS OBBWo ¥ PACKS BIE 
EBL RM BOSERAH & 1 個 認 め た と の こと で ある 。 本 火山 の マグ マ 演 は 古 生 層 お よ 
びそ の 下位 の 酸性 深成岩 の 境界 附近 に 位置 し て いる よう に 思わ れる 。 


1) 河野 義 礼 ・ 上 村 不 二 雄 : 八幡 平 図 幅 (近刊). 
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GG 秋田 県 森吉 山 お よび 田沢 清 図 妨 地 域内 の 火山 D3 これ ら 両 図 幅 は 大 沢 お よび 角 が 
調査 し その 薄 片 を 借用 し 検 鏡 し た 。 主 な る 火山 に は 森吉 ・ 柴 倉 お よび 荷 葉 な ど が あり , KH 
此 は 酸性 深成岩 の 上 に の る 新 第 三 紀 堆積 岩 お よび 火山 岩 類 で ある 。 

FA KURA RU 5 RY LIE LISHGEG EES 0 薄 片 は わ づ か 4 枚 で ある が い 
づれ も Q を 含み 酸性 深成岩 の 影響 が 著しく , COND 3 MICRA EROS RE RS 
見 出さ れる 。 森吉 火山 外輪 山 姓 岩 は 両 煙 石 安山岩 か ら 成 り , 中 央 火口 F :, よ び 寄 生 火 山 峰 
AAA Ril at SHRI bY 塩基 性 で ある に も 拘ら ず いづ れ も QO FE 
み , 大 抵 の 場合 酸性 斜 長石 や オ パ サ イト 化 さ れ な た 角 関 石 の 外来 結晶 を 含み 酸性 深成岩 の 影 
BRB Leo SRL hb TOWBAR S PBON PA が 多く P も か な りあ り 1 枚 の 薄 
片 に は 酸性 斜 長石 の 外来 結 品 が 認め ち れ た 。 

fae JK LS is Ls os 新 期 外 輪 山丸 岩 ・ 寄 生 火 山 お よび 中 夷 火 口 丘 峰 岸 と で は 
BAOBL <BR, MOBEE CARR SRE RUS CLIZLISHEAECA 
UY SY ARB ADVLOUS<, KRaKs ( 長 さ 15~2cm BK 4cm) を 産 す る 。 
Le sy alliges - SEK BLU PRADA RAAB ARUS CREASES 
系 に 属す る も の が 多い と いう 。 第 1 表 を みる と 前 者 に は G・P+G が 僅か に 認め られ る 
の み で あぁ ある が , 後者 で は 4 者 を 欠く も の が 全く な く Q-ABLY G が か な り 多 く 認 め 
られ 酸性 深成岩 の 影響 を 受け て いる 。 

HH 群馬 県 沼田 図 編 地域 内 の 火山 や 図 幅 地 域内 に は 子 持 火 山 の 東 半 部 と 赤 域 火山 と 
が 含ま れる 。 FHAMABERUED 6 KY ISLISMBAE HG 71 DRMOKS 

TEED AIS fAPT EO CARE ISU CHS 0 HIE LA PRO CBD 
NHAAKOP AKAMA D)RAICLORBON CHET, その 下位 の 岩石 は 不明 で ある が 
OREO MA DHL AG CHEB AS FICRRATICBIRRMEASSLBASNSZ. BIR 

を みる と 4 者 を 欠く も の が 大 部 分 を 占め G が これ に 次 ぎ P+G が わずか 1 枚 認 め ら ちら れ 
Bo 4 者 を 欠く も の の うち の 2 枚 に は 灰 長石 大 上 品 ( 長 さ 7mm 以下 ) が 含ま れ て いる 。 
子 持 火 山 峯 岩 は 古 生 層 を 多少 混成 し その 影響 が G や ゃ 灰 長 石 大 上 唱 と な つて 現われ た と 考え 
bh, 酸性 深成岩 の 影響 は 受け て いな い 。 MROKRADIBRIS ADEE POT SN, K 
山 活 動 の 最 末 期 に マグ マ 溜 の 位置 が 酸性 深成岩 まで 下っ つた た めで あろ 3 う 。 次 に G の 出現 
が ビジ ョ ン 灯 石 質 ・ 紫 菊 煙 石 質 両 岩 系 に どの よう な 関係 が あぁ ある か を し ら べ た が , TERE - 
蛇田 両 図 幅 地 域 の 場合 と 同様 の 結果 を 得 た 。 MMBROPHM ey ay RAR BAS 
Diz (第 5 表 )。 すなわち G の 出現 は 両 岩 系 の 種類 に は あぁ まり 関係 が な いよ う で ある 。 

赤城 火山 は 主 に 煙 石 安山岩 か ら 成 り , Rear SA—-MCIANALHOTWSo 
この 角 図 右 を 伴う 薄 片 は 第 ! 表 に は 除い て ある 。 山 項 の カル デラ 内 の 3 HRA 
PSA DER ZA CHS 基 毅 は 古 生 層 及び 中 生 層 か ら 成 る 。 山頂 の カル デラ の 
南方 環 壁 の 表土 の 上 に 古 生 層 の 角 和 が 散乱 し て いて 最近 の 火山 撤 出 物 と 思わ れ , 大 山体 の 
直下 に は 古 生 層 が 分 布 し て いる こと が わか る 。 また 北方 山 艇 に は 花 向 斑 岩 が 局部 的 に 露 わ 
A, RRO PEMA CATERER BOG (BH OS. 基 毅 岩 の 分 布 を みる と 古 


AVE - vee : 森吉 山 図 幅 , 1957. 
夫 沢 穫 ・ 角 清 愛 :, 田沢 湖 図 幅 , 1958. 
太田 良平 : JSR, 1952. 

太田 良平 : 地 調 報 , 151, 1952. 
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第 5 x 。 期 岩石 は 赤城 火山 山体 東 半 部 に し か 分 布 ず , 西 

半 部 に は 新 第 三 紀 以後 の 岩石 が 分 布 し て いる 。 こ 

8 の よう に ERMH ZO VON BV MERA HY 
edad | 火山 体 は 東方 より 西方 に 発達 が 著しい (第 5 BS 

く at) 6% FA) 9 従 つ て SEALE Vc AY 7k ERO TEESE 

ae : 定 さ きれ, © OBB ABERS BRI « BARI + Ae 
SH | 19 § 04 | bo diy 城山 ・ 林 名 山 お よび PRM SS BULL 
a RE LOR AIC AKI WER L Poo BEAIED OTS 
— shuns の 火山 峰岸 の 混成 作用 に 就 い て 論じ , HEL CHE 
ae 1 | | RO BEBE RNLRERBOT Vi tBSA, 一 部 
fe Seay MEE EHO EE EV COIL EMS 
ay | た が , 混成 作用 が 著しい の は マグ マ が この よう な 
Sit | 31 8 | 30] GE ADERRHICSEAL Teak bo UCT B tao 


第 1 表 を みる と 4 者 を 欠く も の が 大 部 を 占め 
G が これ に 次 ぎ G+PA が 3 枚 ・-P+G が 1 枚 ぁ る 。 G+PA を 除け ば 子 持 火 山 の 場 合 
に 似 て いる が , これ は 其 上 盤 岩 の 大 部 分 が 古 生 層 また は 中 生 層 で ある た めで ある 。 赤城 火山 
に は 外輪 山 類 岩 に 角 了 石 を 伴う 輝石 安山岩 が あり , ERAN Roa HARUAK YD 
G+PA が 3 枚 見 出さ れる の は , いづ れ せ も 花 賠 岩 質 岩 石 の 影響 を 部 分 的 に 受け て いる た め 
で , いわ ば PA を 含む 煙 石 安山岩 は 通常 の 輝石 安山岩 と 角 隊 石 を 含む 煙 石 宏 山 岩 と の 中 間 
型 で ある 。 

I 長野 県 須坂 図 貴 地域 内 の 火山 り 休 坂 図 幅 の 西 半 部 は 北信 グリ ンタ フ 地域 に 含ま 
れ , 東 隣 の 草津 図 幅 の 東 半 部 は 上 越 グ リン タフ 地域 に 属す 。 グ リン タフ を 貫 く 石 英 関 緑 岩 
FEU Ti RHI AS RC RET SAS, BEES EER ICER OAL IRE DHRC ISLE VERS 
分 布 し て いる 。 両 グ リン タフ 地域 の 聞 に は AM - OT - (人 須坂 図 幅 地域 ) 及び 草津 自 根 
( 章 津 図 幅 地域 ) の 諸 火 山 が 噴 起 し , これ ら 講 火山 は 基 毅 に ある 新 第 三 紀 末 ~ 更 新 世 初 の 
目 期 火山 岩 と 共に 石英 外来 結晶 を 含ん だ も る の が か な り 多 い が 角 関 石 を 含ん だ も の は な い 。 

Se 1 HS Clk FURR BHIR ACR T SEA A LU AS 草津 図 幅 地 域内 に 分 布 す る 
も の に 併せ, PCR IO RRC AAR T SRM RAW LUO REARS BADD ADOT 
省略 し た 。 BRS LUMA ORMES, 2b OARS YKWGBRERAEL C ROP 
ABA eli v Sa % RT Ze a> BC BRUCE & PES o 御飯 火山 の 中 央 火口 丘 で 
SONA SOAIIA NH 4 bHREAT S RES OSRG BREEN TCH 

HUREAS & AMAL + OPK BS EULA SIC AS AMR Y Bt 
い 。 TREY MCNENHOCWHlLS 拘ら ず 共通 性 が み ら れ る の は 注意 すべ き で あつ 
て , 基 此 岩 が 共通 し て いる こと に 原因 する 。 4 者 を 欠く も の が ほぼ 4 割 を 占め , 4 者 を 含 
む も の や 3 者 を 含む も の な ど 相 当 多 く , Q SP を 含む も の が 少く な く 酸 性 深成岩 の 影 
響 が 著しい 。 な お 氏 坂 図 幅 地 域内 の 65 ROW PUY aT HBS RT Sd Od 
阿 火 山 初期 流出 の 小池 山 類 岩 の 1 枚 の み で これ は 4 者 を 欠き , 他 の 64 IES ¥ WHE - 
HAA SARIS So 御飯 ・ 四 阿 両 火山 は 草津 自 根 火 山 と 同じ く マ グマ が 顕著 な 構造 線 中 


1) 太田 良平 ・ 片 田 正 人 : AR, 1955. 
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に 導入 し 山体 を 建設 し た も の で , RACHEL 高低 差 が あり 山体 の 発達 る 非 対称 で ある 
(第 5 図 参照 )。 ; 

J 群馬 県 草津 図 幅 地域 内 の 火山 り この 図 幅 地域 内 に は 草津 白根 火山 と その 基 毅 に あ 
る 新 第 三 紀 末 ~ 更 新 世 初 の 旧 期 火山 岩 と が ある 。 いづ れる も 両 煙 右 安山岩 か ら 成 り 稀 に 林 機 
石 を 件 い 石 英 外来 結晶 を 件 う も の が 少く な い 。 草津 白根 火山 の 青 薬 妊 岩 の み は 特 異 で あつ 
て 石 基 は ガラ ス 質 で 球 題 に 富み し ば し ば オ パ サ イト 縁 を 有する 黒 圭 革 外 来 結 品 を 有する 。 
第 1 表 を みる と 4 者 を 欠く も の が 暴 常 に 少く わ づ か 89%% で あつ て , 4 者 を 含む も の や 3 
者 を 含む も の な ど が 多く QPP を 伴う も の が 少く な い 。 こ れ は 拓 坂 図 幅 地 域内 の 火山 
の 例 と 同じ で , 地質 時 代 の 異な る 草津 白根 火山 お よび 帳 期 火山 岩 に 共通 し て み ら れ る 。 す 
な なわ ち 庄 岩 そ の も の の 特性 で は な く 基 盤 岩 が 共通 し て いる こと に 原因 が あぁ る 。 

BBREARKURLWO ON b RRA RBAIC RT So 旧 期 火山 岩 の う ち ビ ピジョン 
煙 石 質 岩 系 に 属す る の は わ づ か 2 枚 で あつ て , 内 訳 は 4 者 を 欠く る も の が 1 枚 ・Q が 1 枚 
CH), 残り は 紫 交 輝 石 質 岩 系 に 属す る 。 ビ ジョ ン 協 石 質 岩 系 に 属す に も 拘ら ず 石 英 外来 
結晶 を 含有 する 例 は きわ め て 稀 で は ある が 他 に る も (森吉 山 ・ 南 伊 豆 な ど ) 見 出さ れ て いる 。 

次 に 非対称 地形 の 火山 の 1 例 と し て 鳥取 県 大 山大 山 を 一 和 覧 する 。 中 央 火口 丘 の 弥山 
(RBPAW) F302 NW-SE 方 向 に 顕著 な 構造 線 が 走り , Cnesee CHS 
の 高 さ に 著しい 差 が あり 西側 の 方 が 造 か に 高い (第 5 図 参照 ) 。 粗 粒 質 黒 雲母 花 賠 岩 お よ 
び この 上 に 載る 旧 期 容 山 岩 類 の 中 を 走る 顕著 な 構造 線 に そい マグ マ が 導入 し , CO EMK 
山体 を 建設 し た も の で マグ マ 注 は 前 記 花 賠 岩 中 に ある 。 RKWOBRIELA LARRY 
BCH EM ms 角 図 石 を 主 と す る も の が 多く 黒雲 母 また は RST PA 
LBTS%Db5S0. LPLECZHASA AUB BOM HBR Kab ANDO 
LOBE PIRIZLAAEU G ・PA に 宮 み P も み ら れ , PRVUACZYEA 
し た 酸性 斜 長石 や 黒雲 母 か ら 由 来 し た と 思わ れる オ パ サ イト る も 和 で は な く 認 め ら れ , BR 
に あぁ ある 黒雲 母 花 賠 岩 の 混成 が 著しい 。 従 つ て 前 記 角 史 安 山 岩 の 成因 も 黒雲 母 花 賠 岩 の 混成 
の 立場 か ら 考 察し な けれ ば な ら な いと 思わ れる 。 

K 長野 県 下 訪 図 幅 地域 内 の 火山 3) この 図 幅 は 沢村 お よび 大 和 が 調査 し その 薄 片 を 借 
用 し 検 鏡 し た 。 HRD REUSE AAUREZEO POLICE ZO AKUOTRMD ERE 
な し た 更新 世 (ある い は 第 三 紀 末 ) の 旧 期 火山 岩 が 広く 分 布 し て いる 。 ま た 地域 内 に は 古 
生 層 が 西 半 部 に 小 規模 に 赴 わ れ , 新 第 三 紀 の 堆 征 岩 類 お よび 塩基 性 ~ 酸 隆 の 半 深 成 ~ 深 成 
岩 類 は 広く 分 布 し , BRAGS Unb FRR RL CHP ICES HET So 

前 述 の 目 期 火山 岩 は 両 煙 石 安山岩 か ら 成 り , 第 1 表 で は P ・G お よび P+G が 認め 
られ 酸性 深成岩 の 影響 は 受け て いな い 。 

7 BOK NS 桶 状 火山 で 石英 安山岩 か ら 角 安山岩 に 少 次 変化 し て 活動 し た 第 1 期 類 
SFL, AOE RUE 5 PRUE BSR ORM b MAM 2A SBE a 
ら 成 り , hic“ - BARU nBRAWSHEDRABKE So KKM alk 

ARTE RE AIL ODO SAYS KB A CW So 第 2 BaP AIAG 
inns icine 1 表 に 省略 し て あり , HAASE BARU aRT 


1) 太田 良平 : WERE, 1957. | ron 
2) 太田 良平 : 大 山 図 幅 ・ 湯 本 図 幅 及 び 米 子 図 幅 (近刊 ). 
3) 沢村 孝之 助 ・ 大 和 蛍 次 郎 : 諏訪 図 幅 , 1948. 
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ZLB PBL) Mean TH Zork MEARE ORV. CENTOS 
WHINE CHS. 第 1 表 を みる と P-G HEU P+G PHC UL LOMTIARIK 
WHEEL TSA, Sow QHLU PA を 含み 前 記 の 酸性 斜 長石 の 存在 と 共に 
基 毅 の 石英 話 緑 岩 の 影 疑 を も 部 分 的 に 受け て いる こと が わか る 。 MO P・G お よび 
+G の 大 部 分 は 石英 関 緑 岩 以外 の 岩石 例え ば GER E OIEMICE SO ( o BUAKUG 
岩 は 化学 成分 の 舞 囲 が 広く 各種 の 火山 岩 を 産 す る が , これ は 同化 し た 岩石 の 種類 お よび そ 
の 程度 が 一 様 で は な か つた た め と 人 解 さ れる 。 

L 静岡 県 沼 涯 区 門 地 域 計 の 火山 り この 図 幅 は 沢村 が 調査 し その 薄 片 を 借用 し て 検 鏡 
Lito 夫 域 内 に は 愛 雇 火山 の 全部 と 矯 根 ・ 湯 河原 ・ 多 賀 そ の 他 火 出 の 一 部 が 見 出さ れる 。 
基盤 は 第 三 紀 の 堆積 岩 お よび 火山 岩 類 で 古 期 岩石 を 酸性 深成岩 は 全く 吉 わ れ て いな い 。 B 
座 火 山 噴 出 物 は 古 期 玄 武 岩層 と 新 鞭 安山岩 層 と に 2 大 別 さ れ , 後者 の 下部 に も 玄武 岩 を 相 
する が 第 1 表 に は 玄武 岩 は 除い て ある 。 KWAME CHIMES ZSHSU 
WIESE RE CHS. HMAC AKI Bt MRL ICRC A RLS E 
7s AMR RUE CHS. 地域 内 の BIRKS ERMA RUS th 
So HWRAOSRKUGAE MEARE RABE CERES EENTCHARH 1 
表 に は 険 い て ある 。 

第 1 表 を みる と 箱根 ・ 多 賀 お よび 湯河 原 の 護 火 山 に 就 い て は 観 祭 し た 薄 片 が 少な い が 
いづ れる も 4 者 を 欠い て いる 。 愛 應 火山 で も 25 枚 の 薄 片 中 G が 僅か に 4 枚 認 め ら れ た の 
み で あぁ る 。 以上 の 事実 は この 地 域 の 火山 岩 は 混成 作用 特に 酸性 深成岩 の 影響 を ほとん ど 愛 
け て いな いこ と を 示す 。 

M 宮崎 県 唆 鳥山 図 貴 地域 内 の 火山 や この 図 幅 は 沢村 お よび 松井 が 調査 し 地域 内 の 
大 部 分 を 占め る 填 委 火山 の 落 片 を 借用 し 検 鏡 し た 。 BE KIN ME BRS FC 
両 光石 安山岩 か ら 成 る 。 50 万 分 の 1 PBB k SL KIC E EL CRRA 
の 中 生 層 で 酸性 深成岩 類 は 本 火山 か ら 南 ・ 西 お よび 北東 方 それ ぞ れ 約 50km SERCH 
近 に 臨 わ れ て いる 。 

第 1 表 を みる と P+G が 異常 に そ 多 く G が これ に 次 ぎ , 4 者 を 欠く も の や Q- PAB 
少 い 。 AR? は この 火山 の 地形 を 観察 し “本 火山 が 数 多 の 火 丘 の 格 立 か ら 成 る の は マグ 
マ 汐 が 漢 所 に あり , POMMCHARMSRPOREDMCHS”’ と 述べ て いる が , この よう 
な 場所 は 混成 作用 が 行わ れる 機会 が 多く , 第 1 表 で 4 者 を 欠く も の が 少な い の は これ を 未 
L, まだ Q・ 以 が 少く P+G が 異常 に 多い の は 席 ら く マ グマ 漁 が 主 ど し て 中 生 層 を 況 
成 し て いる た めで , 酸性 深 成 加 類 の 影 款 は あま り 受 け て いな いよ うに 思わ れる 。 MIA 
Feev ay Bas - REAR MERCAY CHO 表 に 示す 。 この 表 に は 右 基 が 姜 リ 
く ガ ラス 質 の も の や 構成 鉱物 が 役 細 で 両 岩 系 の 判別 の 難し いも の ( 計 3 枚 ) を 除い て あ 
る 。 この 表 を 観察 し 次 の 事実 を 知り うる 。 即 も ビジョン 畑 石 質 岩 系 に は 4 者 を 欠く も の の 
大 部 分 が 含ま れ , P+G より も G が 多く , Q-PA 及び 酸性 斜 受 石 な ど は 全く 認め られ 
な い 。 RAR BAC P+G が G LER THPIB Wo AKIN PAB 


1) RAAZH : WEP, 1950. 
2) IRAAZH - MIRE > BSW GET) 
3) 本間 不 二男 : ar, 19, 別冊 , 1938. 
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OE TN NA ps ie EIEIO RT TTT ETE < 

x pepe eee ee fa 
を Re iG + AG 
G PA PA oo G 
+ 考 
EYE 6 2 9 3 x… 石 基 ま た は 品 
Y HES | (x1) (3) 20 | WiC EEMGK Mee 
ヨ 石 系 a する も の 
0+ MET HEA eA 
BP] oh By ch 7 dy cb] SERRE 
x x x & x x Wie る 平行 
fs (33) (23) (3 卓 を 念 む も の 
A. FPMEBI 
& | 7 3 21 68 i) oe 4 1 hey UEP RGe 
7 
1B 成 作 用 
zt DM th 
ほとん ど 見 られ な い | や や み ら れ る | 著しく み ら れ る 
A 酸性 深成岩 は 晩期 O-P-PA 2s | Q- fe ee PA が | RRBAGER Mo 
ron (Semon nez 7:0 )| mI AN Ap 。 Wales 
基 wR YER SNA o Aa Wie ん を ん ど KG 
成 PRE | MEG Os ES 
at Ko fans BNA 
類 | DF SRE AL 

| | 器 到 

RE pris! . Fa 7ROo 
+ | G が 僅 に み ら れ る 。 | GLOPA GLPXS くみ | 灰 長石 大 品 を 含む 

| み ら れ る 。 られ る 。 こと が ある 6 Gee 
uw |g | ほとんど ビジ ョ ン 畑 | PA, 酸性 斜 長 石 * 
= 石 質 岩 系 。 SERENE Rt | SRR EEA | faBG - BRO 

層 0 RPA Bo 外来 結晶 を 欠く 。 
‘~ oO | 
の 混成 が 著 し か つ た こと が 推察 され , 一 部 は BERS HEL ZI CH BHA 


石 を 含む も の が か な りあ る 。 次 に 地域 的 に 考察 する と ビジ ョ ヨン 石 質 岩 系 の 岩石 は 本 火山 
BRACHR- BTR - ova: ReBORMHMICREN CH, COMIC) REA 
BEAD BBPL LOBACBEPIKC Q・PA・ 酸性 斜 長 石 等 を 有する も の が 混在 し て い 
Bo 他 の 地域 で Q・PA・ 酸 性 谷 長 石 等 を 有する も の は MR PHOLS 7 KIER 


の 新しい 時 期 の 糖 岩 に み ら れ , EYE RSH | RPMs cb Lb So 
5. 結 言 
区 石 安山岩 中 に 石英 外来 結晶 (Q) を 含み , RRA - SE OP FTiiia (P) Pat 


EA RE - PE LUGAR EDD ASRRRE (G) が 多く , 石 基 中 に 
 BREKMMLTZRR YF (PA) が 見 出さ れる な どの 議 現 象 は , 若 し も その マグ マ が 
有 マグ マ 汐 中 で 比較 抱 完 全 平衡 を 保ち つつ 結 此 作 用 を 続け た な ら ば これ ら の 生成 は 非常 に 
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季 で あろ うと 考え られ る 。 既 述 の よう に 多く の 火山 の 類 岩 に 就 い て , これ ら 講 現象 お よび 
それ ら の 組合 せ が 現 れる 頻度 を 統計 的 に 算出 し 第 1 表 に 示し た が , 地域 に よ つ て 著しい 特 
PRHSLEPDH Oo この 特徴 は 火山 活動 の 地質 時 代 に は ほとん さ ど 関 係 が な く 地 域 的 
の も の で ある 。 換言 すれ ば マグ マ に 固有 の も の で は な く , 主として マグ マ 汐 周壁 に ある 共 
BeEOREILALBAbNSo 大 山 の 項 岩 が が 古 生 層 ・ 中 生 層 ある い は 酸性 深成岩 その 
他 の いづ れ で ある か に よ つ て , これ ら 講 現象 の 現れ 方 が 違っ つて くる 。 ま た マグ マ が 姜 し い 
構造 線 や 破砕 整 な どの 地殻 の 顕著 な 弱 線 中 に 導入 し その 上 に 拓 山 体 を 建設 し た よう な 場 
合 に は 現れ 方 が 著しい 。 hides Oni Q を 除き あま り 注 意 さ れ て いな か つた が , 
酸性 斜 長石 ・ 角 図 石 や 黒雲 母 の 外来 結 唱 の 混入 , 灰 長石 大 品 の 混入 お よび 多量 の 外来 岩 片 
の 包 有 な どの 講 現 祭 と 共に , 混成 作用 を 論ずる 際 に 注意 すべ き で ある こと を 提唱 し た 。 
拓 山 体 の マグ マ 汐 の 位置 は 大 山頂 上 か ら 数 ~10km の 深 さ に ある と 推定 され て お り , 
RHO LD HEA CRERKBMO EAB (また は 中 生 層 ) の こと が 多い 。 こ れ ら 碁盤 
岩 の 影 響 が 混成 作用 の 程度 に よ つ て 凌 岩 中 に どの よう に 現われ て くる か に 就 て い , 等 者 の 
考え を 表示 する と 第 7 表 の よう に な る 。 


桜島 火山 1956 年 5 月 の 火山 弾 


New bomb of the Sakurajima Volcano 


種子 田 定 勝 (S. Taneda)* 
a FA 28) (J. Morita)* 


l 火山 活動 の 概説 
桜島 火山 は 1946 年 ( 昭 ・21) 3-5 月 の 活動 (KOE RAEN 700-750 m) 
の 後 , 南岳 頂上 の 旧 火 口内 の 1 点 か ら 噴 畑 人 上 る よう に な り , 1950 年 ( 昭 ・25) 6-7 
FLAT CHOW, その 後 静か に な つて いた 。 と ころ が 1955 年 ( 昭 ・30) 10 
月 13 日 14 時 52 分 突然 この 旧 火 口 か ら 爆 発 を 起 し て 登山 考 7 名 が 負傷 し た 。 
爆発 の 規模 は , 地震 波 と し て は 1018 erg, 噴出 量 と し て は 10! erg, 噴出 物 の 総 

量 は 50 Why, 降灰 は 80km ORC SRL I-Y, 

その 後 10 月 末 迄 に 17 回 爆発 を くり か え し て 一 応 静 まつ た が , 翌年 1 月 6 日 に 活動 
を 再開 し て , その 後 は 月 に 10 回 位 の 爆発 を くり か え し て 4 月 に 頂点 に 達し , 比較 的 大 
き な 爆 発 だ け で も 10 月 13 日 か ら 翌 (1956, 昭 ・31) 4 月 9 日 迄 の 問 に 約 50 回, 
5 月 20 BEC Rice 80 回 に 達し た 。 

活動 の 初期 ( 昭 ・30, 10 一 昭 ・31, 2) の 噴出 物 は 旧 岩 層 (火山 岩 塊 ・ 春 ・ 灰 ) で ぁ つ 
た が , COBH Ke (6 LO) の 軽石 ・ 火 山 弾 を 噴出 する よう に な つた 。 種子 田 は 1955 
( 昭 ・30) 10 月 以来 現在 迄 に 数 回 に わた つて 噴出 物 お よび 火口 の 状態 を 調査 し た が , 1956 


* 泌 州 大 学 理学 部 地質 学 教 密 . 
1) 福岡 管区 気象 台 要 報 , 13 号 , 1957. 
2) 津屋 弘 填 : GOBER, 34, 307~333, 1956. (英文 ) 
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年 6 月 中 一 下旬 調査 の 際 , お そら さく 5 APRN LE LRN SZ KUUMEREL i OF 
DK WBC OV> TL REG CHRIS HER FRETS Ho 

i, 火山 活動 は 6 月 以後 衰え て 8 月 に は 1 月 は じ め 程 度 に な つた が , 9 Acie MIRE 
な り 吐 火 回 数 は 通算 100 瑞 に 及 ん だ 。 その後 も 展 々 爆発 し た が 1957 年 3 月 以降 は 休 正 
期間 が 長く な り , 6 月 下旬 , SAE, 11 月 上 旬 , 1958 年 1 月 中 包 に 爆発 し て いる 。 

2. SUV A vy BK W 3B (Bread crust bomb) 

前 述 の よう に 1956 年 6 月 21 日 採取 し た も の で ある 。 

採取 場所 SHG BEISARHAM CRM SA (bt5¢ 9 日 -12 日 ) Ome 
出 物 と 思わ れる リリ 。 

肉眼 的 性 状 径 20cm 位 の パン 皮 火 山 弾 で , 内 部 は 淡 灰 色 ・ 軽 石 質 , MEE - 
BUS - RECCRAS), AVA Rare HAM+ I UCTAD ONS 

FARRAR 一 見 し た と ころ 内 核 部 (軽石 質 ) も 外 殻 部 も 構成 鉄 物 の 性 状 は 類似 し て 
いる 。( 主 に 外 殻 部 に つい て 観察 )。 Bd SG - PHU - RRR - RGRGK (2) 0 
BE ALA RRA TE - BR BARA L AFAR (ABD 
OAVABAL, 屈折 率 n=1.510~1.518), 

RE (plagioclase) HBX 2.5mm に 達する も の あり , 2.0-0.5mm 位 の も の 多 し 。 
An 80 へ 50 。 累 帯 構造 が か な り 著 し い (平坦 反 着 平坦 又は ノル マル )。 

SiR (augite) 3.05 0.7mm 以下 ( 極 く 稀 に 2mm に 近い も の が あぁ る)。 
NV 00 83°, 52°3 

%£%exSG (hypersthene) ふつ 3 0.7mm 以下 , (—) 2V=68°, 66°, 62°, 60°, 60°, 
60° (以上 夷 唱 ) : 59°, 56° ( 後 斑 品 な いし 石 基 )。 

化学 成分 (bulk composition) 外 殻 部 の 化学 分 析 の 結果 は 次 の 通り で ぁ る 。 

SiO, 59.69, TiO, 0.55, Al,O, 17.60, Fe,O, 2.14, FeO 5.24, MnO 0.09, 
MgO 2.61, CaO 6.51, Na,O 3.38, K,O 1.43, H,O+ 0.44, H,O- 0.23, 
P,O, 0.21, Total 100.21 (森田 分 析 )。 

因みに , SARE - RK KERS (fn } WA Bee HT)” - HBA 21 eS (RR 
PEAT)? と 比較 する と , KE - BM 21 FORALEDL CoH (細部 の 特徴 等 に つい 
て は 別 の 機会 に 述べ る 予定 ) o 

He 現地 調査 の 際 御 協力 を 頂い た 鹿児島 地方 気象 台 の 関係 各位 に 深謝 する 。 THRO 
ーー 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ ょ つた 。 尚 本稿 は 化学 分 析 値 以外 は 種子 田 の み 太 喜寿 が ある 。 


PAIR AABBEILA et RKUREKE 
Dolomite after fossils from Hanezuru Mine, Tochigi Prefecture 
高 橋 博 (Hiroshi Takahashi * 


tiie} 


lL £ az we 
昭和 27 年 2 月 , GARR KK. POMEROBKARRBACH, 野外 に て 


1) 局 行 の 鹿児島 地方 気象 台 の 山形 技 写 の 談話 その 他 の 資料 に よ まつ て 判断 a 
2) MFR : 桜島 地質 旅行 案内 , UIA Bea es) 1952. 
3) 森本 良平 : Bore, 26, 37~40, 1949. (英文 ) 

* 地質 調査 所 ・ 
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ERE Re, 鏡 下 に て 海 百合 の 茎 の 苦 灰 石化 化石 を それ ぞ れ 昔 灰 岩層 の 上 ・ 中 部 
と 中 部 より 見 出し た 。 葛 生 地区 の 石灰 岩層 より 産 す る 化石 に つい て は 詳細 な 報告 が すでに 
多数 出さ れ て いる が , 苦 灰 岩 中 の 化石 に つい て の 報告 は ほとん ど な い 。 現在 な お 調査 ・ 
研究 中 で あぁ る が , 伝 石 や 成因 の 研究 上 重要 と 考え , 保存 の 最も 良い 苦 灰 石化 化石 に つい て 
報告 する 。 

2. ERAKBERILE 

野外 で 見 出し た この 化 石 を 含む 苦 灰 岩 (49-, 51-, 72-52 D) は いづ れる も 嗜 灰色 を 量 し 。, 
HE OMERILBESROA CWS. MERIAL 数 x10 数 mm の 大 き さ を 有 有 し , H 
SCL, 外形 に か ん し て 保存 は 良く , シュ ツウ ツ ド フ ズ リナ と 思わ れる 2。 BCA 
と 紡 氏 虫 部 と は 明らか に 異 つ て いる 。 

_ 石 基部 は 塵 状 物 に より 非常 に 汚染 され た 径 0.05mm 前 後 の 他 形 ・ 粒 状 の 苦 灰 石 結晶 の 
REC, モザ イツ ク 組 織 を 呈す る 。 

紡 舞 躍 部 分 に お いて は , 石 基部 に くら べ , 茸 灰 石 結晶 は 塵 状 物 に よる 汚染 の 度 が 低く , 
結 品 度 よ く , 粒度 そ 大 で , MRBSOMIAPS CLARE HD, BUTS [FH] Ase 
造 が 必ず 観察 され る 。 化石 周辺 部 は , EZ 0.1 へ ~0.2mm の 他 形 ・ 灯 状 の 苦 灰 石 結晶 より な 
り , 1 結 品 で 石 基 と 化石 の 両 部 に また が る も の る も 観察 さ れる 。 化石 内 部 で は 苦 灰 石 結 晶 は 
大 きく , 辺 '0.4mm ぐら い の 半 自 形 乃 至 自 形 を 示し , 化石 の 中 心 に 向 つ て 牙 状 に 成 還 し 
て いる 。 また, 1 結 品 中 また は 2 へ ~3 結 品 に また が る 径 0.1~0.5mm の 円 形 和 構造 ボ バ し ば 
じ ば 観察 され , これ は 統 押 虫 て 房 と 判定 され る 。 

「 充 培 部 」 と は 昔 灰 化 統 舞 虫 化石 の 央 部 に 必ず 存在 し , 擬音 状 苦 灰 石 結 品 に より 囲ま れ 
た 角 ば つた 不 規 則 形 を な す 部 分 の こと で , PREP EL. 化石 の 中 央 に 1, 時 に 2~3 
FEET Bo KE Stk OL 
0.3~2x4mm GEC, そ を 


化学 組 成 雪 
SV bara a aie 


SER (EME At ーー の 著しい 特徴 は 形 と 共に , 
; AES (7282D) その 多く は 非常 に 清澄 な 他 
96 ppm m 2 ee 
MgO :19:47| Sr 1080. | 520° WORRBOK ETE Naas 
a8 S76 he es 0 175 Fede k YAY, 他 は 全く 対 
45.60 || i 40 
SiO, OIG) 4 vy 30 15 Rin 7: 2 BR 5B eae 
Fe,0, 0.08 | Li 30 95 Q te ae 

ALO, 0.01 | Gesteee = Cu (eee 
T1O,- > 0,08 Ni = =. ら に 前 記 の 円 形 構 造 も その 
RT ee al 5) HO ABE - HRY AC fee 
a as = = = され な ささ で ある 0 た な 
St に Ss し , BROERALARS 
Mg >1396 HN 

| = ts > Sas > 
分 本 者 | 分光 分 株 者 苦 灰 石 結 品 を 含む こと が あ 
( 地 調 ) JSR] (bse) 高橋 清 , 河田 喜代 治 0, これ に は HIRO BIER 


人 造 が 観察 され る こと が あ 
る 。 な お , この 部 分 よ 0 
解 石 の 細 脈 が 伸び , (LORE IEG D [SHES | に et て いる 場合 が ある 。 


so 


1. 苦 灰 石化 紡 縺 虫 化石 を 含む 苦 灰 岩 (x1/3) 2. ERGs RCE RAZA 
構造 (x70) 3. Biba CH: Sire [FHM] (x35) 4. Rea 
FET2 Ste [FEHEHE| (x15) 5. 20% 44, 円 形 構造 の 多い 部 分 (x15) 
6. FRAME (x 7) 7. 海 百 合 の 茎 の 苦 灰 石化 化石 , 横断 面 (x15) 
8. 海 百合 の 茎 の 苦 灰 夏 化 化 右 , 縦断 面 (x 7) 9. I ee (« 15) 
10. 7-8 dH AID SIR AICAE RIL LE BABNSVO (x7) 


= 
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3. EREUBAAILA 

この 化石 を 含む 苦 灰 岩 (2752 D) は 灰色 を 星 し , 茸 灰 岩層 中 で も 最も 高 品 位 の 部 分 の 
鉄 石 で ある 。 鏡 下 で も , この 地 の 苦 灰 岩 中 結晶 度 ・ 上 品位 も つと も よく , 岩石 中 に は 小 裂 こ 
が や ゝ 多く , 結晶 粒 間 に 間隙 が 観察 され る 。 BK AR ad 塵 状 物 に よる 汚染 の 度 が 最も 低 
く , 多く は 辺 0.1 へ ~0.2mm 程度 で 半 自 形 を 示し , 弱い 波状 消 光 を 時 す 。 

薄 片 に て 海 百合 の 茎 の 化石 の 縦 ・ 横 両断 面 が 観察 され る 。 縦断 面 の 観察 され る も の は 5 
MBL, AMMAOO ART, MOM 1.2mm, 最 広 部 1.4mm, Bs 1.6mm 前 後 で 
ある 。 各 節 は いづ れる も 苦 灰 石 の 単 結 品 より な り , その 中 に 多数 の 小結 品 を 含む 。 こ の 小結 
唱 は 苦 灰 石 か と 思わ れる が が, 辺 0.015mm 前 後 で 自 乃 至 半 自 形 を 時 し , 節 中 に 縦 方 向 に 
2 帯 を な し て 分 布 し て いる 。 横 断面 は 径 1.8mm の 円 形 で , 数 本 の 割 中 が 入 つ て いる が , 
これ る も 苦 灰 石 の 単 結 晶 か ら な り , 縦断 面 の と 同じ く 細 粒 結 曲 を 多数 含む 。 な お , 中 心 部 は 
径 0.18mm の 別 て 苦 灰 石 の 円 形 結 品 より な る 。 

LOM CO, 石 基 部 より 化石 部 は 結晶 の 汚染 度 が 低く , 結 品 も 一 般 に 大 きく , 上 記 の 
他 に る も 海 百合 や 紡 畠 虫 な どの 苦 灰 化 化 石 と 考え られ る も の が 和 観察 され る 。 

to Gy tA OP OS 

上 記 2 種 の 苦 灰 化 化 石 は , 外形 の 保存 が よく , 多少 の 内 部 構造 を 残し , 苦 灰 石 結晶 は 石 
基部 に くら べべ 粒度 大 で 結 品 度 よ く , 汚染 度 も 低い な どの 共通 性 を 示す が , それ ぞ れ の 生物 
の 構造 の 相違 に も と づく 苦 灰 化 の され 方 の 差異 を 明 腔 に あら わし て いる 。 

元 来 大 き な 方 解 石 結晶 より な る 海 百合 の 茎 は 1 人 和 備 1 結 品 と そつ くり 交代 され , その 中 
央 の 構造 も 残さ れ て いる 。 紡 押 虫 の 苦 灰 石化 化石 に お いて は , 外形 の 保存 ボ ぶ ょ く , THRE 
まぬがれ た 房 の 痕跡 の 産 状 な ど , 交代 作用 を 柚 っ た 様相 を 示す が , 既 述 の ご と く 海 百合 の 
場合 と 大 き な 相 違 を 見 せ て いる 。 それ は , 結 氏 虫 に は 裕 所 が 多く , BI CaCO, OVER, 
5 BU) Ria KY RAED, 苦 灰 石化 作用 を 蒙 つ た 際 (ROL ZO, ZAHRA 
の 他 に よっ つて まだ 完全 に は 了 充 さ れ て は いな か つた も の と 思う 水 ) ZEUIKZEOBOHAlL 
過程 で 苦 灰 石 結 品 は 全般 に 右 基 部 より よく 成長 出来 , その 形成 は 化石 の 周辺 より 内 部 に む 
か い , 中 央 部 で 最も よく 成長 し , 牙 談 状 の それ ら に 囲ま れ た 部 分 に , 両 過 程 で 余剰 と な つ 
た CaCO。 ま た は 排出 され た 不純 物 が 濃 集 沈 厳 し , 特色 ある 茸 灰 石化 紡 舞 虫 化石 の 構造 
が 形成 され た も の と 考え て いる 。 

鹿 状 物 に つい て も 研究 中 で ある が , 有機 系 物質 を 混 え て お り , また 別に 報告 する が , 革 
Vea CARE PARE < SEARO RAED RC, 極め て 少 い (ある い は 大 部 分 破壊 消滅 さ 
れ て し まつ た の か る も 知れ な い ) が , BEAL 分 布 で は 苦 灰 岩層 は 上 下 両 磐 に 酷似 し , Sr 
/Ba の 値 が 熱 水 性 源 で な いこ と を 示し て いる 。 

化石 の 確認 に 協力 を 願 つ た 河田 茂 磨 と 小西 健二 の 両氏 , 終始 協力 を 願っ つて いる 高橋 清 ・ 
井上 秀雄 ・ 五 十 風 備 尋 の 諸氏 に 深謝 する 。 
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8121, BRICKISZRERS, 着色 中 
心 及び 格子 恒 数 間 の 関係 Cohen, A. J., 
Summer, G.G. 

BEEBE RAREST SRL 普通 
lattice spacing CH#K*E RTD, BE 
成分 が interstitial- に ある 時 に は , それ 
が c 還 方 向 に 連なる 塞 際 中 に 入り 格子 に 
歪 を 写 え る の で 特に 4g 方 向 の 増大 が 著 し 
Wo 後 量 成分 の 定量 を 行 つ た 11 個 の 試 
Hc Xx, Debye-Scherer 写真 を 撮り , 
c/a ‘(> Mf lattice spacing の 増大 
EFUML TS) と (4a/a) / (4c/c) (= 
increment ratio) の 鹿 係 を 求め た と こ 
AMM RCE RL reat, Amethyst 
の 様 に substitutional 7 MB MACK 
る 着色 中 心 を 持た な いも の で は incre- 
ment ratio が 例外 的 に 大 きく , 合成 結 
卓 基 他 ぐ 試料 で も その 着色 中 心 形成 の 事 
実 と よく 一 致す Z 結 果 を 得 , substituti- 
onal な 復 量 成分 と interstitial な 後 量 
MA OBA 明確 な 指示 を 与え 得る 事 を 
明か に し た 。 又 increment ratio が 1.5 
以下 で は 後 量 成分 ぐ 入り 方 は substituti- 
onal が 主 で 1.7 以上 で は interstitial 
MEERA. (Am. Min. 43, 58~67, 
1958) [ 関 ] 


8122, X##ROWE Butkovich, 
TR a 


Mendenhall - 水 河 (アラ スカ ) POH 


の 単 結 品 に 就き , Brinell hardness を 測 
7 と で ころ 2: ESE VE C4, "温度 
の 低下 と 共に 載 大 し て +50°C C17 の 
値 を 示し た 。 その < 軸 方 向 に 重 直 な 場合 


(Hic) と 平行 な 場合 *( 耳 7e) と で に 明か 


aR 


に 暴 方 性 を 示し , Hiyc-He は 温度 と 共 
に 直結 的 に 増大 し -10°C 以上 で は 負 , | 
ー10°C 以下 で は 正 値 を 示す 。 更に 'scra- 
tch hardness を 測定 し た 所 , Brinel} 
法 程 の 正確 さ は な い が Pl) RB PEL 
か で あり , 特に < 軸 に 平行 な 面 に 於 ける 
scratch test で は , c Hic HEPES 
総 て 連続 的 な 波形 を 示す の が 見 られ る 。" 
Brinell 潜 及 び scratch 法 に よる 硬度 値 
相互 間 に は < 軸 に 垂直 な 場合 に は 直線 的 
7 SEPARA SLG MBAS, < 軸 に 平行 な 
場合 に は 曲線 関係 を 示す 。 (Am. Min., 
43, 48~57, 1958) (BSI 


8123, RILPULIA=AVLOMARICE 
Z4BSZHREEORR Foster, L. M., 
Long, G., Stumpe, H. C. 

Pb7T Vi a7 Al,C, % 2200~ 
2500°C に 加熱 する と Al 蒸気 と 石 墨 と 
VAT HZ Al, C。 は 池 煙 談 素 と Al DO 
粉末 を ; Ar ガス 中 で 1850°C に 約 2 HE 
聞 加 勢 す る こと に よっ つて 得 ら れる se この 
Al, Cs を, —325 mesh に 粉砕 し , JE 
UL CHRBICL 中 心 部 に 孔 を あけ て , = 
Ne Ae eAM 除き 々 に 加熱 する 。 
4 時 間 で 2400°C に 達せ し め , この 温度 
に 2 時 逆 保 ち 後 除 冷 す る 。 円 筒 の 中 心 部 
(LAO Mi OBA RE SNS. この 
様 に し て 得 ら れ た 石 圭 結 品 は ; : 肉 服 的 に 
は 六方 対称 を 示し て いな い 。 生 藤 線 及 び 
ステ ッ FvXARRIZABNSDS, 双 卓 や BF 
開 は 他 の 人 鍛 法 で 得 ち られ た も の に 比較 する 
と 少 い 。。, こ の 石 量 の 純度 は 高く <, 60/2 =, 
3,3545+0,0005A Cd Zo 大 規模 な 装置 
を 用 い , 更に 適当 な 条件 を 見 出せ ば 径 , 
1/2 inch 程度 の 結晶 が 得 ら れる で あろ 
35。 (Am. Min,, 43, 285~296, 1958) 

CRI 
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8124, California, White Tank & 
英 モ ン ゾ ニ 岩 の 組織 と 分 光 分 析 学 的 研究 
Rogers, J. J. W. 

California, White Tank 石英 モン ゾ 
=A DS 2 つの 異 つ た 分 化 作 用 に 
LOT BERMANKDOCHSS Lois 
期 の も の か ら 新 期 の も の に 向 つ て K- 
石 の 大 き さ が 増大 する こと と , ARAD 
Ab/An 上 比 が 増加 する 事 が 特徴 で ある 。 
他 の も の は 新 期 の も の 程 Ab/An 比 が 増 
加 す る 事 は 同じ で ある が , 新 期 の も る の に 
初生 的 な 白雲 母 と 橋 極 石 と が 存 存 する 事 
が 特徴 で ある 。 Texture は 導入 の 場所 に 
よ ょ つて 夫々 異 る 。 岩 体 の 周縁 部 の 石英 は 
個々 の 形態 を 示す が , それ 以外 の 場所 で 
は 数 個 の 結 品 の 集合 体 と し て 存在 する 。 
最初 の 結晶 分 化 作 用 に よる も の の 中 , 末 
期 に 形成 され た 大 き な K-RA REE 
量 し 格子 状 双 品 と し て 通常 Na- 長 石 と 共 
上 品 を な す が , 早期 に 結晶 し た も の は 桃色 
で , MACE <, か か る 共 品 を 示さ な 
い 。 最初 の 結晶 分 化 作用 を 行 つ た も の で 
は K-RAPO Pb と Sr OF AAD 
ら 新 期 の も の に 向 つ て 減少 する が , Ba 
と Rb の 量 は 変化 が な い 。 二 番目 の 結 品 
分 化 作 用 に よる も の で は KK- 長 石 中: の 
Ba, Pb, Sr の 量 が 分 化 作 用 の 進む と 共 
に 減少 を 示す が , Rb に は 変化 が 認め ら 
視 な で eCBull き Ge Soc. Am., 69, 
449~ 464, 1958) [植田 〕 


8125, 火成岩 , 堆積 岩 及 び 変 成 岩 の 岩 
石化 学 的 フイ ー ル ド 及 び トレ ンド 
Green, J., Poldervaart, A. 
kiss (201 種 ), HERS (43 種 ), 変 
kas (26 種 ) RUBERIBA (7) oF 
均 化 学 成分 か ら イオ ン の 重量 百分率 を 計 


“i, Al, Fe (全量 ), Mg, Ca 及び アル 
カリ 相 五 の 関係 を 三角 変化 図 (Si 一 Al+ 
Fe—Ca+Mg; Na—K—Ca; Mg—Al— 
Si; Ca—Fe—Al; Mg—Ca—Al; Ca—Al 
Na+K; Mg—Ca—Fe; Ca—Fe—Nat+ 
K; Mg—Ca—Na+K; Mg—Fe-—Al; Fe 
—Al—Na+K; Mg—Al—Na+K; Mg— 
Fe—NatK) に 点 示 し た 。 火成岩 は あぁ る 
決 つ た トレ ンド を 示し 。, 生成 に 当り , fa 
所 的 な 効果 を 示す 諸 過 程 以 上 に 分 別 結 唱 
作用 が 優勢 で ある 事 を 示し て いる 。 Na/ 
K (Na-K-Ca 図 ) は 広く 分 散 す る 。 こ 
れ は 局部 的 効果 を 示す 過程 が 優勢 で ある 
事 を 示し て いる 。 普通 の 優勢 な 堆積 岩 は 
明瞭 に 限ら れ た 範囲 に 落ち も る 。 Na/K {if 
は Ca 頂点 と Na-K WE Na: K=0.54 
点 を 結ぶ 線 附 近 に 分 布 す る 。 Kite, 堆 
積 岩 及 び 海 水 の Na/K 値 は 塩基 性 の 源 
岩 か ら 堆積 岩 が 導 か れる 事 に 反対 する 議 
論 に 使わ れる 。 地球 表層 附近 に Ca ARF 
蔵 さ れる 事 は 堆積 岩 平 均 に よ つ て 示さ れ 
So Fh Bad bE RE OZDGA 
程 は アル カリ , Ca の 増加 , Fe, Mg の 
減少 を 示す 。 RMA bee a Bae 
成 に 莉 移 する 高温 交代 作用 と 区 別 さ れ 
る 。 石 質 随 石 に 関す る デー タ が BPMN 
られ て いる 。 種々 な 型 の 随 石 の 成分 上 の 
差異 は 酸化 - 還 元 作用 及び 部 分 類 融 (par- 
tial melting) に よる 分 別 作用 に 帰せ ら 
Bo 両者 は 一 般 に 優勢 な 過程 で ある 。 
(Geochim. et Cosmochim. Acta, 13, 
87~123, 1959) (FRO 


8126, 東部 グリ ー ン ラン ド , スケ ル が 
ー ド 貧 入 岩 体 の 分 別 作 用 の 早期 及び 中 期 
O56 Brown, G. M. 

AT NIA—-FRLBAC EERE BUR 
Pad DUA 9, 転移 し た ビジ オ 
YiEG 3, SHA 1, 計 13 の 新 分 本 
を 行い 姓 石 の 唱 出 径 路 を 示し て ある 。 即 


抄 


FR 7513 


ち Ca CSCBAREO MER 
Av mH L, 分 別 作 用 が 進む に つれ て Ca 
ti Mg & Fe’ (ck DT RRA HNMMIC 
CattZU< ay, Ca:(Mg+Fe) =35: 
65 と な る が , 両 煙 石 境界 線 を 過ぎ る と 
Mg は Ca と Fe” に ょ っ つて 交代 され Hd 
に 向 つ て 進む , 一 方 Ca cSLUHEt 
は 古 鉛 輝石 が 最初 に 品 出 し , Mg: Fe=72 
:28 と 63:37 OFAC ty BACK 
ML, Rice vay wast Mg: Fe=45 
755 CEOMHEKS. LUV AVEA 
C BEART Ht 転移 の 度合 は BAS 
体 の 高 さ と 共に RAIL. 結晶 作用 と 
転移 の 温度 差 で 洛 移 的 に 変化 する 関係 に 
ぁ る 。 (Min. Mag., 31, 511~ 543, 

1957) [青木 


8127, ERBRUBBRAERS 
Marmo, V. 

BARAITRERBL UT Hs S 
と いう 説 に 対し , 著者 は BECRECE 
く と 品 出 する 時 に は 簡 斜 長石 が 初生 的 に 
卓 出 し 得る も の と 考え た 。 Finland yc“ 
GSRALT VT RICBAL?: late ki- 
nematic #ffmealst, 古生代 及び 先 カ ム 
ブリ ア 紀 の synkinematic 77EmA EH 
に 彼 斜 長石 を 有する の が 特徴 で 正 長 石 の 
痕跡 すら 正 め な い が , Alpine 山脈 の 明 
ら か に post kinematic に 貫入 せる 花 賠 
岩 は 正 長石 が 多く , その 光学 的 隆 質 は 一 
上 般 に 均一 性 を 欠い て 一 部 微 斜 長石 化し て 
いる の が 特徴 で ある 。 即ち これ ら の 違い 
は orogenic condition の 下 で は 品 出 作 
用 が 適当 な 温度 と 長い 時 間 に わ た つて 符 
水 条 件 下 に 置か れる の に 対し , post kine- 
matic condition で は 貫入 が open fra- 
cture に 沿っ て 行わ れ て 急激 な 品 出 作用 
を 惹き お こす 族 で ある と 考え られ る 。 尚 
正 長石 花 賠 岩 中 の 半 花 賠 岩 質 脈 が 総 て 後 
斜 長 石 の みな を 有する の は , AHOBAN 


一 部 だ け 役 斜 長石 化 作 用 を 受け て いる 事 
実に 対し , 明か に 徴 斜 長石 が 初生 的 で あ 
る 証拠 で る る と し て いる 。 (Am. Jour. 
Sci., 256, 360~364, 1958) (#4) 
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金属 鉱床 学 
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8128, 北部 Nova Scotia に お ける 潜 
成 鍋 一 ウラ ン 鉱 床 Brummer, J. J. 

New Brunswick 及び Nova Scotia 
地方 に は 石炭 紀 に 属す る Windsor (Mis- 
Boss Point, 
Cumberland, Pictou (Pennsylvanian) 
の 各地 層 が 分 布 す る 。 こ の 中 Pictou fo- 
rmation は 頁岩 及び 砂岩 ・ 泥 岩 黒 層 か ら 
な り , 主 に 赤色 を 量 す る 水 成 堆積 岩 で あ 
る 。 こ の 地層 中 の 薄 層 又は レン ズ 状 を な 
the, ftmakwa, 頁岩 の 累 層 中 に 
は Cu RU U の 鉱 化 作 用 が 存在 し , そ 
れ 等 は 赤色 泥岩 , A EYERWS t TB 
し て いる 。 Cu は 硫化 物 と し て 存在 する 
が , 硫化 物 の 大 部 分 は RRR, それ に 
HESAGR, 銅 藍 が 伴い , 更に 痕跡 程度 に 黄 
PAK, DECI WIL OM So CHB, 
Rae, BORA. 房 状 体 , Zid RA Me 
BART SH, 破片 状 体 と な す 。 

黄 鉄 鉄 は 木質 部 が 談 化す る 前 に これ を 
交代 し た 。 黄銅 鉱 , 斑 銅 鉄 る 略 こ これ と 
同時 期 で ある 。 こ れ 等 は HABAGK, PARES 
交代 され , PAGO Mis CRRA Me 
も 交代 し て いる 。 

Cu を 件 う 炭 質物 は 放射 能 異 常 を 示し , 
Cu%, C%, U30g 0% の 間 で は 一 部 を 
除き 略 こ その 増減 が 一 致す る 。 BONER 
化 作用 は 尋 鋼 鉱 の 存在 する 部 分 の 炭 質 物 
と 関係 し , ROLY S RAMEO BIC 
は 全く な い が , 僅少 で ある 。 

輝 鉛 鉱 は 地表 近く に の み 存 在 し , 


sissipian), Claremont, 


AGE 
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の 結果 地下 水面 下 に は 存在 し な い 。 EL 
て U る 同様 で ある 。 地下 水面 下 で は 僅 
か に Cu が 存在 し , FRONTERA EAS 
TW BBE So この 事 か ら 載 鋼鉄 及 
び ウ ラン の 鉄 化 作用 は SEE OP BRAK IZ 
り も た ら さ れ た supergene origin の る も 
の で ある 6 (Econ. Geol., 53, 309~ 
324, 1958) Eph RY 


8129, Virginia, Irish Creek (=# 
(I ZRBMROSIM L TORE 
Glass, J. J., Koschmann, A. H., 
Vhay, J.S. 

当地 域 の 地質 は Teme, Five, 
片岩 類 よ りな り SARS _LACTE RS © 
BBLS SAW StH PR CHS. 野外 調 
査 及 び 頭 役 鏡 観察 の 結果 より , 次 の 如き 
ese HERS NS 1) TEES 

の 結 品 作用 。 2) TERPS U OR 

Rh 3) BRR UR 
PRO AER 4) グラ イ ゼ ン 化 作 用 第 1 期 
(ALAR, 黒雲 母 , 鍛 石 , BREE. Titi 
俺 鉄 重石 , BH) 第 2 期 ( 堂 石 , 緑色 黒 
SH, MVEA, Fa ナ サ イ ト , BRR, 
PABA, V4), PHAR, Bint 
eee ae es 磁 硫 鉄鉱 , 
FRR) 0 。 5) 晩期 鉄 脈 の 形成 (AROSE, 
Aika, Jv bum, モツ シッ モ ha と Bs 
な お , 変質 作用 の 産物 と し て 母 岩 の 長石 , 
自 雲母 を 交代 する カオ リナ イト , BRK 
・ 磁 硫 鉄 鉄 ・ 奏 鉄鉱 の 酸化 に よる 赤 鉄 鉱 , 
PRR Et CO BREE 
#e¢4_. (Econ. Geol., 53, 65~84, 
1958) [阿部 宏 
8130, Yugoslavia, Tajmiste 附近 
の シヤ モ サ イト 鉱床 Page, B.M. 

“HERO MELT ECR 及び 石灰 岩 よ り 
な り 鉱 床 は 前 記 千 枚 岩 中 に RE RG 
する 。 HERUARIA HERI REA FART 2S 
不 規則 な 地 堪 断層 に よ ょ つて HAL AHN CH 


DEERE, 破砕 作用 が 認め られ る 。 鉱石 は 
EBDD FEB ZRRL, シャ 
E94 ARR BE OO, これ ら は 部 
分 的 に DURA BRB, REGGIE EV 
RANTS. シヤ ャ モ サ イト は , £OB 
理 と の 関係 か ら 推 し て 海 旋 堆積 物 と 思わ 
れ , し か る TREE ORD Cag KA 
に 於 て 化学 的 に 沈 濃 生成 し た も の と 推論 
され る 。 因 に 本 鉄 石 は Fe 324379, 
Al,O, 11189;1SiO;。 10~16%, S 
0.1~0.3%, P0.5~0.9% を 示す 3 
(Econ. Geol., 53, 1~21, 1958) 
CREB 
8131, Western North Dakota 及 
び Eastern Montana の ウラ ン 鉱 床 
Towse, D. 
当地 域 の 地質 は Fort Union Forma- 
tion (BE¥ttt) に 属す る MS - Bs - R 
RBLOMRD, SOMRIRE, B 
OD 7 REET o UF v SRR BL 
AEM ao LECCE T SER RUD 
AB PICMBL CWS. BREA BE 
在 し これ ら の 中 間 に MOL ERED 
岩層 が 観 鶴 さ れる 。 これ ら BRB 
blanket type } lenticular type が あ 
り , 前 者 の 方 が 規模 は 大 きい が 一 般 に 品 
MITE o PAAGLRO4E AY’ Carrier- 
bed OBR: SHOSR, 構造 等 に 支 
配 さ れる も の で , UGK 1) Bee eh 
に 用 胎 する も の で は 亜 炭 層 の 下部 に ベン 
bP 4 } REE, hehe i Lc OS 
が 堆積 し て 居り , 2) Ws hic MATS 
場合 に は その 砂岩 層 の 基底 部 , 特に 下部 
頁岩 層 と の 境界 附近 に 濃 集 する 信 向 が が 認 
め ら れる 。 然 も 一 般 に 被 秦 層 が 肖 透 性 の 
高い 砂岩 の 場合 に は 品位 が 高く , 頁岩 質 
に な る に 従 つ で その 品位 は 低下 する 。 東 
に 特筆 すべ き 事 は 鉄 末 が 地下 水面 附近 に 
存在 する こと で ある 。 これ ら の 事実 か ら 


“93> 


a 15 


著者 は COMA STEIN LARRY 
7 VACB MORRO DOL HE 
UT SoH (RRME LTIBRY F 
vg, metatyuyamunite, gi i4 okey 
と し て は BRR, VeruVR, BE, A 
解 石 が 観察 され る 。. (Econ. Geol., 52, 
904~913, 1957) [ 折 本 〕 


Oe 


石油 鉱床 学 
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8132, 南部 カリ ラマ オル ニア 沖 海 府 堆 積 
物 中 の クロ ロフ イル 誘導 体 の 含有 量 
Orr, W.L., Emery K.O., Grady, J.R. 
原油 中 に 含ま れる porphyrin の 根源 
物質 と 考え られ て いる TRV ARO 
ロロ フイ ル 誘 導体 の 存在 を , 南部 カリ フ 
AMV = 7 VP ye Ee HES IOS CRA L 
た 。 抽出 され た 堆積 物 中 の pigment を 
pheophytin a と し て 換算 し , 4OBN 
変化 を 海浜 , 沼沢 地 か ら 深 海 (2000m 以 
+) まで に 至る 各種 の 環境 に 吾 つ て , 約 
120 個 の 表層 試料 と 7 個 の コー ア に つい 
て 比較 検討 し , 併せ て Ese, 炭酸 塩 , 水 
4}, 粒度 と の 関係 を 求め た 。 
Pheophytin @ yx (1) ocean pro- 
per の 浅 成 堆積 物 一 10 ppm 以下 , (2) 
basin-floor の 堆積 物 一 4~100 ppm ( 洲 
WHES) O basin に 多く , 深い 沖 側 の 
basin に 少 い ), (3) basin slope 上 の 
中 間 の 深き では, "深い basin-floor より 
少く , FRIAR shelf より も 多い 。 
要する に pheophytin の 量 は 低 酸 素 の 水 
を る つ shallow-basin に 最も 多く 話 め ら 
0 これ は グロ ロワ イル を 人 各 む プラ ン 
クト ン の 生産 量 と か , RD e DH 
ML MiCM oT, AE Cis 一 義 的 に は 水 
深水 の 含 酸素 量 , WEAACIECTEAD 


| 解 作用 の 量 に よる 。Pheophytin の 構造 


ZEMEDT 307 4 VEO HO por- 
phyrin と の 中 間 を 示し , Mg は 失わ れ 
V © Ni は 末 だ この pigment myx 
入 さ れ て いな いし , 油 み そる れ に 至る まで 
に は , 更に carbonol group: の 還元 , C 
—C 三重 結合 の 水素 添加 dehydroge- 
nation, decarboxylation な どの , か な 
り 簡 単 な 反応 遍 程 で ある る の で , 堆積 の 過 
程 ・ 環 境 の 途中 で 行わ れる も の で あろ 
30 BT Sic これ ら の 堆積 物 中 の クロ ロ 
74 VPP, 椅 造 的 に る 量 的 に も プ 
ラン クト ン と 油 の 中 の 夫々 の も の と の 中 
間 的 位置 に あり , 原油 中 の porphyrin 
の 普通 の 含有 量 に 対し て は , 検出 され た 
BED pigment の 1% の 転換 で 以 て 
充分 で あろ う 。 以上 の 結果 は 石油 の 根源 
岩 と し て の 海 成層 の 大 部 分 の 堆積 環境 に 
BBV bLED, 還元 帯 腐 泥 堆積 物 と 
し て の 環境 条件 を 特に 必要 と は し な いこ 
と に な る ce (Bull, Bm. Assoc, Petrol; 
42, 925~ 958, 1958) [加藤 


8133, 互 誠 紀 堆積 惣 の 堆積 環境 に 関す 
る 研究 (II) — 地 化学 的 方 法 と その 応 
FA Degens, E.T., Williams, E.G., 
Keith, M.L. 

海 成 若しくは ERD EE & He 
FONRAT SOLS 目標 と し て , 西部 
RyUVIT =T, Clear field Go. 


Allegheny, Pottsville series に つい 
て , tHe MIRO REO AER ERE & > O WD 
BB Ade BRBERUGA, BREED, 
HELGE BU 微量 元素 分 析 を FTO 
た 。 試料 を -40 mesh に 粉砕 し , 石灰 
質 岩 及び 粘土 は 塩酸 (2N) CREME BR 
x, NH,OH @ pH を 10 に し て 2p 
以下 の clay fraction を 遠心 分 離 器 で 分 
け て 実験 に 供し た 。 その 結果 (1) 陸 成 
若しくは 海 成 の 石灰 岩 に つい て は , BE 
Ga と の 含有 量 で 区 別 さ れ , (2) この B 
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と Ga と は , 風化 し た 或 は 風化 し な い 何 
れ の 岩石 に つい て も , それ ら が 一 般 に 不 
姿 性 の も の と し て , 夫々 の 環境 の 指示 者 
に な りう る , (3) Biss ¢ tourmaline 
の 形 で , Ga は 灯 土 鉄 物 と し て 含ま れる 
NCHA}, (4) B, Ga, Rb の 三成 
分 系 図 を 利用 する こと に よ つ て , 夫々 の 
環境 を 示す 範囲 が きま り , 両者 境界 部 
分 は 略 々 直線 的 関係 を 以 て 或 る 重複 部 分 
が み ら れ る 0 に れ に は る と Pennsylva- 
nian の 岩石 の 8098 は 化石 資料 と も 矛 
慎 を 生じ な いし , 特に この 場合 B と Ga 
と が 有効 な 元素 と な つて いる 。 (5) MH 
や ゃ 下 盤 粘土 に つい て る も 同様 の こと が あて 
は まり , 岩石 学 的 及び 層 位 的 な 資料 と よ 
く 合 致し て いる 。 以上 か ら 無 化石 の 岩石 
に つい て る も CC 環境 を 判定 する の に 有効 
CH4%4._ (Bull. Am. Assoc. Petrol., 
42, 981~997, 1958) [加藤 ] 


8134, 互 油 に 含ま れる バナ ジウ ム , = 
YN, ポー ヒ リ ン OBES 
Hodgson, G. W., Baker, B. L. 
石油 の 成分 と し て バナ ジウ ツ ム , = ツケ 
ル が 含ま れ て いる こと は 古 ぐ か ら 述 べら 
れ て いる が , 石油 中 に この 様 な 金属 が 如 
何 に し て 作ら れ た か の 問題 は は つき り 説 
上 明 す る こと は 不可 能 で ある 。 筆者 等 は 世 
界 の 主 な る 原油 中 か ら バナ ジウ ム , = ツ 
ケル の 存在 に つい て まとめ , バナジウム , 
= V7 NVOMAD RBZ T, McMu- 
tray oil ZOU, LER, AOMERE, RRS, 
SAVY IES = VEG INUS IRON Mae ILLES 
ニ = ツケ ル 率 に つい て 説明 し , 更に 和 熱量 低 
PVRS パナ ヤツ みる ゃ ミツ ケル の 移動 
WOU CT BAAS MA TwrHo Sealed 
tube CO Mae Pld バナ ジウ ツウ ム 移動 は 
47.6Kcal/mol, = ニッケ ヶ ケル 移動 は 47.8K 
cal/mol, rocking boms で は バナ ジウ 
ム 54.2Kcal/mol, ニッ ツケ ヶ ケル 59.7Kcal/ 


mol, ポー ヒ リ ン は 52.5Kcal/mol, 

で , 西部 カナ ダ 原 油 に 対し て ポー ヒ リ ン 
と バナ ジウ ム , 及び ニ = ツケ ル の 関係 を 図 
示し 説明 し て いる 。 原油 中 の ポー ヒ リ ン 
に つい て る も 言及 し , 上 記 の 実験 観察 より 
Lt, 約 400°C 以下 の 温度 で 油田 の 岩 
AO BVERNS 原油 生成 に 殆 ん ど 意 味 を も 
た な いこ と を 述べ て いる 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 41, 2413~2426, 
1957) [阿部 〕 
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8135, シリ カ と PUSFORSWOR 
応 s Wiest RR Gray: SR 

純粋 な alumina の 試料 で は 600°C に 
於 ける 脱水 作用 に 続い て Y-alumina 328 
形成 され , 約 950°C で その 一 部 又は 非 
fee alumina の 一 部 が 構造 的 に Y-alu- 
mina に 近い 水 栗 spinel HAI;O, を 作 
る 。 HHO silica を 加え る と 980°C に 
BOC C y-alumina Z 結 品 作用 が 
行わ れ , これ に 伴う 発熱 示 ROIDOR 
JS & O &#T > 5A1,0,:-H,O (amorpho- 
us) +2HA1;0,, 4HAI,O., + 5SiO,->5 (2 
Al,03-SiO,) +2H,O, (HAI,O, は mu- 
lite 形成 に 関与 する 中 間 生 成 物 ) , y-alu- 
mina は 1200°C 以上 に 到 る 笑 残 つた 
silica と 反応 する 事 は な い 。 Silica-alu- 
mina 混合 物 の 熟 分 析 図 は kaolinite の 
HOLERLC 似 て で いる が , silica-alumina 
成分 を 変化 させ る と 種々 の 反応 の 違 で が 
見 られ , 就 中 , alumina-silica 重量 比 が 
3.39 に 近い 試料 で mullite の 形成 作用 
が 最大 で あぁ る 事 が X 線 回 折 図 及び 熟 分 折 
図 で 見 出さ れ , GihwicRIS mullite 
AXA, 2A1,03-SiO, で ある こと RE 
(Jour. Am. Cer. Soc., 41, 132~ 
136, 1958) CBS 


投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 
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ど に 縮図 する に 適する よう , 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 図 の 数 は 出来 る だ け 少 な くす 
Boks 
3. 引用 文献 は 頁 毎 に 脚 諸 と し て 次 の 順序 に 記す る こと (著者 , BRB MEH, 
巻 , 頁 , 年 )。 
生 放 英 文 概 約 を 付す る 場合 に は 完全 な 英 盗 どじ し これ を タイ プラ イト する こと 。 
5. 別 出 は 希望 部 数 を 原稿 に 指示 する こと 。 但し 費用 は 著者 の 自 弁 と する 。 
6. 投稿 論文 は 受付 け 順 に 印刷 する が , 本 誌 の 発行 が 隔月 で ある た め , な る べく 内 容 に 種 
々 の も の を 入れ た い の で , 必ず し も この 順に 依ら ちな い 場 合 が ある 。 
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